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　──二十年前。




　銀髪の少女は、目の前に映し出される光景に絶句していた。

　完全に自分が支配していたはずだった。

　つい先ほどまで、この場を掌握していたのはルーシェ・ディオラシ・ストリリバーその人であるはずだった。

　戦場に積み上がるおびただしいほどの死体と血の海は、ルーシェがこの場における王である証あかしだった──少なくとも、あの少年が現れるまでは。

「……あり得ない」

　微かすかに震える唇で、ルーシェは呟つぶやく。

　全てを見通す千里眼で、完璧な指揮を実現していたはずだった。

　いつものように、予定調和のごとく、戦場に死体の山を築きあげていたはずだった。

　──なのに。

「……あり得ない」

　再び、彼女は呟く。

　戦場は、変わってしまった。

　形勢は、完全にひっくり返ってしまった。

　白と黒が。勝者と敗者が、完全に入れ替わってしまった。

　全ては、あの少年が現れてから。

　ルーシェだけが、この場でそのことに気付いていた。

　千里眼によって脳内に映し出された、異様な光景。

　自分の兵隊が、蹂じゆう躙りんされていく。

　完璧な布陣が、完璧な指揮が、ただただ圧倒的な火力によって、でたらめに打ち砕かれていく。

「……ルーシェ殿……ルーシェ殿……！」

「……！」

　右肩を揺すられる感触で、ルーシェはふっと我に返る。

　目の前には、軍服に身を包み、こちらを覗のぞく味方の兵士たちがいた。




　司令部に待機していた兵隊たちが、彼女に指示を仰ぎに来たのだ。

　その時、ルーシェは自分が無様にも地面にへたり込んでいたという事実にようやく気付く。

　戦場に敷設された囲いの中、想定外の出来事に思わず椅子から立ち上がり、そのまま無様にも地面に膝を突いていた。

　奥歯は微かに震え、目の縁からは涙が染み出す。

　……この私が膝を突かされただと……？

　誰に。

「……前方にいる部隊と連絡が付きません。ですが、我々はまだ戦えます！　どうか、あなたの千里眼で……我々を勝利に導いてください！　さあ、次の指示を！」

　その言葉は、何も頭に入ってこなかった。

　だが、目の前の男がまだ諦めていないようだ、ということだけはわかった。

　この絶望的な状況でも、まだ自分の部下たちは戦う意思を捨てていない、ということだけはわかった。

　少年の戦闘を見てしまったルーシェだけが、恐れ、絶望し、戦意を喪失してしまっていた。




　そしてそれは、彼女にとって、許されざる屈辱だった。




「……敵の……あの少年の……我が部隊に損害を与えた兵士の名前は」

　意思の宿らぬ抜け殻のような瞳で、ルーシェは部下たちに問いかける。

　兵士たちは、お互いに顔を見合わせた。

「わかりません……しかし、どうやらジークフリードという凄すご腕うでの傭よう兵へいが、敵国にはいるようです。今回の戦闘でも、奴が暴れているのではないか、と。しかし、全てを見通す千里眼をお持ちのルーシェ様であれば、必ず勝利できます！」




「……ジークフリード」




　その名前は、生涯彼女が忘れることのない。自身の魂に決して消えない爪痕を刻み付けた相手。

　常勝無敗だった彼女が、人生で唯一恐れをなした相手。

　ただひたすらに大量の死体を積み上げることだけに快楽を覚えていた彼女に、初めて個人として執着を覚えさせた相手。

「……さあ、我々に指示を！　敵はすぐそこです！」

　煤すすけた頰ほおの男は、ルーシェの腕を取った。

　力なくへたり込む指揮官を、まだ絶望に染まっていない瞳で、起き上がらせようとする。

　しかし──。

「……るな」

「……え？」

　次の瞬間──その腕は無残にも付け根から切り落とされる。

　血に濡ぬれた戦場に、新たな血ち飛沫しぶきが舞う。

「……あ……ああ……あああああああああああああああ！」

　あるべき場所を離れた右腕は宙を舞い、男は悲鳴を上げる。

　一瞬で、場の雰囲気はがらりと黒に変わる。

　背後にいた兵士たちは、皆一様に声を失っていた。

「……気安く私に触るな……下郎が」

「……ひっ」

　右腕を失った男の元に、ゆっくりとルーシェは歩み寄る。怯おびえに染まったその瞳を捕食者のような目で見下ろしながら、銀髪の少女は唾を吐きかけた。

　そして──。

「アシンメトリーは、趣味じゃないわ」

「やめ──」

　次の瞬間、這はいずるようにして何とかルーシェの元から逃げようとする男の左腕が、クルリクルリと旋回しながら、再び宙を舞う。

　両腕を失った兵士は、頭から地面に倒れこむ。

「……そっちの方も、いただいちゃおうかしら」

　そして、次は右足が。

　その次は左足が。

　最後には、頭が。

「あははははははははははははっ！　その恰かつ好こうで戦うつもりなの？　どうやって？　ねえ、教えてよ！」

　凄惨な笑い声だけが、戦場に虚むなしくこだまする。
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　周囲の兵士たちは、絶句していた。

　有能だったはずの指揮官の、突然の豹ひよう変へん。

　百年戦争における数多あまたの戦場で多大な功績を上げ、同盟国の勝利を揺るぎないものにした英雄による、味方兵士の殺さつ戮りく。

　目の前で起こった異様な出来事。

　金縛りにでも遭ったかのように、兵士たちはその場から一歩も動くことが出来ずにいる。

「……何黙って見ているの？　ねえ、目の前で仲間が一人死んだのよ？　どうして黙って見ていられるの？」

　狂気と怒りを同時に孕はらんだ瞳で、ルーシェは男たちに微笑ほほえみを投げかける。

　絶対零度の氷のような冷たさと、灼しやく熱ねつの炎のような激情。その両方を表情に映しながら、彼女はにっこりと笑みを浮かべた。

「ば……化物……ッ」

「……あら、首のない男の方がよっぽど化物ではないかしら？」

　次の瞬間、あるはずの場所から、あるはずのものが消える。

　一人、二人、三人と、戦場に死体が積み上がる。

「……ひっ……やめ……」

「どうしてそんなに怯えているの？　ねえどうして？」

　狂気に染まった瞳で、ルーシェは笑う。

　彼女の瞳に映るのは、味方の兵士か、それとも、ジークフリードの影か。

　どちらにせよ、目の前の男はすぐにその激情の犠牲となった。

　困惑する周囲の兵隊たちを意に介さず、空を見上げながら、ルーシェは高らかに笑う。

「あはははははははははっ！　やっぱりそうね、やっぱり私には誰も敵かなわない！　誰も、誰も、誰も！」

　その言葉はどこか虚しさを香らせながら、戦場の風に乗る。

　それは、ルーシェが一番よくわかっていた。

　けれど、言わずにはいられなかった。

　今まで敵に恐怖を覚えたことなどなかった彼女が、自身の精神状態を保つには、そう言い聞かせるしかなかった。

「どうしたのその目は？　私が部下を殺したのがそんなに不思議かしら？　私にとってあなたたちは初めから玩具おもちやなの。飽きたら捨てる、それだけよ」

　ただ、大量の人間を殺せればそれでよかった。

　それが、彼女にとって最大の快楽だった。

　だからこそ、もっとも合理的に大量の人間を殺戮出来る指揮官にまで上り詰め、結果的に数多の戦場で多大な功績を上げた。

　そして、人々はそんな彼女を英雄と呼んだ。

「私は優れた人間なの。特別な人間なの。選ばれた人間なの。だから、他人の生き死にを自由にもてあそぶ権利がある。狂わせ、絶望させ、恐怖させる……私は支配する側の人間なの」

　一度たりとも、その前提を疑ったことはなかった。

　何な故ぜなら、ルーシェは最強だから。

　未いまだかつて一度も、敗北を喫したことなどなかったのだから。

　しかし──。

「……私が狂わされた？　絶望させられた？　恐怖させられた？　……あり得ないあり得ないあり得ないあり得ないあり得ないあり得ないッ！」

　それは、耐えがたい屈辱だった。

　許されざる侮辱だった。

　しかし、だからと言って、このまま無謀な戦いに身を委ねるつもりはなかった。

　勝ち目のない戦いに身を投じるほど、彼女は馬鹿ではなかった。

　そして、それがわかってしまったからこそ。

　ジークフリードと自身の間に埋められない力の差があることをはっきりと認識出来てしまったからこそ。

　植え付けられた敗北感は、生涯消えない傷となって、彼女の心を苛さいなみ続けることになる。




「……必ず復ふく讐しゆうしてやるわ……ジークフリード……ッ！」




　そうして、彼女は戦場から逃げ出した。

　部下たちを全て見捨て、ジークフリードが来るより早く、意地もプライドも全て放り投げて、戦場を後にした。

　こうして、彼女は英雄から国賊へと成り下がった。

　ルーシェがどこへ行ったのか、今何をしているのか、誰も知る由はない。
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「うわー……人がいっぱいですねー……流石さすが交通都市です……」

　忙せわしなく都市を往来する人々に、ティアはしみじみとそう言った。

　ドネツクを出発した頃は東の果てにあった太陽も、既にてっぺんまで天高く昇っている。

　あれから俺たちは山を越えて、交通都市ローラルまで辿たどり着ついた。

　穏やかな喧けん騒そうに包まれていたドネツクとは打って変わり、ローラルは交通の中心点だけあって、往来する人々でごった返している。

　赤レンガで統一されていたドネツクと比較し、様々な建築様式の建物が所狭しと建ち並ぶローラルは、来る人に雑多な印象を与えるだろう。

　都市に足を踏み入れた瞬間、むわっとした独特の臭気が鼻に付き、忙しない喧騒が俺たちを出迎える。

　エメリアの王都レフィスと、聖ウェルフィース教会の中心地であるバーテル。

　この国を代表する二大都市の丁度真ん中にあるローラルは、大人や子供、平民や貴族、聖職者、果てはホームレスまで。それぞれ目的の違う様々な人々が、別々の場所を目指し、入り乱れていた。

　都市には飲食店や地域の特産品を扱った商業施設が建ち並んでいて、客引きたちの積極的な呼び声で活気づいている。

「……あの、お兄様」

「なんだ？」

「……はぐれるとまずいので……その……て……手を繫つないでいてもいいですか？」

　ティアは仄ほのかに顔を赤らめている。

　確かに、ここローラルは、上手に歩かないと行き交う人々にぶつかってしまいそうなほどの人混みだ。

　一度見失うと、探すのは大変だろう。

　はぐれるとまずいのは、間違いない。

　……とは言っても。

　俺はサクラの親おや父じさんを探した時のように、仮にティアとはぐれたとしても、マナを探知することで直すぐに居場所を見つけることが出来る。

　迷子になる心配は、一ひと欠片かけらもない。

　ティアもそのことを知っているはずなのだが……。

「……ダメ、ですか？」

　立ち止まる俺たちを横目に、迷惑そうな顔をした人々が過ぎ去っていく。

　……まあ、いいか。

　わざわざマナを探知するのも面倒だし、はぐれないならそれが一番良い。

　微笑ほほえみながらそっと右手を差し出すと、ティアは表情をぱーっと明るくさせた。

　ぎゅっと手のひらを握り、欲しかったプレゼントを貰もらった子供のように、嬉うれしそうに顔をほころばせる。

「……お兄様の手は、あったかいです……握ってると、なんだか安心します」

「そりゃよかった」

　太陽の光を反射させ、ティアの首元で輝く灰色のペンダント。

　呼び込みをしている飲食店の従業員は、道の端から端まで聞こえそうなほど大きな声で、「お昼時は是非うちにー！」と叫んでいる。

　そう言えば、そろそろお昼時か。

　朝から歩きっぱなし。馬車に乗る前に、休憩がてらご飯でも食べるか。
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　山を越えている最中、文句一つ言わず付いてきたティアだが、流石さすがに疲れているし、お腹なかも減っているだろう。

　この辺で、少し休憩しておこう。

「ティア」

「なんでしょうか？」

「朝から歩きっぱなしで疲れただろ？　丁度飲食店も沢山あることだし、どこかでご飯でも食べよう」

「本当ですか……！」

「ああ、本当だよ」

「……実は、丁度お腹が減っていたところなんです」

　少し恥ずかしそうにお腹をさすりながら、ティアは嬉しそうにこちらを見上げる。

「何が食べたい？　向こうの通りに行けば、露店もあるが」

「……お兄様と一緒なら私はどこでも……」

「遠慮はするな、何か食べたいものはないのか？」

　本当に言ってもいいのですかとでも言いたげに、ティアは俺の方を見上げる。

「……実はその……向こうから香ってくる焼き鳥の匂いが……その……」

　少女は頰ほおを赤らめながら、少しだけ俯うつむく。

「焼き鳥が食べたいのか？」

「……はい」

「じゃあ、お昼は焼き鳥にしようか。向こうの通りに行こう」

　俺が微笑みを返すと、ティアは表情をこれ以上ないくらいに明るくさせた。

　それから、嬉き々きとした様子で屋台のある方まで人混みをかき分け小走りで駆けていき、振り返って急せかすように俺の方へ手を振る。

　やれやれ、自分からはぐれるとまずいと言ったくせに。

　事件が起こったのは、丁度その時だった。

　前から来たショートカットの男の子が、ティアが首から下げていたペンダントを摑つかみ、走り去る。

　──スリだ。

　不意に首元から消えた、灰色のペンダント。

　それを摑んで雑踏の中に消える、十歳くらいの男の子。

　人々は迷惑そうに、ぶつかりながら前に進んで行く少年を睨にらんでいる。

　ローラルの歓楽街に、砂すな埃ぼこりが舞う。

「か……返してください！」

　青い顔をしたティアが、少年を追って走る。

「……だ、誰か……その子を捕まえてください！」

　ティアの懇願虚むなしく、周囲の人々は冷めた目をしながら少女を見み遣やる。

　ローラルでは、スリなど日常茶飯事。さして珍しい出来事ではないのだろう。

　人波をかき分けて必死に少年を追いかけようとするティアに、人々は露骨に眉を顰ひそめている。

「ティア！」

　往来する人々の間に身体からだをねじ込みながら、少女を追いかける。

　ティアは俺の呼び声に反応せず、少年めがけ、人混みを押すようにかき分ける。

　まずい、声が聞こえていない。

「……あのペンダントは……あのペンダントは……お兄様から、初めていただいたものなんです……」

　喧騒の中に溶けていく、少女の叫び。

　飲食店の従業員は気にも留めず、客引きに勤いそしんでいる。

　ティアはペンダントを取り返そうと、必死に少年を追いかける。

　けれど小さな身体を利用し、するすると人と人の間を抜けていくスリの少年と比較し、人混みが障害物になるティア。

　露骨なハンデ戦。

　二人の距離は、開いていく一方だった。

「大切な……ものなんです……。大切な……ものなんです……」

　ティアの叫びに、涙声が混じり始める。

「お願いです……だから、道を……道を空けてください……お願いです……」

　目に涙を浮かべながら懇願するも、人々は迷惑そうにティアを睨む。

「ティア！」

　正気を失ってしまった少女の肩を捕まえると、ティアは涙で潤んだ瞳でこちらを振り返った。

「……お兄様……すみません……せっかく買ってもらったペンダントが……初めていただいた贈り物が……」

　両の瞳から、ティアは大粒の涙を零こぼす。

　胸の内に温かいものが溢あふれ、俺は微笑みながら、安心させるように白銀の髪を撫なでた。

「大丈夫だ、ティア」

「……でも、ペンダントが……大切な贈り物が……」

　ティアはこちらを見上げながら、縋すがるように俺のコートを摑む。

　俺はそんな少女を優しく抱擁した。

　行き交う人々は、立ち止まる俺たちを避けながら進んでいく。

「……俺がマナを探知できることを忘れたか？」

「……！」

　胸に顔を埋うずめていたティアは、何か閃ひらめいたように首をもたげる。

　悲ひ愴そうに満ちていた表情が、だんだんと晴れていく。

「……じゃあ」

「ああ、今からでも十分追いかけられる……すまない、未然に防ぐのが最善だったんだが……この人混みだ。下手に動くと、周囲の人に怪け我がをさせてしまう可能性があった」

　ティアがペンダントをすられる直前、少年が妙な動きをしていることに、俺は気付いていた。

　しかし、人々が密集しているローラルだ。おまけに、俺とティアの間には少し距離があった。

　どの道、少年の居所はマナで探知することが出来る。

　だからこそ、俺は一旦泳がせることにしたのだ。

「……お兄様……そんなことまで……」

「さあ、行こうか。大切なものなんだろう？」

「……はい！」

　瞳いっぱいに涙をためながら、少女は大きく頷うなずいた。反動で、涙がぽつりぽつりと地面に滴る。俺たちは地面を蹴り、駆け出した。







　ティアのペンダントを盗んだ男の子が走って行った方へ、俺たちも駆ける。

　既に少年は見えなくなっていたが、微かすかなマナを探知して、足跡を辿たどる。

　一瞬顔を見ただけの相手を探知することは難しく、おまけにここは人混みで、その精度も落ちる。

　……とは言っても、距離はそう離れていない。

　少し時間はかかるが、さして問題はない。

　男の子は、街の住人しか知らないような入り組んだ横道など、かなり複雑な経路を辿っているらしく、足跡を辿るにつれ、どんどんと人波は減っていく。

　おそらく、スリの常習犯なのだろう。

　観光客などを狙って、迷路のような道順を辿り、相手を撒まく。

　そんな風に、何度も何度も盗みを重ねているのは、想像に難くない。

　……とは言っても、今回は相手が悪かったな。

　俺の横でティアが荒い息をしながら、食らい付くように必死に走る。

　あんな歳としでスリをやっているんだ。きっとあの子も色々と訳ありなのだろう……。

　だが……あのペンダントはティアにとって大切なものだ。

　悪いが、しっかりと返して貰う。

「……ティア、ここだ」

「……！」

　追いかけ始めてから、十回ほど角を曲がった時。都市の中心部からは離れた、人気のない路地の一角に、男の子のマナの気配がする。

　間違いない。ここに少年がいる。

　……いや、少年だけじゃない。

　声が聞こえてくる。他にも、何人かいるようだ。

　壁の陰から、俺は酒瓶の転がる薄暗い路地を覗のぞく。ちょうどその時だった。

「てめえ、このペンダント……安物じゃねえか！」

「……ひっ……」

　路地に響く、品のない怒鳴り声。

　醜く太った豚のような男が、少年を睨みつけている。

　その背後には、ニヤニヤと笑う二人。

　豚は手に持っていた酒の瓶を叩たたきつけた。バリンと、ガラスの砕ける音が響き渡る。

「……役立たずのクソガキが！」

「……うっ……」

　豚のような男が、少年の腹を殴る。男の子は小さく悲鳴を上げ、倒れこむように地面に膝をつく。……やはり訳あり、か。少し様子を見てみよう。

　俺は路地の死角に身を隠かくし、男たちを観察する。

「おいクソガキ……一体どうなってんだ。俺は金目の物を盗んで来いって言ったよな……？」

「……あっ……あっ……」

「いったい誰が、二束三文にしかならねえクソみたいなペンダントを盗んで来いって言った……？」

「……あの……その……」

「これを着けていた奴は、どんな奴だったんだ……金持ってそうな奴だったのか？」

「……銀色の髪をした……お姉ちゃん……とっても……大事そうにしてたから……」

「てめえ盗む時は年寄りを狙えって言ってんだろ！　俺たちに拾って貰もらった分際で、足引っ張ってんじゃねえよ！」

「……うっ……」

　追い打ちをかけるように、暴行を加える男。蹲うずくまった男の子の腹を蹴り上げ、唾を吐きかける。蚊の鳴くような震え声で少年は「ごめん……なさい……」と呟つぶやく。

　取り巻きと思おぼしき瘦せた二人の男は、それを見てゲラゲラと笑っていた。

「いやー、出来の悪い子分への教育、兄貴、流石さすがですねえ」

「ほんとほんと。おいクソガキ、よく反省しろよ。親もいない独り身でホームレスをやっていたお前を兄貴は拾ってやったんだ。もっと感謝しろ感謝。ごめんなさいじゃなくて、ありがとうございますだろうが！」

「……ありがとう……ございます……」

「ははははは！　こいつ本当にありがとうって言ったぞ！　丁度スリ要員が欲しかった俺たちが無理矢理連れてきただけだってのにな！　教会にでも行けば保護してもらえるのによ、感謝してるぜ！」

　品が無く、ゲラゲラと笑う男たち。

　俺の横でティアは小さく押し殺した声で「ひどい……」と呟いた。

「おいガキ、今度くだらねえもの持ってきたら……わかってんだろうな。この前二回連続でハズレ持ってきた日のこと、忘れてないだろ？」

　醜い豚が、男の子の胸倉を摑つかみ上あげる。

　顎をがくがくと鳴らしながら、少年は全身を恐怖にぶるぶると震わせる。

「身体中に電流がびりびり走るのは嫌だよなあ？　よだれまき散らしながらごめんなさいごめんなさいって許しを請うのはもうごめんだよなあ？」

「……あっ……あっ……」

「おい……わかってんだろうなあ！　わかったなら返事しやがれ！」

　恫どう喝かつに怯おびえ、少年は瞼まぶたをぎゅっと閉じる。か細い声で小さく「……はい」と返事をした。

「聴こえねえぞ！」

「……ッ……はい！」

　唇の端を吊つり上げ、下げ衆すな笑みを浮かべながら、男は手を放す。

　どさりと力が抜けたように、少年は地面に倒れこむ。

　その様子を見て、猿のように手を叩きながら、瘦せた男二人が高らかに笑う。

「おいクソガキ、いつまでそうしてんだ。早く行って金目の物盗んで来い！」

　地べたにへたり込む少年に、豚は睨にらみを利かせる。

　男の子は慌てて立ち上がる。殴られないよう、次の仕事に取り掛かろうと、走る。

　その姿を見て、ニヤニヤと気味の悪い笑みを浮かべる三人組。

　ティアの大切なペンダントを雑にぶらぶらと揺らしながら、ぎこちなく走る少年に向かって、豚は素っ頓狂な声を上げた。

「おーい、今度はこんなゴミじゃなくてもっとまともな物盗とって来いよ～」




「──その必要はない」




「……え？」

　路地の壁から突然現れた俺に、男の子はぶつかった。

　俯うつむきながら走っていたから、不意に現れた俺に気付かなかったのだろう。

　涙で真っ赤に染まった大きな瞳が、きょとんと俺を見上げる。そのまま、俄にわかに震え出す身体からだ。俺の横で、ティアは唇を嚙かむ。

「……あっ……あの……」

　俺たちがペンダントを盗んだ相手であることに気付いたのだろう。

　仕返しでもされると思い込んだのか、瞳を恐怖に染め上げて、がくがくと膝を鳴らす。

「おい、なんだてめえら！」

　豚の敵意に満ちた叫びが、路地に響き渡る。

　そのまま一歩二歩、俺の方へ近づいてくる。

　無視して微笑ほほえみながら、しゃがみ込み目線を合わせ、男の子の頭を撫なでた。

「大丈夫、俺たちはお前を責めに来たわけじゃない」

「……え？」

「おい、返事をしろ！」

　醜い顔を更に醜く歪ゆがめる豚の怒鳴り声が、路地に木霊する。

　俺は喚わめき散らす男たちを振り向きながら、ゆらりと立ち上がった。




「──おい、豚……その手に持っているペンダントは大切な物だ。だから、返せ」




　ティアの物だから、返せ。

　俺がそう吐き捨てると、憤りからか、豚はわなわなと唇を震わせ、金切り声を上げる。

「誰が豚だ！　小僧ッ！」

　豚と呼ばれたことが、よっぽど癇かんに障ったのだろう。

　拳を握りしめ、男は激しい怒りを額に刻み込む。

　そのままペンダントを握りしめ、俺の方へと地面を蹴り駆けようとした時、水を差すように、後ろから瘦せた男の調子はずれの声が響いた。

「……ま、待ってください兄貴！」

「なんだ！」

　怒りに顔を歪め、豚は背後を振り返る。

　瘦せた男は興奮した面持ちで、朗報でも告げるように早口で喋しやべる。

「あいつ、瞳が金色に光っています……吸血鬼ですよ！」

「なに？……ってことは」

「はい！　殺して例の女の言った所に持っていけば、俺たち億万長者です！」

「……なるほど」

「おまけに、今鑑定してみましたが、男の方はマナがゼロ……楽に殺せます。兄貴、これはとんだ掘り出し物に当たったかもしれません！」

「……しょうもない物しか盗んで来ないクソガキも、たまには役に立つってことか……まさか吸血鬼を連れてくるとはな……！」

　俺の方を振り返り、豚は薄気味悪く笑う。

　例の女？

　吸血鬼を殺して持っていけば億万長者？

　……一体、どういう意味だ。懸賞金でも懸けられているのか。

　吸血鬼の血から、不老不死の秘薬を作る研究をしている、黒い鷹たか。

　その親玉、ルード・ヴェルフェルム。ティアの家族を皆殺しにさせた、張本人。

　こいつらも、例の女も、その関係者か。

　……いや、考えても仕方がない、か。

　本人たちから聞くのが、一番手っ取り早い。

　ヴェルフェルムが吸血鬼を探しているのなら、いずれ俺たちともぶつかる可能性は高い。

　研究所では、結局詳しいことまではわからなかったが……吸血鬼に懸賞金を懸けているらしい例の女について聞いておいて、損はないだろう。

「……と、いうわけだ小僧……絶滅寸前の天然記念物だろうが俺たちには関係ねえ……だから死ね！」

　拳を振り上げ、巨体を揺らしながら、豚が走る。

　肉に埋もれた瞼を思い切り見開く、醜い男。瞳の奥には、ぎらぎらと野心が渦巻いている。恐怖からか、男の子は小さく声を上げ、俺の膝をぎゅっと握りしめた。

「──大丈夫だ」

「……え？」

　マナを纏まとい、豚の拳が怪しく輝き出す。見た所、単純な身体強化系の補助魔法。

　それも、表面に薄くマナを張っただけの、威力の弱い魔法だ。

「はっはっはっ、すぐ死んじまったらつまんねえからなあ！　せっかくの半人だ、散々痛めつけてから殺してやるよ！」

「やっちまえ兄貴！」

「吸血鬼退治だ！」

　ニヤつきを崩さぬまま、男はこちらに迫りくる。

　なるほど、長時間俺をいたぶろうと、あえて魔法の威力を弱くしたのか。

　つまり、死なないように、手加減しているわけだ。

　……俺も舐なめられたものだな。

　まあ仕方ないか。この姿を見てゼロの大賢者だと察することが出来るのは、《心眼》持ちのイリスくらいだろう。あまり文句は言えないな。

「そっちのお嬢ちゃんは、後でたっぷり遊んでやるからな！　ぐはははは！　おらあ、一番乗りだああああああああ！」

　こちらに向け、真まっ直すぐに飛んで来る豚の拳。

　スピード、重さ、威圧感。どれをとっても三流以下の、止まって見えるような突き。

　俺は奴の勝利を確信した瞳を真っ直ぐに見据えながら、手のひらで、豚の拳を捕まえる。

　バシンッと、拳を握りこむ音がした。

　確定したはずの勝利が手のひらからこぼれ、男は啞あ然ぜんとして、瞼を見開く。

　ティアのペンダントが、カランともう片方の手から落ちる。

「……なっ……」

「散々痛めつけてから、殺すんじゃなかったのか？」

「まぐれで良い気になるな半人がああああああああああああ！」

　凝うたぐりもせず拳を引き戻し、豚は再び打撃を放つ。

　ようやく本気を出す気になったのか、纏うマナは、先ほどよりも厚みを増していた。

　……だが、温ぬるい。温過ぎる。ギリギリまで引き付け、首を捻ひねり、躱かわす。

　勢い余って男は体勢を崩し、路地の壁まで突っ込む。

「あ、兄貴……！」

「畜生ッ！」

　異変に気付いたのか、加勢しようと豚の取り巻きの二人組が走ってくる。

　男の子は頭を伏せ、俺の膝をぎゅっと握りしめた。何人いても、同じことだ。

「魔法が使えない吸血鬼の分際でッ！」

「誰が使えないって？」

　マナを手のひらに集め、衝撃波を飛ばす。突然光り輝いた右腕に、取り巻きたちは驚きよう愕がくを浮かべ、そしてすぐさま、その餌食になった。

「ぐあッ！」

「ぐえッ！」

　路地の壁に叩たたきつけられ、二人は衝撃に嗚お咽えつを漏らす。

　半人の俺が魔法を使ったことが、未いまだに信じられないという様子で、地べたを這はいながら、涙目でこちらを見上げている。

「くそッ！」

　勝てないと悟ったのか、豚はティアの方へ走りだす。大方、人質にでも取ろうというのだろう。……全く、往生際が悪い。

　迫りくる豚にティアは身体からだを強こわ張ばらせ、そのままぎゅっと瞼まぶたを閉じ、唇を硬く結ぶ。

　いち早く相手の意図に気付いた俺は、奴の手がティアに届く前に、背を向けた襟を捕まえた。一瞬で首が絞まり、豚は潰れたカエルのような鳴き声を上げる。

「──手加減というのは、こうやってするんだ」

「あああああああああああああああああああああああ！」

　手のひらから雷撃を発生させる。すると、豚は白目を剝むきながら、断末魔のような叫び声を上げ、ドサリと力なく地面に倒れこんだ。

　さっきまで確信した勝利に輝いていた瞳は、恐怖と絶望で揺れている。

　男のそばに転がるティアのペンダントを拾い上げ、埃ほこりを払う。

　よかった、傷付いてはいないみたいだ。膝にぎゅっと摑まっていた男の子は、狐きつねにつままれたように目を丸くしながら、俺を見上げていた。

「おい、お前たち」

　遥はるかなる高みから睥へい睨げいするように、睨みを利かせ、三人に問いかける。

　男たちはビクリと身体を痙けい攣れんさせ、怯おびえた目つきで俺に視線を合わせた。

「──さっき言っていた例の女とは一体誰のことだ、詳しく聞かせてもらおうか」







　さっきこいつらが言っていた、例の女。吸血鬼に懸賞金を出しているらしい、謎の人物。

　俺の眼光が恐ろしかったのか、まるで死神に大鎌を振り上げられたかのように、男たちはぶるぶると身体を震わせる。それから、調子はずれの上ずった声で、豚が必死に喚く。

「し……知らねえ……知らねえ！　本当だっ……！」

　地べたに尻もちをついている豚は、俺の方を見ながら後ずさりをした。

　瞳は得体の知れない何かに対する恐怖と絶望に侵されていて、顎はがくがくと歯音を立てている。

　知らない？

「……おい、そんな言い分が通るとでも思っているのか」

「ひっ……！」

　豚の胸倉を摑つかみ上げる。

　肉のだぶつき、首との境界線が曖昧になっている顎が、恐怖からか大きく開かれる。

　捕食者に睨まれた草食動物のような瞳に視線を真っ直ぐ合わせ、もう一度問いかけた。

「例の女とは一体何者だ」

「ほ……本当に知らねえんだ！　一度会っただけなんだ……！」

「一度会った、だけ？」

「話す！　話す！　俺の知っていることなら全部話す……！　だから、手を放してくれ……ぐるじいっ……」

　みるみるうちに、男の顔色が青白くなっていく。

　舌打ちをしながら、俺が手を放すと、豚は地べたにどさりと倒れこんだ。

　そのままゴホゴホと咳せきをして、涙で赤く染まった目線を上に動かし、思い出すように語りを始める。

「……あれは、一月ほど前の話だ。……月が完全に雲に隠かくれちまった、不気味な夜……俺たちはこの路地裏で酒を吞のんでいたんだ。……ガキに盗ませた、良いワインだ。俺たちはそれを、三人で吞んでいた」

　ワインの味を振り返るように、豚は唇を舌で舐める。俺が視線を強めると、あわてて話を続けた。

「よ……酔いもある程度回ってきた時のことだ……！　もう真夜中で、いつもは物音一つ立たねえ時間。けれどその日は、どこか遠くからコツコツと足音が聞こえて来たんだ！」

　取り巻きの男たちを振り返る。

　俺の視線に気付いたのか、男たちは焦り気味に、大げさにうんうんと頭を上下させた。

　……噓うそを吐ついているような様子ではないな。

「続けろ」

「……男の足音じゃねえ、高いヒールを履いている、女の足音だ！　しかも、こっちに近付いてくる！　酔いが回っていた俺たちはテンションが上がっちまった。真夜中に、女が一人で歩いているんだ、やってくれと言っているようなもんだ！」

　興奮した様子で、男は声を荒らげる。

　睨にらみを利かせると、ひっ……と小さく悲鳴を上げ、守るように頭を抱えた。

「……いいから、早く言え」

「わ、わかった、わかった。話す、話す……」

　男は気持ちを落ち着けるように、ふーっと息を吐く。

　それから俺を見上げ、詳細を語り始めた。

「女を手て籠ごめにしてやろうと、三人で壁に張り付いて、待ち伏せしたんだ。……女が現れたら、がばっと壁から飛び出す算段だったんだ」

　けれど、と。男は表情を曇らせる。

「……目の前まで足音が近づいてきて、さあやるぞと、意気揚々と俺たちは壁から飛び出した……。だが、女を見た瞬間、俺たちはまるで魔法にかけられたみたいに、全身が固まっちまったんだ」

「どういうことだ」

「……美しすぎたんだ……この世のものとは思えないほどに、美しい女がそこにいた……銀髪の女神……神様の前に連れてこられたような気分だったよ……あまりの美しさに圧倒されて、その場から一歩も動けなくなったんだ……しかも、女はまるで俺たちが待ち伏せしていることを知っていたように、にっこりとこっちに笑いかけるんだ」

「それで、どうしたんだ」

「それから女はピンク色の唇で、微笑ほほえみを浮かべながらこう言った……。貴方あなたたち、吸血鬼の知り合いはいる？　って……勿もち論ろんそんな知り合いはいねえ、ふっと我に返って否定したさ。そしたら女はもし見つけたら、殺してここまで持って来てちょうだいと、一枚の紙を渡してきた……。いきなり物騒なことを言う女だと思ったが、俺はその紙を素直に受け取っちまったんだ……。あの目を見ていたら、断るなんて気が起きなかったんだ」

「……紙？」

　男はズボンのポケットから、くしゃくしゃになった藁わら半ばん紙しを取り出す。

　それを見て、俺は心臓がドクリと脈打った。

　そこに書かれていたのは、まぎれもなく黒い鷹たかの研究所があった、隠かくれの林の地図だった。

　隠れの林。

　吸血鬼を探している銀髪の女。

　昨日の夜の出来事がフラッシュバックする。

「……吸血鬼を殺して持ってくれば、一生遊んで暮らせるくらいの大金を保証するからと……女はそう言って、すーっとどこかに消えちまった……その発言は、絶対噓じゃねえ……あの目は、噓を吐いているような目じゃなかった……。そうして一月経たった今日、お前たちが現れたんだ！　俺が知っているのはそれで全部だ！　本当だ、噓じゃねえ！」

「……本当にそれで、知っていることは全部か」

「ああ、そうだ！　これで全部だ！　……あ、いや……」

　男は何かを思い出したように、口元に手を当てる。

「──そういや、私と会ったことは誰にも話すなって……最後に」

　その時だった。

　まるで風船のように、取り巻きの二人も含め、男たちの身体が内側から膨らんでいく。

「お……おい……なんだ、これ!?」

「……！」

　これはまさか、鎖ギアス。

　相手に鎖を植え付け、術を掛けた張本人が念じた瞬間発動する、遅効性の攻撃魔法。

　難易度はそれほど高くない魔法だが、相手と自分に圧倒的な実力差がある時にしか使用できないという性質から、実質的には高ランクの魔法使い専用の術で、通常は奴隷を縛る鎖として用いられる。

　どうやら女はこの三人に会った際、その鎖を植え付けたらしい。

　いや、しかし……どういうことだ。

　何故なぜこのタイミングで、術が発動した。

「ああああああああああああああああああっ！」

「ぐえええええええええええええええええっ！」

「ぬうううううううううううううううううっ！」

　三人の身体が、急速に膨らんでいく。

　そのまますぐに、まるで風船が破裂するかのように、三人は血ち飛沫しぶきをまき散らしながら、粉々の肉片と化した。

　路地裏の壁に、血飛沫が舞う。

　俺たちの方へ肉片が飛んで来ないよう、魔法で壁を作る。

　ベトリと、人間だったものは壁に張り付き、跡をつけながらぽとりと下へ落ちた。

「……きゃっ……」

　見るも無残な姿に、ティアは小さく悲鳴を上げる。

　俺はそんな少女を落ち着かせるように、悲惨な光景を見せないように、ティアの前に立つ。

「……あまり、見ない方がいい」

「は……はい……」

「……もう、行こうか」

　ギアスは、念じた瞬間に術が発動する。

　距離による制約はなく、本人が念じれば、たとえどれほど距離が離れていようと、その時点でギアスは対象者に攻撃を開始する。

　今回、計ったようなタイミングで、ギアスは男たちの体内で暴れ出した。

　それはまるで、銀髪の女に、俺たちが見張られているかの如ごとく。

　……単なる、偶然だろうか。

　吸血鬼を探している、謎の女。

　隠れの林の地図。

　結局詳しいことはわからなかったが、間違いなく女はあの研究所の関係者だ。

　また、一波乱ありそうだな。

　去り際、男の子はやけに怯おびえた瞳で、呆ぼう然ぜんと賊の死体を見つめていた。
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　血なまぐさい死体の転がる路地。そこを出て少し歩いたところで、俯きながら歩いていたティアはふっと顔を上げ、俺の袖を引っ張った。

　何か言いたげなティアの瞳が、じっと俺を見つめている。

「どうかしたのか、ティア」

「あの……あの子を、置いていくのですか……？」

　あの後、俺たちは少年に声をかけることなく、路地を後にした。

　その姿を見て、ティアは俺が男の子を置いていったと考えたのだろう。

　赤い双そう眸ぼうは、仄ほのかに表面を覆う涙で潤んでいる。優しいこの子らしい問いだった。

　そうか、ティアは気付いていないのか。俺は少女の頭を軽く撫なで、目線で背後を指す。

「後ろ、見てみな」

「……後ろ？」

　ティアが背後を振り返った瞬間。人通りのない都市の外れに、子供の叫び声が響く。

「あ、あの……お姉ちゃん……ペンダントを盗んで、ごめんなさい！」

　少年は膝に手を突きながら、大声で謝罪する。

　さっきからこっそりと、俺たちの後を付けてきていたのだ。

　ティアは少し驚いたように俺の方を見上げる。首元には、鮮やかな灰色のペンダントが揺れていた。

「ごめんなさいだとさ、ティア」

「後ろにいるの、気付いて……おられたのですか」

「ああ、勿もち論ろん」

　去り際、俺は男の子に声をかけようと思ったが、自分なりに考えて、やめておいた。

　この世界は、恵まれない人々で溢あふれている。だが、その全てに手を差し伸べるのは、不可能だ。個人が出来ることには、必ず限界がある。

　だから俺は……助けを求めてきた人間だけを助けると、昔そう心に決めた。

　ティアはふっと呆あきれたように笑う。

「……やっぱり、お兄様は凄すごいです」

　そうポツリと呟つぶやいた後、ティアは手のひらを筒みたいにして、大声で返事をした。

「いいえー！　全然気にしてないですよ！」

　屈託のないティアの笑顔を見るや否や、今にも雨が降り出しそうな曇り空だった少年の表情は、少しだけ明るくなった。

　けれど、まだ何か言いたげに唇を嚙かみ、今度は俺に向かって声を発した。

「さ……さっきはあいつらをやっつけてくれてスッキリした……ありがとう……！」

「……別に、あいつらが殴りかかってきたから応戦しただけだ。お前が礼を言う必要はない……それに、最終的には自爆したしな」

「でも……凄くかっこよかった。あいつらにまた物盗んで来いって言われて……その後、その必要はないってお兄ちゃんが言って、あいつらをボコボコにやっつけて……凄く、かっこよかった」

「それは、どうもありがとう」

　微笑ほほえみを返すと、少年も少しだけ笑顔を見せた。けれど、また何か言いたげに、男の子は表情を曇らせる。

　言いたいけど、もし断られたらどうしよう。

　そんな、想おもい人に告白する直前の少女みたいな気持ちを表情に浮かべながら、少年はこちらをチラチラと見つめていた。

　この子が何を言いたいのか、手に取るようにわかった。わかってしまった。

　俺はやれやれと、拳を握りしめたまま硬直してしまった少年へと近づく。

　しゃがみ込み目線を合わせ、ざっくりと切られた金色のショートカットをさわさわと撫でると、少年は驚いたように視線を上げた。

「……言わないと、わからないぞ」

　少年は強く瞬まばたきをする。再び俺から視線を外し、俯うつむく。

「……あの……その……」

「ん？」

「……頼れる人とか……いなくて……」

「そうだろうな」

「……お父さんとかお母さんも……いなくて……」

「うん」

「……」

　そこまで言って、少年はまた、黙ってしまう。

「どうした、何か言いたいことがあるんじゃないのか？」

「……」

「言わないと、わからない。俺は聖女様じゃないからな、言葉にしないと伝わらない」




　──俺は聖女様じゃないからな……言葉にしないと伝わらないぞ。




　無意識に出たその言葉に、俺は苦笑いする。

　昔、アイウォルンの屋敷を出た後、行く当てもなく町を彷徨さまよっていた俺に手を差し伸べてくれた傭よう兵へい団のリーダー。……父親代わりに俺を育ててくれた、ライル・アドリアノ。

　さっきのセリフは初めて会った時、彼に言われたものだ。

　ああ、知らず知らずのうちに、影響を受けていたんだなあ。

　あの人も、もうすぐ還暦を迎える歳としのはず。随分長い間会っていないが、元気だろうか。

　俺が死んだと聞いて、あの人はどう思っているのかな。……頑固親おや父じだったが……少しは悲しんでくれているだろうか。まあ、あまり期待しないでおこう。

「とりあえず、言ってみろ。どんな結果になったとしても、言わないよりは……何も変わらないよりは、マシだ」

　微笑みを返すと、少年は決心したように顔を上げ、ぐっと俺の方を見つめた。

　期待と不安と、決意。様々な感情が揺れ動く青い瞳が、真まっ直すぐに俺を見据える。

「あの……仲間に入れてください！」

　やっぱり、言いたかったことはそれか。

　言い切って、すっきりとした表情を浮かべていたのも束つかの間ま。少年の顔に、曇り空が侵入してくる。

　断られるんじゃないか。そんな不安げな眼まな差ざしで、こちらを見る。

　真っ直ぐに見つめ返し、俺は優しい笑みを作る。

「……仲間には、入れられないな」

「え……」

　絶望したように、男の子は押し黙る。俺は目にかかる髪を、優しくかき上げた。

「だが、とりあえず次の目的地までなら……付いてきてもいいぞ」

「次の……目的地……？」

「ああ、知り合いが孤児院をやっているんだ。……俺が頼めば、お前も受け入れてくれるだろう。俺たちとずっと一緒……というわけにはいかないが、それでもいいと言うなら、付いてこい」

　ずっと一緒にいるわけにはいかないと言った瞬間、少年の表情が露骨に曇った。しばしの沈黙。思案げに俯いた後、どことなく不安げな面持ちで、首をもたげた。

「……その孤児院の人は……いい人？」

「ああ、いい人だ。女の子と子供には、とびきり優しい」

　少年の顔が、パーッと明るくなる。

「付いていく！　女の子と子供に優しいなら……アリスにも絶対優しい！」

　少年（？）は、声を張り上げる。

　……ん？

　アリス……？

　今、この子は自分のことをアリス、と呼んだのか。すると、もしかして。

「……お前、もしかして女の子か」

　アリスはきょとんとした顔をする。

「うん、そうだよ……？」

　虚を衝つかれた俺は、まじまじと少女の顔を見つめる。

　汚れた薄金色の髪に煤すすけた頰ほおをしているが、確かによくよく近くで観察してみると、中性的な整った容姿をしており、紛まごうことなき女の子だ。目に軽く覆いかぶさる短い髪に、奥に確かな光を映す青い瞳は、数年後少女が美しい女性に変わることを強く暗示している。

　長期間ろくに風呂にも入っていないのだろう。

　衣服は汚れていて、髪の毛も黒ずんでいる。そのせいで、男の子だと思い込んでいた。

　俺は今まで勘違いをしていたのか。

　苦笑いをしていると後ろからティアが、

「……え……もしかしてこの子……女の子なのですか？」

「……どうやら、そうらしい」

　ティアも勘違いをしていたようだ。

　振り向いて何も言わずに苦笑していると、ティアは物凄く複雑そうな顔をした。

　それからアリスの方にゆっくりと近付き、少しだけ腰を屈かがめ、赤い瞳でまじまじと少女を見つめる。

　それから聞こえるような、聞こえないような声で、独り言を言う。

「……本当です。……しかもよく見ると、かなり可愛かわいいです。……どうしましょう……あ、いや……流石さすがにこの年齢は恋愛対象外ですよね。……そうですよね……。落ち着きなさい、ティア……子供に嫉妬はみっともないです」

　胸の前に手を当てて、自分を落ち着かせるように、ティアはよくわからない独り言を繰り返す。

　そうこうしていると、アリスは俺たちに向けてぽっかりと口を開けた。

「ちょっと待って、もしかしてお兄ちゃんとお姉ちゃん……アリスのこと男の子だと思ってたの!?」

　俺とティアは顔を見合わせ、それから二人して苦笑する。

「すみません……」

「ごめんごめん」

　むすっと口をへの字にした女の子の髪を撫なでながら、俺はごめんと繰り返す。

　ティアも少し申し訳なげに、手のひらを前で組んで視線を逸そらしている。

　勘違いを謝罪する俺たちと、不服そうな少女。辺りには、和やかな雰囲気が流れていた。

　だが──。

「……いや、アリスが言えることじゃないか」

　一人でそう呟いて、アリスは陰のある表情で笑う。

　……どうか、したのだろうか。

　俺は、その姿に少しの違和感を覚えた。そう、それはまるで、何か俺たちに隠し事をしているかのよう。

「どうした、アリス。それはどういう意味だ？」

「あ、いや……なんでもないよ！　せっかく助けてもらったのに、アリスが不満なんて言えないなーってだけ！」

　少し慌てた様子で、アリスは返答の言葉を並べる。

　理屈は通っており、特にこれと言って不自然な点はないように思えた。

　……まあいいか。無理に問い詰めても、仕方がない。

　アリスはそれから、コホンと畏かしこまったように咳せきをする。

「……本当にありがとうございます……お兄ちゃん、お姉ちゃん。ふ、不ふ束つつか者ものですが、しばらくの間よろしくお願いします」

　礼儀正しく、女の子は俺とティアに頭を下げる。その姿を見たティアは、愛いとしい妹を見るような目で微笑みを返す。

「いいえ、私の方こそよろしくお願いしますね」

「うん！」

「俺の方も、よろしくな」

「うん！　お兄ちゃんもよろしく！」

　屈託のない笑顔を浮かべ、アリスは俺の胸に飛び込んでくる。

　さっきまで柔らかな微笑みを浮かべていたはずのティアは、ぎょっと赤い瞳を丸くする。

「そういやアリス……お前……俺たちは吸血鬼だが、怖くないのか？」

　アリスはキョトンとした表情を浮かべた。

「んん？　どうして怖いの？　だって、お兄ちゃんたちはすっごく良い人じゃん。……人間にだって、あいつらみたいに悪い人はいるし、結局は本人次第、だよ！」

　アリスは屈託なく笑う。まだ幼いが……この子はとても頭が良いのかもしれない。

　俺はそんな少女の髪をぐりぐりと撫でる。

「……お前の言う通り、だな」

「うん！」

　俺の横で、ティアはどことなく複雑そうな顔をしていた。

「……駄目です……子供に嫉妬はみっともないです……」
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「……本当に、お兄様は優しいですね……ますます好きになりそうです」

　服屋を出てすぐ、ティアはぼそりとそう呟つぶやいた。

　あの後俺たちは、宿の風呂場を借り、アリスの身体からだを綺き麗れいにしてやった。その後服屋に寄って、新しい洋服も選んでやった。

　今は、その帰りというわけだ。

「別に、優しくなんかない。当たり前のことをしただけだ。それに、お前も手伝ってくれただろ？　ありがとう、ティア」

　風呂に入れてやるのも、服を選ぶのも、どちらもティアがやってくれた。

　アリスが可愛らしくなるたびに『……これは……まずいかもしれません』と呟いていたのが少し気がかりだったが、歳もそう離れていないからか、二人はすぐに打ち解けてしまったらしく、今は仲良く俺の横を引っ付きながら歩いている。

「……それにしても、何かまずいことがあるのか？」

「き、聞いておられたのですか!?」

　顔を真っ赤にして狼狽うろたえるティア。

　アリスはそれを、不思議そうな顔で見上げた。

　フリルの付いた女の子らしい洋服に身を包んだアリスは、見違えるような美少女へと変貌した。もう誰も、今のアリスを男の子だと勘違いすることはないだろう。

「本当に、お姉ちゃんもお兄ちゃんもありがとう……本当に、ありがとう」

　新しい洋服に身を包み、少しだけ照れくさそうに笑うアリス。

　俺もティアも、柔らかな微笑ほほえみだけを返す。

　その雰囲気が気恥ずかしかったのか、金髪の少女は違う話題を探すように、視線を横に泳がせる。

「お姉ちゃんはティアって名前なんだね、えっと……涙、って意味かな」

「そうですね。あんまり覚えていないんですけど、どうやら私は昔泣き虫だったみたいで。それで両親はティアと名付けたみたいです」

　ティアは人間だった頃の記憶はないと言っていた。両親というのは、吸血鬼としての親のことだろう。

「へー、お姉ちゃん泣き虫なんだ」

「い、今は違いますよ……！」

「ゼロお兄ちゃん、そうなの？」

「さあ、どうだか」

「お兄様……！」

　恨みがましい顔で、ティアはこちらを見上げる。

　俺はそんな少女が可愛らしくて、艶の良い白銀の髪を優しく撫でた。

　なんとなく上う手まく誤ご魔ま化かされたような顔をしながらも、ティアは心地よかったのか、すぐに表情を崩す。
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　都市の中心地へと歩きながら、俺たちは仲良くお喋しやべりに興じていた。

　忙せわしない都市の雑音の中に、俺たちの笑い声が溶けていく。

　路地を歩いていた頃は無人に近かった都市の景色も、中心地に近づくにつれどんどんと人の足が増えていき、交通都市の名に恥じぬ様相を呈していた。

　舗装されていない幅広の道を、行き交う人々。

　忙しく動く人々の熱気は、天高く上った太陽と相まって、都市の気温を押し上げる。

　額にじんわりと汗が染みだし、俺は袖でその汗をぬぐった。

「……馬車に乗る前に、何か食べていこうか」

　雑踏を歩きながら、俺は二人にそう提案した。

　もともと何か食べてから行こうという話になっていたし、おそらくまともな食事を取っていないであろうアリスに、何か食べさせてやりたかったからだ。

　アリスはキラリと瞳を光らせて、首をもたげる。

「本当!?」

「ああ、もともとそのつもりだったんだ。一応焼き鳥を食べようという話になっていたんだが……アリスは鶏とり肉にく、大丈夫か？」

「うん、大丈夫！　やった、お兄ちゃん大好き!!」

　アリスは俺の膝に、ぎゅっと抱き着いてくる。

　その様子を見ていたティアは、引ひき攣つった微笑みを浮かべた。

　それから、何か思いついたようにふっと顔を上げ、少し顔を赤らめながら俺の手のひらを握る。

「どうしたんだ、ティア。急に手なんか握って？」

「……そういえば、ローラルって人が多いですよね」

「そうだな」

「……気を付けないと、はぐれちゃいそうですよね」

「かもしれないな」

「……こうやって手を握っておけば、はぐれる心配はありませんよね……！」

　仄ほのかに頰ほおを赤らめ、したり顔のティア。

　人が多いとは言っても、ここはまだ中心部の手前辺りで、はぐれる心配はないように思えるが……。

　それに、さっきも同じような言い分を聞いたような気がする。

「えへへ、手のひらあったかいです」

「ずるい！　アリスも手握るー！」

　宝物でも握っているように幸せそうな顔をしていたティアだったが、アリスが俺の手を握った瞬間、不意に怖い顔になったのは俺の気のせいだろうか。

　はぐれる心配、か。……まあいいか。

　この子がそう言うなら、そういうことにしておこう。

　ティアには右手を、アリスには左手を握りしめられている俺は苦笑いしながら、ヤジロベーのようにふらふらと左右に揺れ、ローラルの道をゆっくりと歩いていた。

「さあて、屋台へ行こうか」

　中心地の飲食街まで辿たどり着ついた俺たちは、人波を上手に避けながら、屋台の前まで進む。

　人の良さそうなお婆さんが、網の上で串に刺した鶏肉を焼き、刷は毛けでたれを塗り込んでいた。

　ふわっと香る甘い匂いに、空腹が刺激される。

「注文を、いいだろうか」

「はい、毎度どうも──」

　お婆さんはふっと顔を上げ、俺とアリスの顔を見比べ、驚いたように目を丸くした。

　それから何か合点がいったように優しい顔になって、俺たちのほうに笑いかける。

「おや、これは珍しいお客さんだね……兄きよう妹だい三人でここまで来たのかい？」

「まあ、そんなところです、ね」

「面倒見の良いお兄さんだこと、お婆さん感心しちゃったよ」

「ありがとうございます。一人二本ずつ、六本もらえないか？」

「あいよ。あ、そうだ……ちょっと待ってな」

「？」

　ポケットの中から花があしらわれたヘアピンを取り出して、お婆さんはアリスの前にそっと差し出す。

「お嬢ちゃん、髪の毛が目にかかって邪魔だろ？　このヘアピンを使いな」

「え……アリスにくれるの？」

「ああ、せっかくの可愛かわいらしい顔が髪に隠かくれてちゃ勿もつ体たいないからね。どうせお婆さんはもう使わないから、あなたが使いな」

「わあ、ありがとう！」

「いいえ、どういたしまして」

　……よかったね、親切な人に拾ってもらって。

　きっと、喜んでいるアリスには聞こえていないだろう。

　けれどお婆さんは、アリスの髪を撫なでながら、確かにそう呟いていた。







「……はむっ」

　屋台の横にずれて、三人で焼き鳥を頰張る。

　一口嚙かぶり付ついたアリスは、ぱーっと表情を明るくした。

「これ、すっごく美お味いしい！」

「それはよかったです。私も、選んだかいがありました」

　ニコニコと笑いながら焼き鳥を頰張るアリスに、ティアも満足そうに笑いかける。

「お兄ちゃんも、アリスに買ってくれてありがとう！」

「どういたしまして、喜んでもらえたなら、それが何よりだ。美味しいか？」

「うん、美味しい！」

　はち切れんばかりの笑顔で笑いかけるアリス。

　金の髪はもらったヘアピンでサイドに留められていて、少女の可愛らしいおでこが見えている。

　ニコニコと顔をほころばせ、アリスは串にかじりつく。

「……あ」

　けれど不意に、唐突に。まるで時間が止まったように、アリスは食べるのを止やめる。

　そのまま俯き、地面を見つめる。だんだんと、肩は小刻みに震えていく。

「……アリス？」

　ぽたぽたと、地面に雨が降る。

　唇を嚙かみしめるアリスの瞳から、何かがあふれ出していく。

　……涙、だ。

「どうしたんですか、アリスさん……急に食べたからお腹なか痛くなりましたか？」

　急に泣き出したアリスに、心配そうなティア。

　ぶんぶんと、くしゃくしゃの顔でアリスは首を振る。

「……ごめんなさい……なんか……急に涙が……。悲しいわけでも辛つらいわけでもないのに、……とっても……幸せなのに……すっごく……美味しいのに……」

　声を上ずらせながら、アリスは泣きじゃくり始める。

　ティアはおろおろと、どうしていいかわからないという表情を浮かべている。

　とりあえず、あやさなくてはと思ったのだろう。

　泣いているアリスをぎゅっと抱きながら、優しい柔らかな声を出す。

「大丈夫ですよー……もう怖い人なんていませんから……」

「うん……いない……お兄ちゃんもお姉ちゃんも……好き……」

「私もアリスちゃんが好きですよー……」

「……さっきお姉ちゃんのこと……泣き虫って言ったのに……ごめんなさい……」

「泣きたい時は好きなだけ泣いてください……謝る必要なんてありません」

　謝る必要がない。ティアがそう言った時、アリスの表情が曇ったような気がした。

　それから、少女は再び大粒の涙を流す。

　微かすかな違和感。

　だがその表情の真意がわかったのは、随分後になってからだった。

「……うう……」

「ああ、せっかく泣き止みかけていたのに……！　私、変なこと言いましたか……？」

　仲睦むつまじい姉と妹に、俺は苦笑いを浮かべる。

　……俺が出る幕じゃなさそうだな。

　泣きじゃくる妹に、それを何とかあやそうと試行錯誤を凝らす優しい姉の姿。

　そういえば、昔はよくミライをこうやって慰めたな……。

　苦笑いを浮かべながら、どこか懐かしむような気持ちで俺はその光景を眺めていた。

　道行く人々は、ちらちらとそんな二人を盗み見る。

「ああ……私では手に負えません……お兄様……！」

「はいはい」







　あの後、泣きじゃくるアリスを何とか宥なだめた俺たちは、移動用の馬車乗り場まで来ていた。

　体内にマナを宿す人間は、マナを足腰に集中させ加速することにより、高速移動が可能だが、まだまだ馬車の需要は衰えを知らない。

　マナの総量は個々人で異なるものの基本的に有限であり、長時間の運用ができないからだ。

　平均的なエメリア人ならば、加速可能時間はせいぜい五秒がいいところだろう。

　長い距離を移動しようと思えば、馬車を利用するより他はない。

　俺のマナは無限であり、この問題は解決されているのだが、今はティアとアリスがいる。二人を連れて山道を加速するのは危険だ。

　それに、ここから一度山を越えなくてはならない。加速魔法の欠点は、小回りが利きづらいところだ。

　見通しの良い平原ならいざ知らず、俺たちが向かうのは山道だ。アリスとティアを連れている今であれば、障害物に出会う度、減速を余儀なくされる。……結果的に、馬車で移動するのとさほど変わらないだろう。

「うわー、馬がたくさんいますね……」

　都市の両端にある馬車乗り場に辿たどり着つくと、ティアは物珍しそうにほーっと息を吐つく。

　乗り場にはきりりと前を見据え、円つぶらな瞳を光らせた毛並みの良さそうな背の高い馬が、馬車を引きながら、柵の内側でずらりと横に並んでいる。

「ひゃあっ！　やめてください……！」

「お馬さん、お姉ちゃんに興味津々だね」

「んん……くすぐったいです」

　前を通り過ぎるたびに首筋に顔を近づけ、匂いを嗅ごうとする馬たちに、ティアは小さく悲鳴を上げる。それから馬との間に壁を作るように、俺の背後に回り込む。

「……何してるんだ、ティア」

「うう、すみません……なぜか馬たちは私の匂いを嗅ごうとしてくるんです……それが、くすぐったくて……どうして、アリスちゃんやお兄様ではなく、私ばっかり……」

「……甘い匂いがするからじゃないか」

「甘い匂い……？」

「ああ、ティアはちょっと甘い匂いがするからな、馬から美味しそうに思われてるんじゃないか？」

「甘い匂い……それはお兄様が……お好きな匂いですか……？」

「……ああ、そうだな。いい匂いだと思うよ」

　ティアは急に顔をニヨニヨとさせる。

「……好きな匂い……好きな匂い……」

　うわ言のようにそう繰り返して、仄かに顔を赤くし、ティアは表情をにやけさせていた。

「三人なんだが、乗せてくれるか？」

　俺は馬車に寝転がりながら暇そうにしていた御者に話しかける。

　乗車場の中で、この御者が使う馬が最も足腰がしっかりしていて、早くイリスの元へ辿り着けそうだったからだ。

　白髪の混じった中年の御者はむくりと起き上がり、怪け訝げんそうな顔でこちらを見下ろした。

「あいよ……って、ガキ三人組か……」

　俺たちの顔を見た瞬間、御者は露骨に態度を悪化させる。

　はーっと魂が抜けそうなほど大きなため息を吐き、再び馬車に寝転がった。

「冷やかしは、ごめんだぞ」

「冷やかしじゃない、ちゃんと金は持っている」

　俺は服の内側から金貨を取り出す。

　御者はこちらに一いち瞥べつもくれず、寝ころんだまま気け怠だるそうに声を発した。

「噓うそつけ、どうせ途中で金を払わずに逃げるつもりだろ。よくいるんだよ、お前らみたいな無銭乗車のガキどもが……あいつら逃げ足だけは速いからな……というわけだ、悪いが他を当たりな」

「……お兄様はそんなことする人じゃ……！」

「そうだよ、お兄ちゃんは……！」

　取り付く島もない御者に、ティアとアリスは唇を尖とがらせる。

「はいはい、みんなそう言うんだよ。なーにがお兄様だ、ただのクソガキじゃねえか。悪いが他を当たってくれ。俺は金を持ってない奴は嫌いなんだ」

「……ゼロ様の悪口は……！」

「アリスは別にいいけど、お兄ちゃんの悪口は……！」

「ティア、アリス」

　ぷーっと頰ほおを膨らませ、御者に反論する少女たちを制止する。

「……ここは引こう。騒ぎを起こすのは得策じゃない。お前たちの気持ちだけで十分だ」

「うう……でも……」

「アリスは何か悔しい……」

「ありがとう。でもまあ、他に馬車はまだある。そっちに行こう」

「うう……」

　ティアとアリスを宥め踵きびすを返そうとした時、背後から間の抜けた叫び声が吹き抜ける。

　振り返ると、御者は起き上がり、俺たちの方を見ながら目を丸くしていた。

「お、おい！　その手に持っているのはいったいなんだ！」

　視線は、俺が右手に持っている金貨の束に集中している。

　しわの刻まれた口元をぽっかりと開ける御者。

「……金貨だが」

「な、なんだよ、金持ってるんじゃねえか！　早く言ってくれよ！」

　御者はひょいと馬車から降りて、こちらまで駆け足で走ってくる。

　あからさまな作り笑いをして、お兄さんお兄さんともみ手を始める。

　豹ひよう変へんしたその姿を、ジト目でじーっと見上げる少女たち。

「ガキ……じゃなかった、お客さん、是非うちの馬車に乗っていけ……じゃなかった、乗って行ってください！」

「……アリスたちは金を払わずに逃げるんじゃなかったの？」

「いや、本当に滅相もございません、先ほどの非礼はお詫わびします！　クソガキなどという私の失言、心よりお詫びします！」

　張り付いたような作り笑い。

　深いしわが刻まれ、日に焼けた厳いかつい顔には似合わなすぎるその笑顔。

　それはまさに悪徳商人のそれ。

　……貴族に接待される際によくされた、心にもないような笑顔。

　アリスとティアは汚れきった大人を訝いぶかしげに見上げた。

「私の馬はこの乗り場の中じゃ一番良い馬です。毛並みもいいし足腰の筋肉もしっかりしている、目的地まで最速で到着しますよ！」

　確かに男の馬は毛並みが良く、乗り場の中では群を抜いて足腰がしっかりしている。

　最速というのも、あながち噓ではないだろう。

　不信感を露あらわにした表情で、じーっと男を見つめる二人。

「……だ、そうだ。ティア、アリス……どうする？」

「……私は別に、お兄様がよければ……目的地には早く着いた方がいいでしょうし……」

「アリスも……」

　二人はなんとなく納得していなそうな雰囲気だったが、渋々といった感じで首を縦に振った。

「じゃあ、乗ることにするよ」

「ありがとうございます！　さぁさぁこちらへ！」

　こうして、俺たちは馬車に乗り込んだ。

　三人横並びになって座席に腰掛ける。

　密着する俺たち三人。ティアは仄ほのかに顔を赤らめながら、俺の方に身体からだを倒してきた。







「……え、この山に入るの……？」

　御者に行き先を告げ、ローラルを出発してからしばらく。山の麓に差し掛かったところで、アリスは不安げに顔を顰しかめた。

「そうだが、何かあるのか？」

　御者がさっき教えてくれたところによると、この山はガロウ山というらしい。

　頂上へ向かうにつれて岩肌が露出し、ごとごととかなり揺れるらしいが、生息している動物たちは比較的温和で、襲われる危険も少ないという。

　この山を越えると平原に出て、そこから見えるラザロ山の山頂付近にイリスは住んでいる。

　イリスの元へ向かうのに必ずこの山を越える必要はないが、ここを通るのが最も早く辿り着くルートだ。

　俺がアリスを覗のぞきこむと、幼げな少女は小さく唇を動かす。

「……いや、大丈夫……変なこと言ってごめんなさい」

「そうか？　だったらいいんだが」

「うん！」

　隣に座っている少女は、わざとらしくにかっと笑う。

　葉っぱの間から差し込むちらちらとした太陽の光に照らされる、少女の笑顔。

　けれどその笑顔は、悲しい過去に無理やり蓋をするような、本心を隠す作り笑いのように見えた。

　……昔アリスはこの山で、何かあったのだろうか。俺もティアも、アリスの過去を知らない。

　俺たちと出会う前、賊の元で一人苦痛に耐えていた少女。

　金色の髪に、青い瞳。必ずというわけではないが、エメリアにおいて貴族など高貴な家柄の人間は、金髪碧へき眼がんである場合が多い。

　いったいアリスは、どういう経緯でローラルまで辿り着いたのだろう。

　なあ、アリス……お前は何がどうなって、ローラルでスリなんてやっていたんだ。

　さっき親御さんはいないと言っていたが、何かあったのか。

　そう尋ねようとした時。そんな俺の雰囲気がアリスに伝わったのか、少女は言いにくそうに唇を嚙かんだ。

「……あ、あの……お兄ちゃん……」

　不安げに揺れる、少女の瞳。俺の顔色を窺うかがうように、アリスはこちらを覗く。

「いや、なんでもない」

　笑いかけながら、金色の髪をさわさわと撫なでてやる。

　アリスはハッと目を丸くした。瞳に入り込んだ不安の色が、安心したように薄れていく。

　訊ききたいことは、沢山あった。

　だが、俺は疑問を心の奥に仕舞い返した。

　人には言いたくないことの一つや二つあるものだ。

　だったら、アリスから語ってくれるのを待とう。

　こちらを見上げたままじっと押し黙るアリスをよそに、青い青い空を見上げ、俺は目を細める。

　そうしていると、ティアがこちらを見上げながらふふっと笑った。

「お兄様は……優しいですね」

「俺は何も言っていないぞ、ティア」

「……ふふーん。そういうことにしておきます」

　身体をこちらにもたせかけ、ティアは楽しげに鼻歌を歌う。

　少女の柔らかい身体は少しだけ熱っぽく、山のひんやりした空気に冷えていた体温が少しだけ上昇する。

　それから、なぜかアンニュイな表情を覗かせ、独り言のようにぼそりと呟つぶやく。

「……でも、本当は私に一番優しくしてほし……」

「何か言ったか？」

「ああ！　また心の声が！　い、いえ、聞かなかったことにしてください！」

「そうか？　ならいいんだが」

「お客さんたち、この先は揺れますんで、少しだけ注意してください」

　前の方から、馬のたづなを引く男の忠告が響く。

　そのすぐ後、ガクンと前後に馬車が大きく揺れる。

　ティアとアリスはびっくりしたのか、きゃっと小さく叫び、真ん中に座っている俺に抱き着いてきた。

　俺の腹にぎゅっと両手を絡ませ、身体を寄せてくる少女たち。

「わりと揺れているが、大丈夫なのか？」

「へい、問題ありません。単に馬が歩き辛づらいだけなので、ここを通る時はいつもこんな感じです」

「そう、か」

　顔を俺の腹に埋うずめながら、頭を押し付けてくるティアとアリス。

　アリスはまだ小さいからそういう行動を取るのもわからなくはないが、ティアも揺れが怖いのだろうか。

　確かにそこそこ揺れてはいるが、ここまで反応するほどだろうか。

　……怖がりな女の子だな。

　そう思い、もぞもぞと腹に突っ込まれた少女の銀髪を上から眺めていると、こっそりと盗み見るように顔を上げるティアと目が合った。

　一瞬ちらりと見えたティアの顔は、明らかに揺れを怖がっているようなものではなく、どちらかといえば、小さな夢が叶かなったような嬉しげな表情をしていた。

「はっ！」

　隠し事が見つかったような顔で、少女は再び顔を埋める。

「楽しそうだが……どうかしたのか？」

「……揺れ、収まりませんねー……」

　俺の脇腹に顔を埋めたまま、誤ご魔ま化かすように少女は呟く。

「揺れは収まらないが……なあ、ティアお前本当に揺れ、怖いのか？」

「がたがた言ってますねー……」

「おいティア……」

　あえて俺の問いを無視するようなティア。

　なんとなく不審に思ったが、本人が言いたくなさそうなので、俺はそれ以上追及しないことにした。

「……お兄様の体温……匂い……好きです……」

「お客さん、いいものが見えますよ」

　ティアのこもった声が微かすかに聞こえた時、御者はこちらを振り返る。

「いいもの？」

「へい、右手をご覧ください」

「……あれは……城……か」

　御者が指し示す方向に見えたのは、森の中に聳そびえる大きなお城だった。

　木々に覆われていて全貌を把握することはできないが、天を突くようにとんがり屋根の先が顔を出しており、立派な建物であることがわかる。

「あれはカークライド家という、この辺じゃちょっとばかし有名だった貴族の屋敷なんですよ」

　カークライド家……そう言えば聞いたことがある。

　確か、ルイス・カークライドという男が数十年前賢者の補佐官だったはず。

　補佐官というのは賢者に次ぐポジションで、魔法の実力は勿もち論ろんのこと、人格的にも優れた人間でないと任命されない。

　今生きていれば八十歳くらい、か。

　俺が王宮に入った頃には既に退任した後だったが、名前だけは聞いたことがある。

　なんでも、度が過ぎるほど真面目な男で、魔法の才能は大したことがなかったが、国を良くしようとする確かな志を持った人物であり、その熱意を買われ補佐官にまで出世した、と。

「なんでも屋敷の主人は昔王宮に仕えていた貴族で、賢者の補佐役をしていたらしいんですがね、まあ四十年以上前の話ですが、それで三十年ほど前に隠居して、息子夫婦と一緒にここで暮らしていた、とか」

「暮らしていた？」

「ああ、なんでも主人とその奥さんが二年ほど前から怪しげな魔術にはまったらしくてね……。確か、孫が病気だったとかで……詳しい話はわかりませんが……それで、まあ、いろいろあったらしいですよ……。最終的には一家は離散、あの大きな屋敷はもぬけの殻ってね……まぁ、栄枯盛衰ってやつですわ、ざまあないですね」

　悲惨な話の内容とは裏腹に、御者が嬉うれしげにそう語った時だった。

　──ガタン！

　突然、馬たちが怯おびえたようにいななき、馬車は急停止する。

　ガクンと大きく揺れる馬車に、こちらを振り返り顔をにやけさせていた御者の表情が歪ゆがむ。

「……なんだいったい……って……え？」

　前に向き直った御者は、間抜けな声を上げる。

　それはそうだろう。

　男の目の前にあったのは、森の木々たちの間から、俺たちの前に突然飛び出してきたのは、

「……おう……おう……おう……」

　呻うめくような声を発しながら、こちらに敵意を露あらわにするそれは、身体からだの表面がドロドロに溶けた、辛うじて熊のような形をした──生物とはとても言えないような、黒い何かだったのだから。

「……え、な……おい！」

「お、お兄様……！」

「お兄ちゃん！」

　黒い何かは身体を左右に揺らしながら、こちらに向かい進んでくる。

　さっきまで俺の腹に顔を埋めていたティアとアリスは、瞳に怯おびえを露わにしながら、俺の名前を呼ぶ。

　なんだこの生き物は……こんな生物、見たことがない。

「……ちょ……おま……こっちに来るな！　お、おい……！」

　黒い何かは御者を摑つかみ、持ち上げる。

　突然の出来事に恐怖で全身を震わせる男は、何とか謎の生物から逃れようと、でたらめに魔法を放つ。

「……うおおおおおおおおおおおおお放せえええええええ！」

「……おう……おう……おう……」

　しかし、その魔法はまるで効いていないようで、うめき声を上げながらも、黒い何かは全く動じている様子がなかった。

　……仕方がない、な。

「おい、あまりデタラメに打つとティアとアリスに当たる。……死にたくなかったら打つのをやめろ……俺が、斬る」

「……え？　あんた……って」

　一瞬表情に希望を覗のぞかせた男の顔が、みるみる絶望に歪む。

「お前半人……じゃないか！　そんな奴がどうやって俺を助けるって言うんだ！　くそっ……まさかグルか！　この変な黒いのと……！」

　醜い豚のように喚わめき散らす男は憶測を語り、怒りに身体を震わせている。

　こんな状況で鑑定、か。他にすることがあるだろうに。

　まぁ、侮られるのは慣れっこだ。今更腹も立たない……が──。

　不気味に大口を開ける黒い物体は、牙のような何かを覗かせながら、男の頭部に嚙かぶり付つこうとする。

　──目の前で死なれるのは、後味が悪い。

「う……おおおおおおおおおおおお……ファイア！　ファイア!!」

　力任せに放たれた魔法は全く効いていないらしく、黒い何かは怯ひるんだ様子もなく、男の頭部にかじりつこうとするのを止やめない。

　俺はブレードを顕現させる。右手に、魔法剣が現れる。

　勢いよく地面を蹴り、景色を高速で押し流しながら、黒い何かへ向かって矢のように突き進む。

「……消えろ」

「……!!」

　黒い何かに刀身がぶつかり、鈍い打撃音とともに、火花が散る。

　ドロドロとしているが、意外に中は硬いようだ。なるほど、確かに生半可な魔法では歯が立たないだろう。

　……だが、いくら硬くとも俺には関係ない。

　そのまま力で押し切ると、化物は、一瞬で真っ二つになった。

「うご……おおおおおおおおおおおおおお！」

　断末魔のような悲鳴を上げる何か。

　全身をゼリーのようにドロドロにさせた何かは、二つに分かれうねうねと地虫のように地面をのたうつ。

　どさりと地面に落ちた男は、何が起きたのかわからないという風に力の抜けた瞳で、こちらを見上げた。

「……す……すげえ……何がどうなって……化物を一瞬で……あ……あんた、半人じゃ……い……いったい……」

「……余計な詮索はするな。早く馬車を出せ」

　俺がそう言うと、男はびくりと肩を震わせ「は、はい！　申し訳ありません！」と叫び、足がもつれそうになりながら、御者台へ戻った。

　その後、俺たちは再び馬車に乗り込んだ。

　御者はあれからえらく静かになり、時折怯えたような瞳でちらちらとこちらを確認してくるが、話しかけてくるようなことはなくなった。

　凸凹とした山道を、がたがたと揺れながら走る馬車。

　心なしか、さっきよりもスピードが速い気がする。

　恐らく、御者は俺たちを相当怖がっているのだろう。何かしでかすと、首でも刎はねられると思い込んでいるのかもしれない。

　まあ、そうか。小馬鹿にしていた乗客が自分では到底敵かなわないような力を持っているとわかれば、誰しもそうなる……か。

　別に、怖がらせる意図はなかったのだが、な。

　はしゃいだり嫌に怖がっていたりしたティアとアリスも、あれからあまり話そうとしない。

　二人はまるでクローゼットの中で怪物が通り過ぎるのをじっと待っている子供のように、ぎゅっと俺の方に身体を寄せている。

　しかし……。本当にさっきの化物は何だったのだろう。

　全身をドロドロに溶かした、真っ黒い生物。

　森の中から突然、俺たちの前に現れた謎の怪物。

　数々の戦地を渡り歩き、様々な生き物を見てきた俺だが、あれほどグロテスクな生物を見たのは初めてだった。

　背丈は二メートルほどで、一見熊のようなシルエット……。

　しかし、全身はまるで溶岩に覆われているようにドロドロで、意思疎通も出来そうにない。怪しげな魔術に嵌はまった貴族……。まさか、未知の呪文によって変異した生物か？

　……いや、それは考えすぎ、か。

　俺たち四人は黙りこくり、ただただ時間だけが過ぎていった。

「……この辺りで降ろしてくれ」

　山を越えサンドバル平原に辿たどり着つき、ラザロ山の麓に差し掛かった頃、俺は御者にそう告げた。

　イリスがこの山に住んでいるというのは秘密であり、御者を元聖女に会わせるのはまずい。だから俺は、山の麓で降りることにした。

　ここからまだ少し距離があるが、そう時間はかからないだろう。

「こ、この辺りでいいんですね！」

「ああ、大丈夫だ」

　途中、ティアとアリスはいつの間にか眠ってしまっており、俺はそんな少女たちを優しく起こす。

「おい、二人とも起きろ。降りるぞ」

「……ん……お兄様……」

「……うー……」

　二人は瞼まぶたを擦こすりながら、うーんと伸びをする。

　馬車に乗った時は天高く昇っていた太陽も、いつの間にか少し傾いていた。

　山頂付近に着く頃には、夜になっているかもしれない。

　まあ、そうは言ってもそこまで時間はかからないだろう。

　イリスが住んでいる山は、それほど標高が高くない。

　問題なくことが進めば、夕方には辿り着くはずだ。

「あ、ありがとうございました！　そ、それでは私はこの辺で！」

　御者は俺から金を受け取ると、引ひき攣つった笑みを浮かべ、逃げるように馬車を走らせた。
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「そう言えば、これから会いに行く人って、どんな人なの？」

　山道を歩いている最中。背中越しにアリスはそう言った。

　初めは三人で傾斜のある森を進んでいたのだが、まだ小さなアリスを長い時間歩かせるのは可か哀わい相そうに思ったので、途中からおんぶしてやることにしたのだ。

　その際に、ティアはハッとしたように目を丸くした後、こちらを恨めしげに見上げてきたのが気がかりだったが、まあ、あの子も少し疲れているんだろう。

　ティアは俺の横を歩きながら、ちらちらと羨ましそうにアリスを見ていた。

「……イリス・ラフ・アストリア……って知ってるか？」

「イリス……うーんと。確か前の聖女様と同じ名前だよね……。うーん……誰だろう……」

　アリスは首を捻ひねりながら、うーんと唸うなった。

　草原でティアが見せたリアクションと全く同じ反応に、俺は思わずふっと吹き出しそうになる。

「ごめんお兄ちゃん……アリス、イリス様以外思いつかない……これから会いに行く人って、誰なの？」

　アリスを振り返ると、金髪碧へき眼がんの少女は、至極真剣な眼まな差ざしで俺を見つめていた。

　眉間にしわを寄せ、考え込むように顎に手を置くその仕草に、笑いが込み上げる。

　それはティアにしても同じことのようで、俺の横で面白そうな表情をしながらアリスを見上げていた。

「これはついさっきティアにも言ったが……今から俺たちが会いに行くのはイリスだ」

「ふへ？　お兄ちゃん……アリス、そんなに馬鹿じゃないよ……イリスって人だってことはわかってるよ……」

　馬鹿にされたと思い込んだのか、アリスは悲しげな目をした。

「……違う。アリス」

「え？　何が違うの？」

「俺たちが今から会いに行くのは、イリスだ」

「それはわかってるよお兄ちゃん……聖女のイリス様と同じ名前の人だよね？」

「今から会いに行くのは、その聖女様だ」

「……え？」

「俺たちが会いに行くのは、聖女様だ」

「またまたー……アリスはそんな冗談にはだまされないよ」

　アリスはそう言って、冗談っぽく笑った。

　けれど、いつまで経たっても俺が真剣な顔つきを崩さないからか、だんだんとその表情が強こわ張ばっていく。

「……え？　どうしてお兄ちゃんそんな真剣な顔なの……え？　噓うそだよね？」

「噓じゃない、本当だ。今から俺たちは、聖女に会いに行く」

　単なる冗談ではないことをようやく察したのか、俺がそう言った時、アリスの碧眼の瞳孔がぶわりと開く。アリスは、まるで縋すがるようにティアの方を向いた。

「お姉ちゃん……噓だよね？」

　ティアはゆっくりと首を左右に振った。

「アリスちゃん……本当です。今、私たちはイリス様の元へ向かってます」

「……え？」

「私たちは……イリス様の元へ向かっているんです」

「……え？」

　俺とティアのあまりに冗談ぽくない真剣な表情に、アリスも噓ではないことを確信したのだろう。

　さっきまで現実と虚構の間で揺れていた半信半疑の表情を驚き一色で染め上げ、山の中をつんざくような叫び声を上げた。

「ど、どどどどどどどどどどど、どういうこと!?!?!?!?」

　アリスのあまりに大きな叫び声に圧倒されたのか、近くで鳥が飛び立つ音がした。

　さて、ティアは俺がジークフリードだと知っているから説明できたものの。

　何も知らないこの子にどうやって説明しようか。

　背中で理解不能だという感情を爆発させている少女に、俺は小さく苦笑いした。

「ねえ、お兄ちゃん。聖女様に会いに行くってどういうこと!?　詳しく説明して！」

　俺におぶられながら、アリスはジタバタと暴れるように騒ぐ。

　振り返り、俺はそんなアリスを苦笑いで見つめる。

　思い切りひん剝むかれたまん丸の青い瞳が、俺を見つめながらドギマギと揺れていた。

　アリスは良い子だ。

　俺がジークフリードだと告げても、きっと手のひらを返したりしないだろう。

　しかし、アリスはイリスに会いに行くという事実で、既に驚きよう愕がくしきっている。

　今俺が大賢者であることを告白すれば、きっとこの子はパニックに陥ってしまうだろう。

　それに、若返った経緯や今後のことなど、説明しないわけにはいかなくなる。

　この子はイリスの元に預ける予定だ。

　俺たちの戦いに巻き込むわけにはいかない。とりあえず、今は誤ご魔ま化かしておこう。

「実はな、アリス。俺とイリスは昔むかし馴な染じみなんだ。昔、イリスが聖女になる前、ちょっと知り合いでな」

「知り合い……なの？　せ、聖女様と!?」

「聖女と言っても人間だ。初めから聖女として生まれたわけじゃない。俺は、イリスが聖女になる前に知り合ったんだ」

　噓は、吐ついていなかった。

　今から約十年前。イリスが貴族の屋敷に囚とらわれていた頃に、俺はあいつと知り合った。

　手足が棒のように細くて、赤と緑のオッドアイの瞳はどこか曇ったようにくすんでおり、後にその美貌と《心眼》とまで称される圧倒的な鑑定魔法の実力から、歴代聖女の中でも群を抜いた人気者になることが全く想像出来ないような頃に、俺はイリスと知り合った。

　アリスは納得したのか、小さく「確かに……」と呟つぶやき、少しだけ黙った。

　けれど、やはり疑問が全て解決したわけではないらしく、降って湧いた新たな疑問を俺にぶつけた。

「……でも、確かイリス様は今行方不明なんだよね。イリス様は突然聖女を辞めて、それからどこかに行っちゃったって聞いたけど……どうしてお兄ちゃんが、そんな聖女様の居場所を知っているの？」

　アリスは純じゆん真しん無む垢くな瞳で、こちらを覗のぞき込んでくる。

　イリスが突然聖女を辞め、行方をくらましてしまったことは、エメリア中に知れ渡っている。知らない人間は、いないと言っても言い過ぎではないくらいに。

　どうして居場所を知っているのか、か。

　最後に会った、あの日のことを思い出す。あれはそう、やけに雨の強い日だった。

　その日、俺は王宮で国王と対外関係について今後の政策に関する打ち合わせをしていた。

　二年前、隣国で新たな革命が発生し、そこからエメリアに押し寄せてくるであろう難民に対して、どのような対策を取るのが望ましいのか、協議をしていたのだ。

　協議も終わり、俺は部屋を後にした。

　そして自室の扉の前で、蹲うずくまるように膝を抱えている、イリスを発見したんだ。

　聖女になってから初めて、実に二年ぶりの、再会だった。
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『イリス……か？』

『うん、びっくりした、でしょ？』

　ぎこちない笑みを浮かべて、イリスは膝を抱えたままこちらを見上げた。

　けれど、頰ほおは少し瘦せていて、血色も良くない。

　それに、今イリスは聖女として、聖ウェルフィース教会の聖地であるバーテルにいるはずだ。

　いなければいけないはずだ。

『私、ね……辞めてきた』

　俺の心を読んだのだろう。

　イリスは少しだけ寂しそうに微笑ほほえんで、俺にそう告げた。

　その声はいつもぶっきら棒で素っ気ない彼女には似つかわしくない、穏やかで、艶っぽい声だった。

『……聖女様をね、辞めてきたの』

　目に少しだけ涙を溜ためながら、声を震わせるイリス。

　紡がれる言葉は、雨音にかき消されてしまいそうなほど、か細い。

　こちらを見上げるその姿はあまりにも儚はかなげで、俺は彼女の存在を確認するように、膝を突き、両肩をそっと抱き寄せた。

『……何か、あったのか？』

『……私ね、覚悟が足りなかった……聖女になるってどういうことなのか、わかっていたつもりで、ちっともわかっていなかった。……みんなの象徴になるってことが、ただの女の子じゃなくなることが、どういうことなのか……全然わかっていなかった』

　聖女からただの女の子に戻ったイリスは、俺の腕の中、時折嗚お咽えつを漏らす。

『……馬鹿だね、私。みんなの人気者が、裏でどんなに苦労しているかすら、想像できないなんて』

　自嘲するように、少女は笑う。

　聖女は、エメリアの象徴だ。それだけに、周囲からの重圧も物もの凄すごい。

　途中で精神を病んでしまう者も、少なくないと聞く。

　俺は奥歯をぎゅっと嚙かみしめながら、イリスを強く抱きしめた。

『私、ね。孤児院を開こうと思う……。聖女としてじゃなくて、一人の女の子として、私みたいな不幸な子供たちを、幸せにしてあげたいの』

　俺の両肩をぎゅっと強く摑つかみ、腕の中、イリスは顔を上げた。

　赤と緑、オッドアイの瞳が。涙に濡ぬれ、宝石のように煌きらめくその瞳が、真まっ直すぐに俺を射抜く。

『他の人には誰にも言ってない……これは、あなたにしか言ってない。あなたにだけ、聞いてほしかった……私がどこにいるか、知っていてほしかった』

『……俺にだけ？』

『……うん、そう……どうしてか、わからない？』

　俺たちは、無言で見つめ合う。

　わからなかった。何故なぜイリスが俺に知って欲しいのか、俺にはわからなかった。

　その時、少女の瞳の奥が、大きく揺れたような気がした。

　イリスは困惑する俺を拒絶するように、腕を、振りほどく。

『……やっぱり、私……あなたのことが、嫌い。……大嫌い』
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「……どうして、俺に知っていて欲しかったんだろうな」

　空を見上げながら、俺はぽつりと呟く。

　あの雨の日。どうしてイリスは、俺に居場所を告げたのだろう。

　俺とイリスは、知り合ってから六年一緒に暮らしていた。あいつからしたら、俺は親のようなものだ。

　だから、居場所を告げても、不思議ではない。

　──だが。

「お兄ちゃんはイリス様と、仲良しだったんじゃ……ないの？」

　どうして俺だけに居場所を告げたのか。

　その問いに問いで返した俺を、アリスは訝いぶかしげに見上げた。

　仲良しだったんじゃないの……か。

「いや……あいつと俺は、喧けん嘩かしてばかりだった。知り合った頃は上う手まくやれたんだが、だんだんあいつが歳としを取っていく度に、あいつが何を考えているのかわからなくなった」

　出会ってから三年は、本当の家族のようだったと思う。

　けれど、あいつが少しずつ背が伸びていくにつれ、身体からだが大人びていくにつれ、俺たちの関係は、ギクシャクとこじれていった。

「聖女になったのも、本当に突然だったんだ。俺に何も告げず、俺から離れていくように、あいつは聖女になった。どうして、俺に居場所を告げたんだろうな……」

「アリスにはよくわからないけど……イリス様は……お兄ちゃんだけに居場所を教えたんだよね？」

「ああ、そうだ」

「だったら、さ。イリス様はお兄ちゃんのこと、好きだったんじゃないかな？」

　思わず振り返った。

　アリスは至極真剣な表情だった。

　横を歩いていたティアは、びくりとした様子で俺を見上げた。

　まさか、そう思い、俺は苦笑いをする。

「……居場所を告げられたすぐ後、またイリスと喧嘩してしまってな。大嫌いだって言われたよ。だから、イリスが俺を好きなんていうことはあり得ない……それに──」

　イリスと俺は、父親と娘のような関係だ。

　だから、あいつが俺を好きなんて、あり得ない。

　そう言おうとして、俺は口を閉じた。今の俺は若返っている。イリスを娘だと言えば、アリスに妙な疑問を持たれてしまうだろう。

「……うーん……そうかな……イリス様はどう考えても……」

「あ、アリスちゃん……しっ……！」

　何か言おうとするアリスに、ティアは口元に人差し指を一本立てる。

　その姿がなんだか可お笑かしくて、俺はふっと笑った。

　そうだ、な。どうして俺だけに居場所を告げたのか、今日会った時にでも聞こうか。

　理由をしっかりと教えてくれるかは、わからないが。
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「……それはねジーク。あなたが私にとって一番……大切な人だったからだよ」




　最後に会った日の出来事を思い出しながら、私はぽつりと呟く。

　あの日、あの雨の日。

　素直になろうとして、けれど私は素直になれなかった。

　腕の中。大好きな彼の温ぬくもりをもっともっと感じていたかったのに、それを振りほどいて、正反対の言葉を投げつけてしまった。

　ジークの瞳の奥に、女としての私がいないことがはっきりとわかってしまって。

　あなたにとって私が、娘でしかないことが残酷にも伝わってしまって。

　欠片かけらだって思っていない言葉を……あなたを傷つける言葉を、言ってしまった。




「……やっぱり、私……あなたのことが、好き。……大好き」




　きっとそれが、本当に伝えたかったこと。

　永遠に叶かなわなくなってしまった、私の願い。

　もう二度と、届かなくなってしまった真実の気持ち。

「はいはいイリスちゃん、お着替えの時間ですよ」

　きっとこれは、罰だ。素直になれなかった私に、神様が与えた、罰なのだ。

「ねえ、聞こえてるの？　そろそろ汚れているだろうから、あなたの服、着替えさせたいんだけれど」

　そうだ、私は囚とらわれのお姫様なのだ。だから、身の回りの世話も、全て誰かがやってくれる。

「ああ、安心して。今この部屋には、私とあなた以外、誰もいないから」

　定刻には食事が。お着替えだって、させてくれる。

　自分の世話も出来なくなってしまった私を、代わりに誰かがお世話してくれる。

　それはきっと、私がお姫様だから。

　無力で可か哀わい相そうな、囚われのお姫様だから。

　……だから、王子様が来てくれるのを待ち望んでも、いいよね？

「さあ、次はどんな服にしようかしら。……もう聖女でもなんでもないあなたには、もっとはしたない恰かつ好こうの方が似合うかしら」

　女は、私の頰を冷たい指先で撫なでる。

　そのまま服に手をかけて、華美な飾りを一つ一つ外していく。

「綺き麗れいな身体からだね、イリスちゃん……思わず、汚したくなってしまうくらいに」

　銀色の髪の女は、抜け殻になった私を見つめながら、底意地悪く笑む。

「……ほんと、無様。……死んだ男のことを、いつまでも想おもい続けるなんて」

　着せ替え人形のように私に新しい洋服を着せながら、女は唇の端を吊つり上げる。

「……国を裏切って哀れにも死んだ男のことを、今でも慕い続けるなんて、あなた馬鹿じゃないの？」

　何も見えなくなってしまった瞳では、この女が何を考えているのか、わからなかった。

　けれど、死んだ人間というのが誰を指していて。

　そして、この女が彼のことを裏切り者と呼んで。

　侮辱したことだけは、はっきりとわかった。

「……あの人は、そんなことをする人じゃない……ッ！」

　女の手を払いのけ、私は震える唇で彼の無実を主張する。

　瞳には際限のない力を込めて、女を強く睨にらみ付ける。

　そんな私に銀髪の女は、面白い見世物を見たかのような表情で笑んだ。

「ええそうね……イリスちゃん。確かに、あの人は国を裏切るような人じゃないわ」

　女は膝を払い、立ち上がり。

　そして、強い嘲笑と、明確な敵意を持った瞳で、私を見下ろした。




「だって、私たちが、殺したんですもの」




　その瞬間。何が何だかわからず、私の思考は、再び停止してしまった。

　ワタシタチガコロシタ？

「……え？」

「かなり、大掛かりな作戦だったわ。失敗の許されない、一度切りのミッション……ねえイリスちゃん。あなたの大好きなジークフリードはね、信じていた者に裏切られて、無様にも敗北した、哀れな男なの」

　女はぞっとするほど冷たい瞳で。

　まるで言い聞かせるように。

「……作戦中、私はずっと見ていたわ……あの男が敗北する場面を。それは、今でも脳裏に焼き付いて、離れない」

　紡がれる言葉は。

　明かされる、事実は。

　失いかけていた私の感情を、ぐちゃぐちゃに、かき乱していく。

　ジークは、殺された？

　メノマエノオンナニ、コロサレタ？

「……ずっと、待ち望んでいた……その瞬間だけを、私は待ち望んでいた。……ねえ、可哀相なイリスちゃん。真実を知った気分は……目の前に愛いとしき人の仇かたきがいる気分は、どう？」

　身体は、自然と動いていた。

　行き場を失った剝むき出しの感情が、目の前の憎き女に向かって、止めどなく吐き出される。

「……あ……ああ……あああああああああああああああああああああああああッ！」

　私は拳を振り上げる。

　追い縋すがるように、全身で、何とか目の前の女に一撃をくれてやろうと、震える両足を懸命に動かす。

　──しかし。

「触るな、色呆ぼけ女」

　虫けらでも見るような瞳で、女は私を乱暴に撥はね除のける。

　力を失ってしまった無力な私は、そのまま、床にたたきつけられる。

　痛みと自分の無力さに、涙が零こぼれ出す。

「……また来るわ。その時は、もっともっと情けない顔を、私に見せて頂戴ね。天国のジークフリードも、その方がきっと喜ぶんじゃない？」

　女は微笑みを浮かべて、部屋から出て行った。

　一人取り残された私は、後悔の涙を流し続ける。

　ねえ、ジーク。

　痛いよ。

　苦しいよ。

　──けど。

　私は、痛む身体を抱きしめて、空っぽの心で、呟つぶやいた。




「……少しだけ、嬉しい」




　あなたは、泣いている女の子を、絶対に見捨ててなんておけない人だよね？

　だったら、今の私も、助けてくれるかな。

　抜け殻になった私の声よりも、心細くて泣いている女の子の声の方が、あなたに届くよね。

　私、待ってるから。

　ずっと、ずっと、待ってるから。
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　ラザロの山を登り始めてからしばらくして。

　傾き始めた太陽が世界を鮮やかに染め上げるようになった頃、俺たちはようやく山頂付近にまで辿たどり着ついた。

　それほど高い山ではないが、遠くの景色を見渡すと、俺たちが馬車で進んできた平原が一望できる。

　夕日の光を浴びて赤一色に染め上げられた緑の平原は、ため息が出そうなほど美しい。

「さて、ここらに孤児院があるはずだが」

　孤児院のある具体的な場所までは聞いていない。

　おそらくこの辺りにあるはずなのだが……。

「お兄様、あれじゃないですか！」

　少し山頂付近を散策していると、ティアが遠くを指さしながらそう声を上げた。

　背中におぶられていたアリスは途中で寝てしまったらしく、すやすやと寝息を立てていたが、ティアの声に驚いたのか目覚める気配がした。

　俺はティアの人差し指が指し示す方向に、じっと目を凝らす。

　木々と木々の間。森の木々たちが覆いかぶさるように視界を遮っている故、はっきりとは見えないが、その隙間から赤い屋根が顔を覗のぞかせていた。

　建物の周囲を丸く囲むように草木が刈り取られていて、木で出来たこぢんまりとした遊具がぽつぽつと並んでいる。

　状況的に、あそこで間違いないだろう。

「……あれ、か。よくやった、ティア」

「えへへ。お役に立てて嬉うれしいです」

　ティアのふわりとした髪を撫でてやると、少女は嬉しそうにニンマリと微笑ほほえんだ。

「あれ……着いたの？」

「ああ。もうすぐだ」

「ごめんお兄ちゃん……アリス寝ちゃってた……」

「……いや、謝る必要はない……って、どうかしたのか？」

　思わず、俺はそう尋ねた。

　振り返ると、アリスはどこか悲しみを瞳に映し、目に涙を溜ためていたからだ。

　寝起きに、どうしたのだろう。標高が上がって、気分でも悪くなったのだろうか。

　昔から、山を登ると体調が悪くなる者が一定数現れる。

「……あ、いや……ごめんなさい……ちょっと嫌な夢を……気にしないで！」

「そう……か。我慢だけはするな。何かあったらすぐ言えよ」

「うん！」

　少し心配だったが、アリスが笑顔を見せたので、とりあえず先に進むことにした。

　それに、気分が悪いにしても、休むならここよりも孤児院の方がよい。

　草木をかき分け、俺たちは孤児院へと歩を進める。

　だが、だんだんと目的地に近づくにつれ、俺はある違和感を覚え始める。

「……孤児院、という割にはやけに静かだな」

「そうですね。あんまり、人の気配がしないです……」

　赤い屋根の建物は、孤児院……という割にはやけに活気がなく、子供たちの姿も、声も、聞こえてこなかったのだ。

「……まあ、もう夕方だからな。みんな建物の中に入っているのかもしれない」

「そう、ですね。子供たちの数も、私たちが思っているより遥はるかに少ないのかもしれません」

「イリスは意外に変なところで気難しいからなあ。子供たちも逃げたのかもしれないな」

　食事の際、色のついた飲み物を絶対に飲まないというイリスの変わった癖を思い出し、俺はティアに冗談めかす。

　けれどティアはどこかつまらなそうな顔をしながら、ぷっくりと頰ほおを膨らませた。

「……お兄様は、イリス様のことよくご存じですねー……」

「まあ、六年一緒に住んでいたからな。あいつのことは、なんでも知っているよ」

「六年……！　そんなに長い間……んん！　でも、私も……負けません！　通じ合う為ために必要なものは、時間だけではないはずです……！」

　何を思ったのか、ティアはまるで何かを決意するかのように、胸の前で両の拳を握りしめた。

「……いったい、何の話だ？」

「お姉ちゃん……アリスも負けないから……！」

　ティアの決意はアリスにだけは伝わったようで、金髪の少女は背中越しに声を張る。

「うう……！」

　一体、二人の間ではどのように話が纏まとまっているのだろう。

　よくわからなかったが、少女たちのやり取りが微笑ましくて、俺は二人の会話を微笑しながら聞いていた。
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「……何か、ちょっと暗いね」

　孤児院と思おぼしき場所に足を踏みいれて、アリスはポツリとそう呟く。

　赤い三角屋根の平屋は、昼と夜を分ける黄昏たそがれの光に照らされて、どこか不気味さを帯びていた。

　恐らく、建物がやけに静かで、生活の音が聞こえてこないからだろう。

　赤い光に照らされた遊ぶ人間のいない遊具たちは、どこか寂しげで、哀愁を感じさせる。

「……とりあえず、ノックしてみようか、……って」

　俺が正面の扉まで歩を進めようとした時。

　先程から背中を降りて自分で歩き始めていたアリスが、不意に立ち止まった。

「……どうした、アリス？」

「アリスちゃん？」

「……これ」

　アリスが佇たたずむ目の前にあったのは、畑の側そばにある地面に埋め込まれた一本の木板と、添えるように置かれている少し日が経たって萎しおれた花束だった。

　板の周辺には誰かがひっかいたような跡があり、そこだけ雰囲気が少し違っている。

　直すぐにわかった。

　これは、墓だ。

「……板に彫ってある文字……」

　口元に手を当てながら、アリスは意味ありげに呟く。

　そこに何が彫ってあるのか、見ずともわかった。

「……ジークフリード……これって、大賢者様だよね。そう言えば、イリス様はジークフリードさんに育てられたって話だったよね？」

　こちらを振り返り、アリスは訝いぶかしげな表情を俺に向ける。

　俺は時を忘れたように、墓の前に立ち尽くす。

　そんな俺を不審に思ったのか、何かを察したような表情で、小さな口をアリスはためらい混じりに開いた。

「ねえ、もしかしてだけど……。お兄ちゃんって──」

「さあ、ティア、アリス。早く建物の中に入ろう。ゆっくりしていると夜になる」

「そう、ですね。お兄様……」

「え？　う、うん……そうだね」

　そう……か。

　墓を造ってくれる程度には、あの子は俺を憎んではいないのか。

　良かった。

　さあ、早く顔を見せてやろう。生きていることを伝えてやろう。

　……もっとも、墓を造ったのは、悲しみからじゃなく、ただの儀礼的なものである可能性もあるが、な。

　まあ、いい。何にせよ、俺の死を悼んでくれたことには変わりない。

　平屋造りの建物に近づくにつれ、窓越しに、座り込む二人の子供の姿が瞳に映る。

　ああ、やっぱり中に入っていただけ、か。

　子供らしからぬ丸まった背中と、身体からだを寄せ、少しでも相手の不安を取り除こうと頭を抱き込むようなその姿勢に若干の疑問を感じつつも、俺は、ドアの前に立った。







「訪問者だ！　ドアを開けてくれるか？」

　木製のドアをノックしながら、建物の中に向かって声を張った。

　しっかりと聞こえるように大声を出したので、中の人物には間違いなく俺たちの存在が伝わる──はずだったのだが。

「……」

　返ってきたのは、空むなしい沈黙だけだった。

「……誰も、出ませんね」

　横でティアが怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

　夕焼け空はだんだんとその濃さを増し、太陽の光を鈍くさせる。

　中からは、こちらに向かって歩を進めるような足音が、全くしない。

　つまり、中の人間は誰も俺たちに反応していないということだ。

　一体、どうしたというのだろう。

　ここにイリスが住んでいるということは、さっき俺の墓が建てられていたことから間違いない。

　イリスは今、どこかに出かけているのだろうか？

　仮にそうだとしても、さっき外から見えたように、少なくとも今、中に二人の子供たちがいるはずだ。

　その子たちが扉を開けてくれてもいいように思えるが。

　いや、寧むしろイリスが留守ならば、扉を開けないのが自然……か。

　この山奥に、元聖女のイリスが住んでいることは、俺以外知らない。

　であれば、俺以外に訪ねてきた人間などいない可能性もある。

　もしかすると、突然の訪問者に驚き、どう対応していいのかわからないのかもしれない。

「……俺はイリスに用があって来た！　怪しい者じゃない、彼女に会いに来ただけだ！」

　ノックをしながら、もう一度声を張る。

　けれど、やはり中からは、沈黙しか返ってこなかった。

　俺はやれやれと肩を竦すくめる。勿もち論ろん力ずくで開けることも出来るが……。

　仕方がない、か。

「……ティア、アリス、すまん……ここで一緒に、扉を開けてくれるまで待ってくれるか？」

　俺は扉の半歩前にあった岩に座り込み、二人に苦笑いを向ける。

　無理やり扉を開けることも出来るが、相手は親を失った孤児院の子供たちだ。

　怖がらせてしまうのは、避けたかった。

　中にイリスがいるのかいないのかははっきりとはわからないが、仮にいる場合、こちらの様子が見える窓などから俺たちの姿を確認しに来るだろうし、いない場合でも、すぐに帰ってくるだろう。

　状況的に、イリスはたった一人で孤児院を営んでいるはずだ。だとすれば、何日も用事で建物を離れるとは考え辛づらい。

　どの道、待っていればそのうち扉は開くだろう。

　イリスのマナを探知すれば中にいるかどうかは把握出来る……と思ったが、あいつと最後に会ったのは二年前だ。マナの探知は、最近顔を合わせた人間にしか使えない。体内のマナは、ある一定の期間で全て入れ替わってしまうからだ。

　だから、今俺があいつの居場所を察知する方法は、ない。

　やはり、待つしか方法はなさそうだ。

　ティアとアリスはそんな俺の意図を汲くんでくれたのか、笑顔で「はい！」「うん！」と返事をした。

「お兄様と一緒なら私は何時間でも何日でも……！」

「アリスも待てるよ！」

　二人は瞳にきらきらと光を灯ともしながら、俺を見つめた。

　胸に温かいものを感じ、俺は微笑ほほえみを浮かべた後、そんな二人の髪を両手で撫なでる。

　一瞬表情を崩した後、ティアとアリスは気持ちよさそうに目を細めた。

「お兄ちゃんの手って……なんだか優しいね。やっぱり男の人だから骨ばってて触ると固いし、ちょっとごつごつしてるんだけど、頭を撫でられるとすっごく気持ちいい。なんでだろ……とっても温かいからかな……？」

　俺の手を両手で軽く摑つかみ、アリスはじっとこちらを見上げた。

　真まっ直すぐに俺を見つめる純粋な疑問に彩られた少女の瞳に、俺は苦笑いを浮かべる。

　俺の手が優しい……か。悪いがアリス、それは間違いだ。

　俺の手は、血で穢けがれている。

　今自分が握っているものが、血塗られた手のひらであることに気付いていない少女の飾らない感想を、俺は心の中で否定した。

　俺の歴史は、殺しの歴史だ。

　百年戦争──ある小国の皇太子が観光先の国でスパイ容疑で投獄、そして死刑になったことをきっかけに起こった、世界規模の戦争で、俺は数えきれないほどの兵士を殺してきた。

　自分の国を……エメリアを守るために、俺は自らの手を血で染めた。

　……勿論それに関しては、なんの後悔もない。

　自分にとって大切な人を守ろうとするのならば、別の誰かにとって大切な人を、殺さなくてはならない。それこそが、戦争の皮肉だ。

　自らの手を汚さず綺麗なまま誰かを守れるなんて、そんなおとぎ話を信じられるほど、俺の頭はお花畑ではない。

　過去も今も、俺は自分の信念に従って行動し、そして自らが感じたままに決断するだけだ。

　ある意味で、ものすごくワガママな人間なのかもしれない……な。

　見えない血に塗まみれた手のひらに視線を落としながら、俺はふっと苦く笑った。

「お兄様の手は、優しい手です……お兄様がご自分でどう思っているのかは知りませんが……私は、そう思います」

　ティアは俺の手のひらを優しく握りこみ、瞳を真っ直ぐに見据えながらそう断言した。

　まるで俺の心を読んだようなその言葉に、一瞬イリスの幻影がティアに重なり、俺はハッと瞼まぶたを押し上げる。

　そう、だ。こういう風に心を当てられることが、あいつと一緒に暮らしていた時、よくあった。

「……俺の考えていることが、よくわかったな、ティア……心眼を持っているわけでもないのに」

「お兄様の考えていること、なんとなくわかるようになりました」

「吸血鬼同士は互いの考えが伝わり易やすいような、俺の知らない能力があるのか？」

　俺がそう問うと、ティアは照れくさそうにはにかんだ後、左右にゆっくりと首を振った。

「いいえ、勿論そんな能力はありません……これはきっと、愛の力です……！」

「……愛の……力？」

「はい……あの……なんていうか……その……自分が気になっている人のことは、もっと知りたいと……思うじゃないですか……そういう風にずーっとその人のことを考えていると……なんだかその人の考えていることがわかるようになる……気がするんです」

　ティアは恥ずかしそうに顔を赤らめ、目線をキョロキョロと動かす。

「……もしかしたら……心眼の力なんかじゃなくて、それはイリスさんも──」

　──ティアが誰にも聴こえないような小さな声で、ポツリと何かを言いかけた時だった。

　唐突に、さっきはうんともすんとも言わなかった木製の扉が、鈍い音を立てながら、開いた。







　扉は軋きしみながら、こちら側に開く。

　だが、ほどなくそれは止まった。

　俺たちの方に向かって少しだけ隙間の出来た扉の奥から、幼げな声が漏れる。

「お姉ちゃんに、会いに来たの……？」

　年齢は、まだ一桁だろうか。こちらの様子を窺うかがうようにドアの隙間から顔を出す少女は、小さな身体を更に縮め、不安げな眼まな差ざしで俺たちを覗のぞいていた。

　もしかしたら、急な訪問で怖がらせてしまったのかもしれない。

　俺は腰を下ろし、奥にいる少女と目線を合わせ、敵意がないことを証明するような微笑みを浮かべた。

　少女はさらさらと艶の良い茶色の髪をしており、着ている衣服も清潔なものに見えた。

　どうやら、孤児院は正常に運営されているらしい。

　少女の背後にはもう何人か子供がおり、俺はその子たちにも聞こえるように、少しだけ声を張る。

「ああ、そうだ。少し用事があってな」

「お兄ちゃんは……悪い人じゃ……ない？」

　どこか怯おびえを瞳に混ぜ込みながら、少女はそう問う。

　俺はその態度に若干の不自然さを感じながらも、「ああ」と返答しようとした──すると背後から、

「お兄ちゃんは悪い人じゃないよ！」「お兄様は悪い人じゃありません！」

　俺が返事をするより先に、ティアとアリスが声を大にする。

　その態度に面食らったのか、扉の奥の少女の瞳が丸くなる。

　俺はやれやれと苦笑いしながら「だ、そうだ」と少女に笑いかけた。

　怯えが潜んでいた女の子の表情が、安心したように少しだけ柔らかくなる。

「俺とイリスは昔からの知り合いでな……今日は少し用事があって会いにきた。イリスは留守か？」

　そう伝えた時だった。再び、少女の表情が曇る。

　茶色の髪をした少女はぎゅっと唇を嚙かみ、俯いた。

「どうした？」

「お姉ちゃんは……お姉ちゃんは……」

　少女は顔を顰しかめながら、まるでその先を伝えたくないというように、同じ言葉を繰り返す。せりあがってくる涙をこらえるようなその姿に、俺は確かな違和感を覚える。

　留守中だと思われるイリス。訪問者に対して露骨に怯えを見せた子供たち。

　……まさか、な。

「……どうした。何かあったのか」

　表情を引き締め、声を低くする。

　こちらを見上げた少女は、まるで何かに縋すがるような面持ちだった。

「……連れて……行かれちゃったの……」

「……なに？」

「お姉ちゃん……連れて行かれちゃったの……！」

　少女の叫びとともに、半開きだったドアは勢いよく開いた。

　堰せきを切ったように、涙がボロボロとこぼれ出す。

　心に凍えそうなほど冷たい風が吹き抜け、俺は一瞬時が止まった。

「連れて、行かれた？」

　少女は俯きながら、こくりと頷うなずく。

「お姉ちゃん……大賢者様が死んじゃったって聞いてから、ずっと落ち込んでいて……それで毎日お墓の前で……。でもエリンたち、そんなお姉ちゃん見たくなくて……それで何とかお姉ちゃんが元気になるようにって、色々工夫して……」

　開け放たれた扉の奥、大げさに飾り付けられた玄関が目に入った。

　傷心したイリスを元気付けようとしたのだろう。

　壁には子供たちが描いたと思われるイリスの似顔絵が貼はってあり、廊下にも可愛かわいらしい人形たちが並べられていた。

「……けど、お姉ちゃんちっとも元気になってくれなくて……。元気づけるたびに、どこか寂しそうな笑顔を浮かべるだけで……毎日毎日……朝から晩まで、お墓の前でずっと泣きそうな顔をしているだけで……」

　膝をがくがくと鳴らしながら、少女は声を震わせ必死に言葉を紡ぐ。

　俺は決して聞き漏らさないように、その声だけに耳を傾ける。

　心臓の鼓動が速くなり、全身に熱く、けれど冷たい何かが駆け巡る。

「それで……ちょうど三日前……、いつもみたいにお姉ちゃんが泣いていたら……、急に変な人たちが訪ねてきたの。……それで、それで……」

「連れて行かれたのか」

「うん……そう……」

「変な人とは、一体どんな奴らだ」

「……何人かいたし遠くからだったから、そんなに詳しくはわからないんだけど……。覚えているのは、すっごく冷たい目をした……何もかもわかってるような目をした……銀髪の女の人……」

「銀髪の……女？」

「うん……帰る時、エリンたちに向かって、吸血鬼には気を付けろって……よくわからないことを笑顔で叫びながら……。でもあの時のその人は……どんな化物よりも、ずっと怖い目をしていて……」

　思い出し、恐怖を再燃させたのか。エリンと名乗った少女は、身体からだをぞわりと震わせる。

　冷たい目をした、銀髪の女。そして、吸血鬼には気を付けろという発言。

　直感した。イリスを攫さらったのは、路地裏で男たちが語った、あの女だ。

　確たる証拠はない。けれど俺の中の何者かが、間違いないと、そう断言した。

「……イリスが連れて行かれた先に、心当たりはあるか？」

「……わからない……その人たちのこと、何も知らないし……。訪ねてきたのも……初めてだったから……。それで今日お兄ちゃんが来て……今度は、エリンたちを攫いに来たのかと思って……けど、お兄ちゃんそんなに悪い人には見えなくて……」

「イリス以外は、大丈夫だったのか？」

「うん……そう……お姉ちゃんだけ……連れて行かれちゃった……」

　声を上ずらせ、少女は泣きわめく。

　俺は悲しい表情で涙を流す女の子を、ぎゅっと抱きしめた。腕の中、少女は嗚お咽えつを強くする。

　イリスは銀髪の女に連行された、か。

　そして──。

「手がかりはなし……か」

　女の子が語ったように、どこにいるのか見当もつかないようだ。

　……であれば、自分の思考から何とか正解を導きだすしか方法はない。

　それしか、イリスを救う手段はない。

　連れて行かれたのは三日前。

　殺すつもりであれば、わざわざ連行せず、その場で殺しているはずだ。

　つまり、奴らは何らかの方法でイリスを利用しようとしていると考えて良い。

　記憶の引き出しを探り、イリスが連行された場所を必死に探し出す。

　事件の全貌を、解き明かそうとする。思考のスピードを、加速させる。

　銀髪の女は黒い鷹たかの関係者だ。

　隠かくれの林に関する知識を持っていたことから、それは間違いない。

　しかし……そんな人間が、どうして元聖女であるイリスを攫う。

　黒い鷹は、いったい何を企たくらんでいる。

「……ねえ、お兄ちゃん」

　脳内を高速で駆け巡る思考は、背後からの声で中断された。

　後ろを振り向くと、アリスがぎゅっと膝を握りしめながら、静かに立っていた。

　今までの快活で明るい雰囲気だった彼女とは違う、静せい謐ひつな表情。その余りにも真剣な瞳に、俺は思わず、息を吞のむ。

「……アリス……ちゃん？」

　真剣な表情で俺を真まっ直すぐに見据えるアリスを不審に思ったのか、ティアは少女に呼びかける。けれどアリスは振り向かず、俺の瞳を見つめ続けた。

「お兄ちゃんにとって、イリス様は……いったいどんな人だった？」

　質問の意図が、摑つかめなかった。場違いだと、思った。

　だが、アリスの表情は全くふざけている様子ではなく、俺は記憶の中のイリスを思い出しながら、少女の問いを真摯に受け止めた。

　俺にとってイリスという女の子は、理解したくても、理解出来ない存在だった。

　幼い頃は俺にべったりと懐いていたくせに、だんだんと歳としを取るにつれて俺を拒絶し、いつしか他人のように壁が出来た。

　出来る全てを以もつて、良き父親であろうとした。

　だが、イリスはそんな俺から、離れていった。親として失格だったと言われたら、多分そうなのだろう。

　イリスが俺の前から姿を消したのは、きっと俺が、父親として不ふ甲が斐いなかったせいだ。

　……だが、それでも。




　──それでも……俺にとってあいつは、大事な大事な、一人娘なんだ。




「……正直言うと、わからない。俺にとってあいつが何だったのかは、今の俺にはわからない。だが、それでもあえて言うなら……娘、みたいなものかな」

「そっか」

　アリスはやっぱりそう来てしまったか、と言いたげな笑みを浮かべた。

　それからこちらに歩みより、ゆっくりと、小さな口を開く。

「イリス様はね、多分カークライドのお城の中にいると思う」

　イリスは、カークライドのお城の中にいる。

　アリスは、俺を真っ直ぐに見つめながらそう言った。

　カークライドの城はここに来る途中、森の中で見た城だ。

　俺たちの間に、沈黙が流れる。

「……それは、確かか？」

「うん、多分。……あ、お兄ちゃん……どうしてアリスが知っているのかは、まだ訊きかないで。……後で必ず、話すから」

　アリスは今にも泣きだしそうな顔で、俺に笑いかけた。

　膝はがくがくと震えていて、声にも全く力がない。

　どうして今は言えないのか。真意は、摑めなかった。

　けれど、アリスが必死に。俺の為ために。何か自分の中の決して触れられたくない領域に自ら足を踏み入れたことだけは、確かに伝わった。

「わかった。……お前を信じよう」

「うん……ありがとう」

　いつの間にか、黄昏たそがれの空に重たい夜が降りてきていた。

　俺は不機嫌な空を見上げながら、ゆっくりと息を吐つく。

　墓の前でずっと泣いてた……か。

　あいつ、嬉うれしいことを、してくれるじゃないか。

　娘を泣かせてしまうなんて、そんなに悲しませてしまうなんて……やっぱり俺は父親失格だな。

『親みたいな顔をしないでよ！　私は、そんなことあなたに望んでない……！』

　最後の日。イリスと交わした言葉が脳裏を過よぎる。

　……親みたいな顔をしないで、か。

「だったら……俺はいったいどういう顔で、お前に会えばいいのかな」

　ポツリと、呟つぶやく。背後から、いつものように元気なアリスの声がした。

「……お兄ちゃんはお姫様を救いに来た、王子様みたいな顔をすればいいんだよ！」

　目を丸くして、後ろを振り返る。

　笑顔で親指を立てるアリス。やりきれないような表情で笑うティア。

　俺は胸の底に温かいものが広がるのを感じつつも、ふっと苦く笑った。

　それからもう一度夜空を見上げ、不機嫌な空を睨にらみつける。

「ティア……アリス……少し、ここで待っていろ──すぐに、戻る」







　俺が夜空と睨み合い、そう断言した時。

「あ……あの！」

　少し遠慮がちに、けれど張りのある声で、ティアはこちらに一歩踏み出した。

「どうした？」

「私、ここで待ってます……お兄様が待ってろと言うなら、いつまでだって、待っています……！　だから……」

　こちらを見上げながら、ティアは伏し目がちに視線を逸そらす。

　小さな拳をぎゅっと握り締め、地面を見つめながら、静かに答えた。

「……必ず、帰って来てくださいね」

　俯うつむく少女の肩は、小さく震えていた。

　ティアとは出会った時から今まで、常に一緒にいた。

　サクラの父親を助けた時も。ここに来る最中も。この子はずっと俺の側そばにいた。

　よく考えると、離れるのはこれが初めて、か。ティアが家族を殺されたのは、ほんの数日前だ。まだ日が浅い。

　それなのに、ティアはそんな悲しみを感じさせないように、今まで気丈に振舞っていた。

　……でも、本当はやはり、心細かったのだろう。

　俺を兄と呼び、いつも後ろにくっ付いてくる、可愛らしい少女。……家族を失った、独りぼっちの吸血鬼。

　俺がイリスの元へ向かうと知って、敵の元へ乗り込むとわかって、急に不安になったのかもしれない。

　……もしかしたら帰って来ないかもしれないと、恐怖したのかもしれない。

　俺はティアに歩み寄り、俯く少女の髪を優しく撫なでる。

　下を向いたまま、ティアは涙を堪こらえるように大きく瞬まばたきをした。

「……大丈夫だ。俺は負けない。必ず帰って来る」

　笑いかけると、ティアはふっと頭をもたげる。

　けれどその表情は、安心した……というより、何処どことなく不満げで、欲しかったのはその言葉じゃないと文句を言いたそうな雰囲気だった。

「……うう……」

「どうしたティア……？」

「……お兄様が負けるなんて、そんなことは私、全く思っていません……お兄様が、負けるわけはありません！」

「だったら……」

「必ず帰って来てくださいの意味は……意味は……」

　ティアの視線がキョロキョロと泳ぐ。

　吸血鬼の少女は頰ほおを少し赤らめながら、言いにくそうに唇を嚙かんだ。

「……その……ほ、他の女の人とお、お遊びになるのも構いませんが……さ、最終的に……わ、私を選んで欲しいと……」

　ボソボソと、少し挙動不審になりながら、ティアは何かを呟く。

「ん？」

「……と、とにかく！　最終的に私の元へ帰って来て欲しいという意味です！」

　恥ずかしさを紛まぎらわすように、ティアは叫びながら断言する。

　いつの間にか顔は真っ赤に紅潮していて、頭から湯気が出ていた。

「最終的に……？」

　一体、どういう意味だ。

　俺たちの様子を横から見ていたアリスは、少し気の毒そうな顔で苦笑いをする。

「あー……お兄ちゃん」

「どうした、アリス」

「多分お姉ちゃんは、イリス様にお兄ちゃんが取られるかもーって思ってるんだと思うよ」

「あ、アリスちゃん……！」

「俺が、イリスに取られる……？」

「そう。……このまま再会して、イリス様とくっ付いちゃうんじゃないかーって、心配してるんだと思う」

「……うう……」

「お兄ちゃんに捨てられちゃったらどうしようって、お姉ちゃん悩んでるんだよ」

「……アリスちゃん……言い過ぎです……」

　顔を真っ赤に染めながら俯くティアは、図星です、という表情をしていた。

　俺は苦笑いしながら、ティアの美しい髪をもう一度撫でる。

　俺がイリスに取られる……か。この子は、そんなことを思っていたのか。

　この子は今、俺無しでは生きていけない。……そのことで、不安を抱かせてしまったのかもしれないな。

「安心しろ。……お前は俺の大切な妹だ。途中で捨てたりなんかしない……何があっても最後まで守り抜く……お前がそう望む限り、な」

　俺がそう笑いかけると、ティアは魂が抜けたような瞳で、ぽかんと俺を見上げた。

「……え？」

　俺たちの間に、沈黙が流れる。

　それからほどなくして、少女の上ずった声が、静せい謐ひつな森に響き渡る。

「そ……それはその……」

「ん？」

「最後まで、私と一緒にいてくれる……ということですか……？」

「ああ、お前が望むなら、な」

　再び、少女に笑いかける。ティアはあわあわと後あと退ずさりして、

「ふ……不ふ束つつか者ものですが……よ、よろしくお願いします……！」

　勢いよくお辞儀をした。

　それからティアは真っ赤な頰を両手で挟みながら、独り言を繰り返す。

「最後まで守り抜く……大切な妹……あ、いや、ここは大切な〝人〟じゃないことを悲しむべきなんでしょうか。あ、いや、でも、最近は妹とも恋愛感情が芽生えることもあると聞きますし、お兄様もそのタイプなのかも……。今はアリスちゃんたちが見ているから、照れ隠しに妹と言った可能性もあります……！」

　さっきまで固かった表情は完全に緩みきっており、あからさまにニヤけていた。

「よくわからないが……とりあえず、安心したか？」

「はい……！」

「じゃあ今度こそ、行ってくるな」

　もう一度ティアの髪を撫でると、少女はポーッとした表情で、気持ち良さそうに目を細めた。

　俺はエリンと名乗った孤児院の少女に、優しく声をかける。

「……あー、エリン。今から俺はイリスの元へ行ってくる。帰るまで少し時間がかかると思うから、それまでこの子たち二人を家の中に入れておいてくれるか？」

「……本当に、行くの……？　イリスお姉ちゃんは、とっても強くて、でもこの前来た悪い人たちは、お姉ちゃんと同じくらい強そうだった……お兄ちゃん……」

　心配げな眼まな差ざしで、エリンは俺を見上げた。

　イリスは元聖女であると同時に、エメリアでも有数の魔法使いだ。

　特Ａランクか……下手をすると、Ｓランクにも届いているかもしれない。

　そんなイリスを攫さらいに来るんだ。敵は間違いなく、一筋縄ではいかない相手だろう。




　──俺で、なければ。




「……俺の心配をしてくれるなんて、エリンは優しいな。けど、大丈夫だ。万が一にも、俺が帰って来ないことはない」

「信じて……いいの？」

「ああ、必ずイリスを取り返す。お前たちは食事の用意でもして、それを待っていてくれ」

　その瞳にはまだ不安の影が残っていたが、それでも少女は俺をじっと見つめながら、小さくこくりと頷うなずいた。

「よし、偉いぞ」

　茶色の髪を優しく撫でると、エリンは少しだけ笑顔を見せた。

　さて……行くか。

　ゆっくりと瞼まぶたを閉じ、意識を集中させる。

　空気中に漂うマナを、両足に凝縮させる。

　闇の中。俺の足元がまるで蛍火のように、淡く輝き出す。

「待っていろ……イリス」

　俺は、飛ぶように、駆け出した。
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　両足にマナを纏まとった俺の身体からだは、砂すな埃ぼこりを舞い上げながら勢いよく駆け出した。

　全身を覆う薄膜のような圧力が極限まで小さくなり、周囲の景色を高速で押し流す。

　それに伴って、意識も加速する。

　夜の闇に紛れ、研ぎ澄まされた刃やいばのように森を覆う重たい空気を切り裂きながら、俺の意識は極限まで高速化されていた。

　周囲の景色がだんだんとスローに感じられ、障害物である木々たちに進路を阻まれることなく、俺は身体をその僅かな隙間に押し込んで、出力を維持し続ける。

　時折尖とがった木々の端が触れ肩口に切り傷を造ったが、極限まで高められた集中力と空気中に漂うマナによる回復効果で、俺は意識の加速を切らさずに済んだ。

　イリスの住んでいる山をあっという間に通り過ぎ、俺は草原へと降り立つ。

　障害物も何もない、草花が揺蕩たゆたうだけの平地だ。

　全身は更に加速を強化する。

　地面に穿うがったような跡を残し、ただ昼間見た城だけを目指して、低く構えた身体は夜の闇に薄青いラインを描いていく。

　知覚は更に加速され、いつしか俺は周囲の音が聞こえなくなっていた。

　聞こえるのは──昔イリスと過ごしたあの時間に、彼女が俺に話した言葉だけ。

　俺たちが最も幸福だった時代に、あの子から言われた。

　まだ手足が棒きれのように細くて、胸だって薄っぺらかったあの子に。

　まだ心から人を信じきれないような目をしていた時の、あの悲しい少女に。

　出来の悪い人形のような、ぎこちない表情で言われた──。







『なに……これ……？』

『……悪いな、女の子が何が欲しいのかなんて、俺にはよくわからないんだ。気に入らないんだったら、すぐに別のを……』

『……いい』

『ん？』

『……これで……いい』

『そう……か』

『これ……──に……似てる……』

『……すまないイリス。今、なんて言ったんだ』

『お──さんに……似てる』







　あの時イリスに渡したのは、俺が南方の国へ出張った際に偶然通りかかった露店で買った、今思えばとても女の子が喜ぶとは思えない、綿と雑な裁縫で作られた騎士の人形だった。

　けれどイリスはそれ以来、俺が与えた人形をずっと肌身離さず抱きしめていた。

　当時外交関係のごたつきで俺は仕事が忙しく、なかなかイリスが起きている時間に王宮に設しつらえた俺たちの部屋に帰れずにいた。

　そんな時。深夜になって俺が家に戻ると、イリスはいつもあの人形を抱きしめながら、椅子に腰かけうつらうつらと眠っていたことを、記憶の中で反はん芻すうする。

　……どうして今更そんなことを思い出したのか。

　それは──あの孤児院。

　イリスを元気付けるため、幼い子供たちが懸命に飾り付けた、あの孤児院の廊下。

　ドアを開けた際に俺の瞳に映った、並べられていた人形たち。

　その中の一つ。明らかに年季の入った、古ぼけた人形。

『……お父さん……』

　……椅子に腰かけ、眠る少女の涙を。俺と重ね合わせた人形を思い切り小さな胸に抱きしめながら、うなされる少女の寂しさを思い切り吸い込んだあの人形が。

　不格好な騎士の人形が──確かにそこに置いてあったからだ。

「……本当に、いつまで持っているんだ、お前は」

　誰にも聞こえない呟つぶやきが、草原の闇に溶ける。

　イリスがだんだんと歳としを取り、俺たちの関係が拗こじれた後も、あの人形だけは、いつもあいつの側そばにあった。

　あいつが聖女になり、俺の部屋を出て行ってからは見てないと思っていたが……。

　なるほど、しっかり持って行っていたらしい。

　……本当に、よくわからない奴だ。

　今頃イリスはどうしているだろうか。

　城の中で一人、先の見えない不安に震えているだろうか。

　もしかすると、子供のようにめそめそと泣いているかもしれない。

　早く、助けてやらないと、な。







　カークライドの城が現れたのは、それから数分と経たたず。

　加速している最中に思い出したイリスとの昔話が、まだ脳裏に色濃く残っている時だった。

　山に踏み入ってしばらく、前方に屹きつ立りつする城を確認した俺は、静かに速度を落とす。

　距離は目視だが、数十メートルといったところだろう。

　生い茂る木々の向こう側。周囲よりも一段高い場所に聳そびえる古城。

　月の光だけが旅人を導く闇夜の中にぼおっと浮かび上がる、要塞のような城。

　どうやら中には誰かいるようで、仄ほのかな暖色系の薄明かりが、均等に配置された幾つもの窓からぼんやりと漏れていた。

　俺は城の主に気付かれぬよう、草木をかき分けながらゆっくりと慎重に進んでいた。

　あの中にイリスが捕らえられているにしても、無用な争いは避けたいからだ。

　堂々と城に踏み込み、襲い掛かる敵を薙なぎ払うのは容易たやすい。だが、それではイリスを助けるという今回の目的が達成できない恐れがある。

　敵に俺の意図が気付かれた場合、イリスだけを連れ出して逃げられる可能性がある。

　雑魚と争っている間にお姫様に逃げられてしまうのでは、元も子もない。

　それに、恐らくこの城の周囲には結界が張られている。周囲に広がるマナの雰囲気が城の周囲だけ微妙に違う。

　結界に触れた瞬間見張りが気付き、俺の存在が向こうに伝わるという具合だ。

　まずは、結界を解除しなければならない。

　……間近で見たわけではないので何とも言えないが、ただの古城の防壁にしては、やけに強固なものと雰囲気が伝える。……とは言っても、俺にかかればなんということはないがな。

　あいつを救う最も効率の良い方法は、敵に俺の存在を気付かれぬままイリスを見つけ出すことだ。

　……まあもっとも、首謀者であるあの銀髪の女を許すつもりはない。

　黒い鷹たかがイリスを攫さらった真意や、吸血鬼の研究については、イリスを助け出した後、ゆっくりと問い詰めさせてもらう。

　まずはイリスの救出を最優先し、それから首謀者たちを一網打尽にしてやろう。

　俺はカークライドの城へ歩を進めながら、聳え立つ古城を睨にらみつけた。

　吸血鬼になったせいか。暗闇の中、遥はるか前方に浮かび上がる巨大な城が、やけにはっきりと瞳に映った。







　だんだんと城へ近付いていくにつれ、俺はある違和感を覚え始めた。

「……門番が、いない？」

　石造りの高い城壁に囲まれた、カークライドの城。

　周囲をぐるりと石垣に囲われ、天に向かって塔の先端が突きだしているその要塞の侵入口は、恐らく他の城と同様に、正面にある城門だけだろう。

　入口がいくつもあると、その分警備もし辛づらくなる。

　故にこの手の城は、目に見える侵入経路を一つしか持たないのが一般的だ。周囲に侵入者を感知する結界を張り、入口を一つに固め、そこに見張りを置く。

　このような手段によって、貴族たちは城の安全を確固たるものにする。

　結界によって目視出来ない侵入者を感知。そして見張りを置くことで、結界をすり抜けてきた賊を人力によって発見する。

　網を二重に張ることによって、侵入者を見逃す可能性を限りなく小さいものにするのだ。

　しかし、どうやらこの城の城門には、門番がいないらしい。

　闇の中めらめらと松たい明まつの燃える城の入口には、開け放たれた門がどっしりとその存在感を外に示しているだけで、周囲に人の姿を確認できない。

　見逃してしまったのかと思いマナを探知してみたが、城門を警備出来そうな距離からは、人の気配を感じなかった。

　一体、どういうことだろう。よほど結界のクオリティーに自信があるのか、それとも……。

　思索に耽ふけりながら、俺はだんだんと距離を詰めていく。城を囲む城壁が、次第にその存在感を増す。

　闇の中、降り注ぐ月光を微かすかに反射させている結界の薄膜が見え、俺はその前にしゃがみこんだ。

　結界を構築しているマナは、結界を張った張本人のマナとリンクしている。

　あからさまな異変が起これば、敵に俺の存在を感付かれるだろう。

　最短かつ最小。蚊が人間の血を吸うかの如ごとく、一瞬で内部に侵入してしまうのが望ましい。

「……解デイサイ読フアリング」

　結界の薄膜に右手をかざす。ガラスのように透明だった結界が、仄かに幻想的な青を帯びだす。結界を取り除くためには、暗号のロックを解除してやる必要がある。

　通常、鍵を開けるには結界に施された特殊な魔術コードに対し、正しい回答を送らなくてはならない。

　金庫の暗証番号を入力するようなものだ。

　暗号は結界の奥底に眠っており、張った当人にしか知りえない。

　──だが俺は、微細な魔力操作によって、この暗号を盗みだす。

　瞬間的に、極少量のマナを流し込む。結界の内部に侵入させたマナを操作し、針に糸を通すように、内部を探っていく。

　これは、俺が体内にマナを持たないが故に可能なやり方だ。

　空気中には無限のマナが存在し、絶えず結界とも触れ合っている。

　結界と接触しているマナを使っている限り、敵に怪しまれることはない。

「……見つけた」

　暗号を入力する。

　俺の目の前に、人が一人通れる程度の穴がドーム状の結界に出現した。

　どうやら、問題なく侵入できそうだ。

　門番の件は少し気がかりだが……かといって、俺が出来ることは何もない。

　それに、ぐずぐずしていると相手に気付かれる恐れもある。

　敵の本拠地に乗り込んでいる以上、油断は禁物だ。俺は湧いてくる思案に蓋をし、結界をくぐった。数秒後、侵入を許した結界は何事もなかったかのように、自らの穴を塞ぐ。

　燃え盛る松明の炎が訪問者を歓迎する城の正門を一直線に目指し、だが周囲の警戒を怠らぬよう細心の注意も同時に払いながら、俺は草木をかき分ける。

　──異変に気付いたのは城門に接近し、正門から延びる石畳によって、身を隠す草木が途絶えた時だった。

　……なんだ、あれは。

　いや……あれは、あの時の。

　半歩飛び出た右足を引き、俺は再び身を隠す。

　視界に映ったのは、イリスの元へ向かう最中に突如として出現した、例の黒い何かだった。

　結界が存在する以上、外部からの侵入は不可能なはず。

　熊のような体たい軀くを持つ、黒い何か。なんとなく怪け訝げんには思っていたが……やはり発生源はこの城、か。

　どこからともなく現れたそれは、低く言葉にならない不気味な唸うなり声ごえを上げながら、ふらふらと法則性のない動きをする。

　……大方、何らかの実験の最中に出来た失敗作か。それとも未知の魔法生物か。

　とりあえず、気分が良くなるものではないだろう。

　身を潜め、じっと奴の動きを観察していると、不意に謎の生物は覚おぼ束つかない足取りでこちらの方へ進路を取った。

「……ぉ……ぉ……」

　振り子のように左右に揺れながら、黒い何かは俺が身を隠す茂みに向かって歩を進める。

　背後から照らす燃え盛る松明の炎と相まって、暗闇に燦さん々さんと映し出されるぼやけた奴のシルエットは、一層不気味に映り込む。

　俺は、喉をごくりと鳴らした。奴の動きに規則性はない。

　よって、俺の存在に感付いたわけではないだろう。

　偶然選ばれた進行方向が、俺の居場所と被かぶっていただけだ。

　意思の疎通が出来そうにないその生物は、酔っ払いのように、ふらふらとこちら側に近付いてくる。

　衝突は、避けられそうになかった。

　……仕方がない、斬るか。俺は腰を更に屈かがめ、臨戦態勢に入る。

　こいつが管理された存在であるならば、俺の存在が向こうに露見する可能性もあるが……今更逃げることは不可能だ。

　だったら今ここで、最短で仕留めてしまうのが、最も合理的。

　ゆっくりとこちらに近付いてくる奴を据わった瞳で見据え、俺は右手にマナを集中させる。

「……悪く、思うなよ」

　奴が茂みに足を踏み入れた瞬間。

　俺は微細なマナの粒子を、硬質なブレードに変化させる。

　何もなかったはずの右手から、ズオンと真まっ直すぐに剣が伸び、奴の分厚い体軀を貫く。

「……ぉ……ぉぉぉぉぉぉ……！」

　突然自らの身に起こった悲劇に、黒い何かは喉の奥をじりじりと鳴らしたような断末魔の声を上げた。

　身体からだを貫いた剣と、俺の方を交互に見る。

　熊のような体軀を形作っていた黒い何かは、そのまま塩をかけられたナメクジのように、身体をドロドロと溶かしていく。

　むわっと。ヘドロに似た不快な臭気が立ち込め、俺は顔を顰しかめた。

　周囲に滴る黒い液体は、丁寧に磨かれた石畳を真っ黒に染め上げ、奴が死んだという確かな痕跡を刻む。

「……急ぐ、か」

　俺は頰ほおに付着した返り血を舐なめとり、急ぎ足で門の中へと侵入する。

　奴の体液は、昔奴隷だった頃に吞のんだ泥水のような、不愉快な味がした。







　周囲に対する警戒を絶やさず、俺は城の敷地を内部へと進む。細心の注意を払いながら黒のコートを靡なびかせ、闇夜に擬態するように、身を隠し進んでいく。

　だが、門番が不在だったように、敷地の中にも人影は一人も見えなかった。

　気味の悪さを感じつつ、罠わなである可能性も考慮して、それでも周囲に対する警戒は怠らない。

　けれどそんな俺を嘲あざ笑わらうかのように、城の目の前に辿たどり着つくまで、結局見張りらしき人間と出会うことは一度もなかった。

　人間と限定したのは、例の黒い何かを遠くに目視することはあったからだ。

　屋敷を歩き回る不気味な生物は、あれから何度か見かけた。

　勿もち論ろん、気付かれないうちに早急にその場を離れ、あれから一度も戦闘をすることはなかったが……。

　まあ、いい。今考えても、答えは出ないだろう。

　それより──。

　俺は目の前で屹きつ立りつする赤あか煉れん瓦がの古城、その最上部で天を突く塔を見上げながら、思考を巡らせる。

「上を目指すか……それとも」

　幸運にも、ここに来るまで一度もこの城の住人とは会わなかったが、内部はこう上う手まくいかないだろう。

　城の住人が、待ち構えているはずだ。

　……イリスが捕らえられているのは、この城の上か、下か。

　城の上部か、それとも地下か。

　敵に俺の存在を気付かれ、イリスを救いに来たという意図に気付かれた場合、この選択を誤ると、全て後の祭りになる可能性もある。

　俺がもたついている間に、敵にイリスを連れて逃げられると、すべて水の泡だ。

　サクラの父親を救出に向かった時は、拷問の最中、決して部下に邪魔をさせないというグランヴァイオの特殊な性質に救われたが、そう何度も、幸運が続くとは限らない。

　もし外れを引いたら、敵にイリスを連れて逃げられると考えたほうが良い。

　さあ……どうする。

　物陰で思案する。

　すると、不意に昔イリスとした会話が浮かび上がった。
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『十四歳の誕生日、おめでとう。イリス』

『……もしかして、このために今日は仕事を早く終わらせてきたの？』

『誕生日は、大事だろ？』

『……けど、本当の誕生日じゃないよ。……本当に十四歳なのかも、わからないし……って、そんな悲しそうな顔しないでよ。私が悪いみたいじゃない』

『お前と出会ってから、ちょうど五年だ……時間が経たつのは早いな』

『本当……早いね』

『珍しく意見が合ったな。嬉しいぞ、イリス』

『……からかってるの？』

『本心だよ』

　俺が苦々しく笑いながらそう言うと、不機嫌な顔を覗のぞかせていたイリスは、含み笑いをした後、急に穏やかな表情になって──。

『……あの何もない地下室から私を救ってくれて、ありがとう』

　突然柄にもなくそんなことを言い出した。

　不意に発せられた感謝の言葉に狼ろう狽ばいして、何か企たくらんでいるのかと、俺は眉間に疑いのしわを寄せてしまう。

『どうした、急に……』

『たまには、私も素直になるわ。……でも、どうしてだろう』

　イリスは小さな顎に手を置き、小首をかしげ、悩ましげなポーズをとる。

『私の人生、いつも肝心なところで上手くいかないみたい。それもこれも、多分全部あなたのせいだよ、ジーク』

『……？』

　唐突に謂いわれのない責めを受けた俺は、疑問符を浮かべるばかりで。

　そんな俺に、イリスは深いため息で応じる。

『あの地下に来たのがもう少し若い人だったら……私の人生も少しは違ったのかなー……なんて』

『悪かったな、おじさんで』

　苦笑いしながら俺が髪をかき上げると、また、イリスは深くため息を吐つく。

『……全然、おじさんも悪くないんだけどね』

『お前の言っていることは……いつもよくわからないな』

『ジークって、意外と人付き合い下手だよね……得意そうなのに』

　言いながら、何故なぜかイリスは想おもい人と秘密を共有した少女のような表情で、嬉うれしそうに笑って。

『ま、わざわざ地下室までやってきて、女の子を助けちゃうような人なんだから、しょうがないか』

『……褒めてるのか、それ？』

『内緒』
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　あれは、イリスの十四歳の誕生日。

　当時俺たちの仲は既に拗こじれていたが、あの日だけは、親子らしい会話が出来ていたと思う。

　地下室から私を救ってくれてありがとう……か。

　考えてみると、誰かを助けた場所は、決まって日の当たらない闇の中だ。

　そうだ、な。

　オカルトを信じる趣味はないが、今回は自分の勘にかけてみるか。

　地下室を目指してみよう。

　そして、もう一度、あいつを救ってやろう。

　若返った俺だったら、今度こそ、あいつも文句は言わないだろう。
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　夜だというのに蠟ろう燭そくの灯あかり一つ灯ともっていない塔の最上部で、銀髪の女は窓に寄りかかりながら、屋敷の敷地を睥へい睨げいしていた。

　腰のあたりまで伸びた妖あやしい銀の髪に、艶っぽい唇。

　そして、この世のものとは思えないほど完璧に配置された顔のパーツは、まるで造り物のような、空虚で冷たい美しさを感じさせる。

　年齢は二十代前半だろうか。

　隆起した胸元とくびれた腰つきは、血のように紅あかいドレスと相まって──

「見る者に最上の喜びを与える……なんてどうかしら？」

　銀髪の女は、背後に佇たたずんでいた長身の男を振り返る。

　男は表情を一切変えず、獣のように鋭い眼光を崩さぬまま、小さくこくりと頷うなずいた。

「……異論はありません」

「そう。やっぱり真に美しいのはこの私よね……あんな、小娘じゃなくて」

　妖艶に微笑ほほえむその女の表情は、確かな狂気を孕はらんでいて、人々に悍おぞましさを感じさせるには十分過ぎるほどの凄惨さがあった。

　だが、やはり男は一切表情を変えず、淡々と業務報告をする。

「……鼠ねずみが一匹、紛まぎれ込んでいるようですが」

　銀髪の女は心底うんざりしたように、ため息を吐く。

「知っているわ。知っていて、泳がせているの」

「……意図が読めませんが」

「持ち上げてから、落とす……それが悲劇の基本でしょ？」

　女は手のひらを頰に当て、恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

　背筋が凍りそうなほどの、病的なまでに興奮した面持ちだが、やはり長身の男は一切感情を見せない。

「……お姫様を救ったと勘違いしたところで、一気に地獄へ叩たたきこんであげるわよ……ぼうや」

　女は死刑宣告でもするように、凄惨な表情で笑った。
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　城の一階部分に侵入した俺は、足音を殺しながら地下への階段を探していた。

　均等に配置された蠟燭の灯りが重なりながら揺れる城の廊下。赤い絨じゆう毯たんを、注意を払いつつ進む。

　侵入する前に探知で索敵を行ったが、どうやらこの城の一階部分には人がいないようだった。

　だが、それでも万が一に備え、警戒は怠らない。

　マナ探知は、人間にしか有効でないという特性があるからだ。

　さっき黒い何かに俺が気付かなかった原因はそれだ。人間固有のマナを探知しているが故、野生生物には機能しない。

　故に人間以外の敵は、完全に目視で確認しなければならない。

　蠟燭の灯りだけが頼りの夜だ。

　もし俺が人間のままであれば、骨の折れる作業だっただろう。

　──だが。

　薄暗い城の廊下の奥を、俺の双そう眸ぼうが凝視する。

　眼めの奥に力を入れ、瞳を凝らす。

「……いない、な」

　果てしなく長い廊下の突き当たりまで何もいないことを確認した俺は、ぽつりとそう呟つぶやく。

　吸血鬼の特性である夜目によって、今の俺は灯り一つない夜でも、昼間のように見み透とおすことが出来る。注意を怠らなければ、敵に発見されることはないだろう。

「……これは」

　廊下の中ほどで、あるものが目に留まり、俺は思わず立ち止まる。

　壁に掲げられている、精巧に描かれた家族の絵。恐らく、カークライド家の肖像画だろう。夜会服を身に纏まとった老夫婦と、息子と思おぼしき男。そしてその妻と幼い子供が、額縁の中、幸せそうに収まっている。

「……アリス、か」

　薄ぼんやりとした蠟燭の光に照らされる絵。そこではにかむ幼い子供は、髪の毛が長いことを除けば、アリスとよく似ていた。

　察してはいたが、やはりあの子はカークライドの孫娘……か。

　名家の孫娘が、ローラルでスリ紛いの生活。

『なんでも屋敷の主人は昔王宮に仕えていた貴族で、賢者の補佐役をしていたらしいんですがね、まあ四十年以上前の話ですが、それで三十年ほど前に隠居して、息子夫婦と一緒にここで暮らしていた、とか』

『暮らしていた？』

『ああ、なんでも主人とその奥さんが二年ほど前から怪しげな魔術にはまったらしくてね……。確か、孫が病気だったとかで……詳しい話はわかりませんが……それで、まあ、いろいろあったらしいですよ……。最終的には一家は離散、あの大きな屋敷はもぬけの殻ってね……まぁ、栄枯盛衰ってやつですわ、ざまあないですね』

　馬車に乗っている最中、御者とした会話を思い出す。

　病気の孫に、怪しげな魔術。そして、吸血鬼を追う銀髪の女に、黒い鷹たか。

　偶然のわけがない。

　怪しげな魔術とは十中八九、吸血鬼に関する研究だろう。

　吸血鬼の研究に、謎の黒い生物。

　さて、一体この屋敷で何が行われているのか……。

　まあいい。どの道すぐに明らかになる。







　地下への階段は、すぐに見つかった。

　微かすかに水分を含んだ湿っぽい地下の空気に、くぐもった足音だけが反響する。

　マナの濃度が薄くなる故、地下への階段を発見することは、それほど難しいわけではない。

　空気中に遍在するマナの密度に差が生じている場所へ、向かえばいいだけだ。

　たとえ闇のマナであっても、地形の微妙な変化によって、その密度は異なる。

　最短ルートで地下への階段を発見し、俺は壁を伝いながら、石造りの地下通路を、下へ下へと降りていく。

　この間の地下通路とは違い、一本道で構成されており、かなり進んだはずだが、まだ分かれ道には出会っていない。

　中は比較的広く、天井は背伸びをしても到底届きそうになく、時折足元を鼠がすり抜けるのを流し見る。

　地下には人の気配がなく、マナを探知したが、発見出来たのは最奥から感じた僅かな気配だけだった。

　俺の直感が正しければ、イリスだ。

　些いささか、順調過ぎるような気はした。

　ここまで敵に一度も出会うことなく、それに地下にも人がいない。幸運が過ぎると言えば、その通りだろう。罠わなだと言われても、強く否定は出来ない。

　……まぁいい。

　どの道今の俺に出来ることは、イリスを探すことだけだ。

　敵の手のひらで泳がされていようがいまいが、俺の選択は既に決まっている。

「……待っていろ、イリス」

　誰もいない地下の床を俺が踏みしめる音だけが、鼓膜を打つ。

　記憶の中、彼女との会話が、昨日のことのように浮かび上がる。

　──……ねえ、どうしてさ……どうして私を引き取ったの？

　あれは、イリスが聖女になるほんの少し前。

　月の光がやけに眩まばゆい真夜中。偶然深夜に目が覚めた俺が、顔を洗おうとベッドから起き上がった時のことだった……。
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『……ねえ、どうしてさ……どうして私を引き取ったの？』

　窓際で黄昏たそがれていたイリスは、俺を振り返り、心の奥底まで見透かしているような瞳で、ぽつりとそう尋ねる。

　何故なぜか表情は今にも泣きだしそうで、不意打ちを食らった俺の意識は、少女の複雑な思いに導かれ、覚醒する。

『……まだ起きてたのか』

『ねえ、答えて……どうして、私を引き取ったの？』

『いきなりどうした……？』

『別に、あなたが引き取る必要はなかったはずでしょ？　だったら、どうしてあなたが私を育てる決心をしたのか、聞きたいの……』

　適当にはぐらかしてしまおうかと思ったが、その時の少女の表情があまりに儚はかなげで。

　まるでこのままイリスがどこかに消えてしまいそうな予感がし、俺はバツが悪い思いで頰ほおを人差し指で搔かきながら、少女の瞳を見つめ返す。

『……俺が言わなくても、お前には全部お見通しなんだろ？』

『……ジークの口から、直接聞きたいの』

　瞼まぶたの端に、真珠のような涙が浮かぶ。その意味は、よくわからなかった。

　けれど、きっと今の問いはイリスにとって大事なことなのだろうと思い、俺はやれやれと苦笑いして、後ろ髪を搔きながら、少女の元へ歩み寄る。

『……昔、本当にずっと昔だ。……俺がまだ、初めて会った時のお前ぐらいの時……そう、俺がまだ奴隷をやっていた頃……とても仲の良い、女の子がいたんだ』

　イリスは聞き逃さないようにか、真まっ直すぐな瞳で、俺を見つめていた。

　一切曇りのない純じゆん真しん無む垢くな瞳が、俺を捉え続ける。

　殊勝な態度に心の底から苦笑いを浮かべ、俺はなおも言葉を紡ぐ。

『毎日毎日罵られて殴られて……そんな生活の中、俺とその子は、互いに慰め合って暮らしていた。……赤い髪のミライって名前の女の子でな。その子は気丈に振舞ってはいたんだが、俺の前でだけは、いつもメソメソ泣いていたことを、よく覚えてる』

　まだ想おもい出でになりきれていない過去を振り返りながら、俺は窓際を柔らかく照らす月を見上げる。

　少しの間そうやって黄昏ていると、イリスは服の袖を引っ張った。

『……続き』

『ん？』

『……続き、早く聞きたい』

『ああ、すまん』

　苦笑いして、俺は少女に向き直る。

『俺とその子は本当の兄きよう妹だい……というわけではなかったんだが、俺はいつからか、その子からお兄様、なんて呼ばれていてな。……笑うだろ？』

　妙に照れくさく、冗談めかしてそう言ったが、イリスは真剣な表情のまま、首を左右に振った。

『……笑わない』

『そう、か。……それでな、俺は力もない癖に、その子を絶対に守る……なんて、約束をしたんだ』

　──お前は絶対……俺が守る。

　──約束……ですよ？

『……けど、結局その約束は、果たせなかった。男に首を絞められて、苦しんでいるその子を……俺は、助けてやることが出来なかったんだ』

　その時の記憶は、まだ昨日のことのように、俺の脳裏に焼き付いている。

　きっと何があっても、決して消えないだろう。

『……絶対に守る……なんて約束をした癖にな。……悔しかった……力のない自分が。何も出来なかった自分が』

　強がるような笑みを浮かべる俺とは対照的に、イリスは今にも泣きだしそうな表情をしている。

『……お前と初めて会った時……そのどうしようもなく空虚で、世界を恨んでいるような瞳がな……俺が救えなかったその女の子に──』

『……もう、いい』

　俺の寝衣をぎゅっと摑つかみながら、イリスは眦まなじりに涙を浮かべる。

『……イリス？』

『辛つらいことを語らせて……ごめんなさい』

『いや、大丈夫だ……。もう、何も気にしていない』

『……噓うそ』

　青銀の髪をした美しい少女は、強がる俺を責めるような、同情するような、そんな複雑な表情を浮かべていた。

《心眼》

　イリスの能力を思い出した俺は、ふっと苦く笑う。

『そういや、お前に噓は無意味だったな』

　そう言いながら前髪をかき上げると、イリスは少しだけ表情を綻ばせた。

　それから、何故かイリスは親友にずっと好きだった人を奪われた少女のような面持ちで、深いため息を吐つきながら──。

『……やっぱり、私じゃその子に、勝てっこないね』

　意味深な呟つぶやきをする。

『ねえ、ジーク……』

『どうした？』

『昔、さ……よく、添い寝をしてくれたじゃない？』

『ああ。そうしないと、お前はなかなか寝つかなかったからな』

『……今日だけでいいから……さ』

　頰を染め、目線を泳がせるイリスは、月明かりに照らされて。

　桜色の唇がやけに艶っぽく見えた俺は、一瞬どきりと心臓が脈打つ。

『……今日だけは、私が眠るまで……側そばにいて欲しいの』

『……イリス？』

『……お願い』

　俺に身体からだを預け、イリスは自分の表情を隠すように、胸に顔を埋うずめる。

　イリスが俺の元を去り、聖女になるため教会へ向かったのは、それからちょうど、一週間後のことだった。
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　イリスとの想い出を振り返りながら、俺は地下を進んで行く。

　初めは一本道だった通路だが、次第に枝分かれし始め、俺は僅かに感じるマナの気配へと、足を速める。

　空気はだんだんと濁りを増しており、土と薬品が混ざったような臭いが鼻に付く。

　ここも、何かの研究所なのだろう。

　地下に降りてから何度か、打ち捨てられたように横たわる、黒い何かを発見した。

　地上で見た時とは違い、既に死んでおり、身体はドロドロに溶け、腐ったチーズのような異臭を発していた。

　地面には黒い液体が不均等に散らばっており、のたうち回った跡のように見えた。

　勿もち論ろん、詳細はまだわからない。一体あの生物の正体が何なのか、明確な答えは見つかっていない。

　この地下通路を隈くまなく調査すれば、何らかの解答は見つかるかもしれないが、今はイリスを探すのが最優先だ。

　……まぁ、とは言っても、大方予想は付いているが……な。

　地下の冷たい床に横たわっていた、幾つかの死体。その中の、一つ。壁に寄り掛かるように死に絶えていた、一体。腐ってドロドロに溶けた身体の中に、白い布きれが、微かすかに見えた。

　……俺の予想が間違っていなければ、あの黒い物体は。

「……元人間、か」

　風通しの悪い地下に、甲高い靴の音と、誰にも聞こえない呟きだけがこだまする。

　胸の内に微かな苛いら立だちを秘めながら、俺はイリスだけを目指して進む。

　周囲をぼんやりと照らす蠟ろう燭そくの灯りは、不気味にその炎を揺らめかせていた。
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　城に聳そびえる塔の最上部で、銀髪の女は窓に寄り掛かりながら、唇に笑みを浮かべていた。

　その表情には、世界が全て自分の思い通りに動くことを確信しているような、驕おごりと自うぬ惚ぼれが深く滲にじんでいる。

　薄闇の中、ひたすらにその存在感を放つ真紅のドレスは、彼女のどこか狂った美しさを病的なまでに強調しており、ある種の呪いを帯びていると言われても信じてしまいそうなほど、その赤は返り血のように悍おぞましい。

　ルーシェ・ディオラシ・ストリリバー。

　別名、千里眼の女神。

　同盟国側の『元』英雄。

　ジークフリードの圧倒的な力を前に、平常心を失ったルーシェは数多あまたの部下を殺し、多くの味方兵士を置き去りにしたまま、敵前逃亡をした。

　自分が支配者であることを信じて疑ったことなどなかった彼女にとって、自分という存在を脅かすエメリアの少年は、恐ろしくてたまらなかったのだ。

　ルーシェは、完璧な勝利を理想としていた。

　自らの優位を確信した上で、相手を跪ひざまずかせ、蹂じゆう躙りんする。それが、彼女の理想であり、歪ゆがんだ美学だった。

　だから、自分が脅かされる側になった時、冷静ではいられなかったのだ。

　それ故に、逃げ出した。部下の命を見捨てて。

　自分が逃亡したことによって部下の統率が取れなくなり、それによって幾千もの命が失われることは、どうでもよかった。

　理想の為ためなら、目の前で命がどれだけ失われようと、関係ない。

　世の中の全ては彼女の理想を達成するために存在するのであって、その為に自分がその美学を曲げるのは、ライオンが飢えた兎うさぎに自らの肉を差し出すようなものだ。

　彼女は、本気でそう考えていた。

　軍に身を置いているのは国を守りたいという正義感からではなく、より多くの人間を跪かせ、蹂躙し、殺したいという、彼女の欲求を満たすためだった。

　エゴにまみれた、完璧主義のサディスト。

　それが、彼女の本質だった。

　彼女はどこまでも悪人で、どこまでも自らに正直だった。

　目の前に屍しかばねの山を築き上げることだけが、彼女の渇きを癒した。

　そして戦争は、その全てを肯定した。

　百年戦争の終結後。国を捨てて逃げた彼女を待ち受けていたのは、激しいバッシングだった。

　非難。

　嘲笑。

　侮蔑。

　ルーシェは、自国を捨てた愚か者と罵られ、地位も名誉も失った。

　あらゆる者が彼女を責め、無責任な対応を非難した。

　だが、どうして自分が責められるのか、彼女には理解出来なかった。怒りすら覚えた。

　だから、殺した。鼻で笑いながら。

　自らの理想を邪魔する、うざったいハエを。

　戦後。自国を離れた彼女は、ただひたすら、ある観念に囚とらわれた。

　ルーシェ・ディオラシ・ストリリバーに、敗北の二文字は許されない。

　ジークフリードを、自身に初めて恐怖の感情を植え付けたあの少年を、この世から葬り去る。

　戦後の彼女は、ただその為だけに、人生の全てを捧ささげた。

　黒い鷹たかも吸血鬼の研究も、それほど興味はなかったが、それがあの男に死を与える一番の近道であるならばと、惜しみなくその身を差し出した。

　そして、計画は成しえた。ジークフリードは、死んだ。

　千里眼による城内の見張りという、直接ルーシェが手を下すことのない役割であったが、それでもあの男は、確かに絶命した。

「……これで私を邪魔する者は、もういない」

　声を押し殺しながら、銀髪の女──ルーシェは笑った。

「……だけれどね、ジークフリード……私は、あなたが死んだだけじゃ満足しないわよ」

　宿敵である男を殺しても、彼女の渇きは満たされなかった。

　だからこそ、ジークフリードを殺した後、ルーシェが次に黒い鷹から受けた命令は、願ってもないことだった。

　彼の愛まな娘むすめである、元聖女イリスを攫さらい、監禁せよ。

　宿命の敵を倒し、ある意味で目的を失っていた彼女にとって、イリスは次のターゲットにしては、十分過ぎるものだった。

　何故なぜ攫うのか、黒い鷹としての理由など、彼女にはどうでもよかった。

　イリスは、ジークフリードが愛した娘である。それだけで、理由は十分だった。

　だからこそ、ルーシェは彼が愛した一人娘を、攫い、監禁した。

　生かすことも、殺すこともなく、永遠に、この地下に幽閉してしまおうと。

　ジークフリードが死に、深く悲しんでいる彼女を側に置くことで、自分が確かにあの男に勝ったということを、強く実感できるから。

「……さあ、次は聖女様を救いに来た、坊や……ね」

　ジークフリードさえいなければ、彼女は無敵だった。

　獅し子しが兎を狩る時すらも全力を出すように、ルーシェはたとえ誰が相手であろうと、調査を怠ったりはしない。

　百パーセントの勝利を確信した上で、敵を嘲あざ笑いわらながら蹂躙することが、彼女の理想だった。

　今回、聖女を救うため城へ侵入してきた謎の少年。

　遊びで生かし、監視をしていた例の娘をごろつきたちの元から助け出した、吸血鬼の少年。聖女と知り合いだったのには驚いたが、向こうから来てくれるのは、好都合だ。

　おまけに、既に実力はある程度調べがついている。

　カークライド城の結界にはある仕掛けが施してあり、敵の実力を冷静に分析出来るようになっているのだ。

　少年のマナは、いたって平凡。

　失敗作やごろつきとの戦闘を見る限りそこそこやるようだが、千里眼の女神にとって、それは取るに足らないことだ。

　敗北する可能性は、ゼロ。負けは、あり得ない。

（やはり、私が負けるはずがない）

　確信した勝利。ルーシェはすらりと長い首をもたげ、天井を仰ぎ見る。

　勿論、不安要素が完全にゼロというわけではない。

　千里眼は映像によって相手を観察する能力であるが故、音を聴くことは出来ない。だから、少年が一体何を話していたのか、ルーシェにはわからない。

　それに、先ほど城に来る最中に見せた、あの妙な加速力。

　加速魔法は、長時間の利用は難しい。あの速度と使用時間であるならば、相当な使い手である可能性もある。

　だが、ジークフリードは既に死んだ。おまけに、少年のマナの鑑定も済んでいる。

　加速魔法の件は気になるが、恐らく加速に特化した性質なのだろう。

　魔法には、得手不得手が存在する。あの少年は著しく加速に特化した性質を持っていると考えれば、辻つじ褄つまが合う。

　恐れる必要はない。

「……そろそろ、向かわれた方がよろしいのではないですか？」

　部屋の隅で完全に気配を殺していた長身の男が、いつまで経たっても少年の元へ向かおうとしないルーシェに、そう諫かん言げんする。

　ルーシェは微笑ほほえみを浮かべながら、長身の男を振り返った。

「勝つだけなら、動物でも出来る。……アインハルト、人間はね、勝ち方を選べる生物なのよ？」

　ルーシェは、無邪気に笑った。
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　──涙は、とっくに涸かれ果ててしまっていた。

　広々とした地下の一室。

　私は、そんな部屋の隅っこで、膝を抱えて蹲うずくまる。

　その姿は、親を失った子供か、恋人に先立たれた可か哀わい相そうな女の子か、どちらにしろ、この部屋で一番景気が悪い雰囲気を醸し出しているだろう。

　床にはふわりと沈み込む絨じゆう毯たんが敷き詰められていて、ベッドはちょっとした部屋くらいの広さがあって、テーブルに置かれている食事に至っては、聖女だった頃にだって食べたことがないような、豪華な食べ物が置かれている。

　そんな豪ごう奢しやな一室にいながらも。

　私はベッドに顔を埋うずめるでもなく、椅子に座るでもなく、部屋の隅っこに丸まって、叶かないもしない願望に縋すがるしかなかった。

　涙はとっくに涸れていて。

　心も錆さびついてしまっていたけれど。

　不思議とジークのことを考えていると、少しだけ頭の靄もやが晴れるような気がした。

　それはきっと現実逃避で。

　そんなこと、私にもわかっていたけれど。

　それでも。

　たとえ幻だとしても。

　彼を求めずにはいられなかった。

「……ねえ、ジーク……私まだ……あなたに言いたいこと、沢山あるよ」

　記憶の中、いつも少しぎこちない顔で笑っているあの人に、私は語り掛ける。

　えっとね……。

　まず、あなたにありがとうを言いたい。

　私を救ってくれて、ありがとうって。

　いつも素直になれない私だけれど、それでも見捨てないで、ここまで育ててくれてありがとうって。

　沢山沢山迷惑かけたよね。

　数えきれないくらい、わがまま言ったよね。

　けど、あなたはいつも、しょうがないなとぎこちなく笑いながら、私のわがままに応えてくれたよね。

　けどね、ジーク。あんまり優しいと、悪い女の人に捕まっちゃった時、大変だよ？

　もう少し、厳しくても……。

　って、違う違う。

　今は、ありがとうを言う時間だった。

　本当に、私は嫌な子だ。

　それもこれも、全部あなたが甘やかし過ぎたからだよ？

「……本当に、優し過ぎるよ」

　誕生日。毎年祝ってくれて、ありがとう。

　照れくさくて、素直にありがとうって言えなかったけど。

　本当は、凄すごく嬉うれしかったよ。

　そう言えば。

　一度だけあなたに素直にありがとうって言えた日は、誕生日だったな。

　あの時のジークの夏に雪が降ったみたいに驚いた顔は、今でもよく覚えてるよ。

「……私がありがとうを言うのって、そんなに変かな？」

　膝を見つめ、苦笑いしながら私がそう呟つぶやいた時だった。

「……そうだな。お前はいつも、ぶっきら棒だったからな。あの時は、驚いたよ」

　記憶の中のあの人が、確かに、返事をしてくれた──。

　それは、如い何かにもジークが言いそうな言葉で。

　妄想だとわかっていても、私は少し嬉しくなって。

「しょうがないじゃない。……世の中は、好きな人に素直に好きだって言えるような、素直な子ばっかりじゃないんだもの」

　と、返事をした。
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　地下の最奥。

　石造りの通路が広がる地下で、木製の立派な観音扉は一際周囲から浮いていた。

　まるで鳩はとの群れに白鳥が紛まぎれているように、粗雑に造られた地下通路の中で、そこだけ別世界の趣があった。

　この中に、イリスがいる。

　俺は、手のひらを扉に思い切り押し込んだ。

　魔力で開閉されているらしき扉は俺がマナを込めると、鈍い音を立てながら、ひとりでに開く。

　部屋の中は明かりが点ついていないらしく、薄暗い。

　重厚に造られた扉に劣らず、最奥の一室は広々とした造りになっており、ちょっとしたパーティーを開くことも出来そうだった。

　中央には屋根の付いた大きなベッドがどしりと存在感を示しており、十人は卓を囲めそうな長テーブルの上には、豪華な食事が置かれている。

　監禁されていると言うよりは持て成されていると言った方が適切なほど、その一室は立派で、最悪の状況も想定していた俺は、少しほっとした。

　俺は瞼まぶたを絞り、イリスを探す。

　吸血鬼の瞳は、暗闇でも良く見通せる。

　イリスは、すぐに見つかった。

　彼女は広々とした部屋の隅っこに蹲り、何かをぶつぶつと呟いていた。

　どうやら、空想の中の俺に話しかけているらしい。

　……俺がいなくなったと聞いて、あいつがショックを受けているとは聞いていたが、ここまでか、と苦笑いをする。

「……私がありがとうを言うのって、そんなに変かな？」

　膝を抱えながら顔を埋めている姿を見るに、どうやら俺に気付いていないらしい。

　というより、部屋に誰かが入ってきていることにすら、気付いていないのだろう。

　俺は苦く笑いながら、イリスの元へ近付いていく。

「……そうだな。お前はいつも、ぶっきら棒だったからな。あの時は、驚いたよ」

　最後に会った時から、少しだけ大人っぽくなった聖女様に、俺はそう返事をする。

　どうやらまだ俺が側そばにいるのに気付いていないらしく、膝に顔を埋めたまま、イリスは少しだけ嬉しそうな声色で、

「しょうがないじゃない。……世の中は、好きな人に素直に好きだって言えるような、素直な子ばっかりじゃないんだもの」

　と言った。

　思わず、心臓の脈がはねる。

　胸の内に、今までのわだかまりを溶かすように、優しい何かが溢あふれ出だす。

　本当に、お前は……手のかかる娘だ。

「……そうだったのか。お前は……わかりにくい奴だな」

「だってさ、あなたが私のことをどう思っているのか、私には見えちゃうんだよ？　父親としてこの子を幸せにしてやろうなんて固く決意とかしちゃってる人に、女としてあなたが好きですなんて、言えないじゃない」

　無意識の告白は、まだまだ続き。

　俺は、思わず笑いが込み上げそうになった。

　目の前に俺がいると知ったら、イリスは一体どういうリアクションをするんだろう。

　すぐに伝えてやろうかと思ったが、俺が口を開くよりも先に、イリスの甘い言葉は、とめどなく溢れ出す。

「私は、あなたが好き。ずっとずっと、前から。あなたを、愛してる」

　……本当に、お前は。

　ずっと、確信が持てなかった。

　本当に、お前を拾って……育てて正解だったのか。

　俺がサクラ親子を助けたのは、もしかしたら、羨ましかったからなのかもしれない。

　あんな風に、互いに通じ合える、血の繫つながらない親子が。

　……今なら、言える。

　俺はお前を育てて、良かったよ、イリス。

「……イリス」

「……本当は幻じゃなくて、本人に伝えたかったんだけどね……でも、今は我慢する。だからもう少しだけ、私の話を聞いて？」

　今すぐにでも、伝えてやりたかった。

　俺はお前の元へ帰ってきたぞと、抱きしめてやりたかった。

　けれど、きっとその時の俺は自分でも信じられないくらい情けない表情をしていると思って、この子にそんな顔を見られたくなかった俺は、

「……わかったよ。好きなだけ、言え」

　後ろ髪を搔かきながら、そう笑った。

「えっとね……本当に、私はあなたに会えて幸せです。優しくて、カッコよくて……でも、ちょっとだけ不器用で……いつも少しだけ言葉が足りない、そんなあなたが好きです」

　俺もお前に出会えて、幸せだったよ、イリス。

　お前は普段はぶっきら棒で、つんと澄ました顔をしているけれど、人の痛みのわかる優しい子だ。

　少し言葉が足りないところもあるが……そこは、俺に似たのかな。

「いつも素直になれなくて、あなたにわがままばかり言った私だけれど、側に置いてくれて、ありがとう。……実は寝ている間に、あなたにキスしたことあるんだけど……気付いてた？」

　感傷に浸っている俺に、イリスはそんな爆弾を投げかける。

　俺は思わず吹き出して、笑いの止まらない顔を片手で覆う。

「……それは、初耳だ」

「そっか。気付いてると思ってたんだけど……本当に、肝心なところでいつも鈍いね」

「ほっとけ」

　イリスの告白は、なおも止まらない。

「あなたは私の人生で、一番大切な人です。私にとって、ジーク以上に大きな存在になる人は、きっと、出てこないと思う。……本当にあなたのことが、好きでした」

　けれど、イリスはそう言い終わってから、急に肩を震わせて──。

「……言いたかったよ……言いたかった……伝えたかった。ねえ、どうして……どうして私より先に、いなくなっちゃったの？」

　涙声で、そんなことを言い始める。

　絨じゆう毯たんの敷かれた床に、イリスの悲しみを吐き出すように、大粒の涙がボロボロと零こぼれだす。

「全部全部……ちゃんとジークに伝えたかった……。でも、言えなかった……言えなかった」

　イリス、ジークフリードは、しっかり全部聞いたぞ。

　だから、泣くな。お前が泣く必要は、もうないんだ。

「……俺は、ここにいるぞ。イリス」

「ううん、もう死んじゃったの。それくらい、私でもわかってる」

　力なく首を左右に振って、イリスは俺の言葉を否定する。

　俺は、一体どのくらいこの子を悲しませてしまったのだろう。

　……後で、謝らなくちゃいけないな。

「……お前の中のジークフリードは、簡単にくたばるような奴か？　あいつは、捕まったお前を置いて地獄に行ってしまうくらい、無責任な奴なのか？」

　俺はイリスに近付きながら、そう言葉を返す。

　すると、少女は怒ったように肩をびくりと持ち上げ、

「あなたにジークの何がわかるの！　馬鹿にしないで！　……仕方ないの……死んじゃったんだから……仕方ないの……」

　そう、愛にあふれた反論をする。

　お前が反はん駁ばくしている相手は、そのジークフリード本人だと知ったら、イリスはどんな顔をするのだろう。

　俺は彼女の優しさに思わず笑みをこぼしながら、イリスの側までゆっくりと歩いていく。

「……もう、放っておいて……幻は、もういらない……」

　間近で見たイリスは、すらりとした身体からだを小さく丸めていて。

　背中の震えを何とか鎮めてやりたくて、俺は後ろから、彼女を抱きしめる。

　イリスの背が少し伸びたことと、俺の背が少し縮んだことが重なって、最後に抱きしめてやった時と比べて腕の中は少しだけ窮屈になっていたけれど、それでもイリスはまだまだ女の子で、身体はぴったりと俺の腕の中に納まっていた。

　突然抱きしめられて驚いたのか、後ろから話しかけていた時は振り返りもしなかったイリスが、驚いたように目を丸くしながら、頭をもたげる。

　そして──。

「……え……噓うそ……噓……」

　俺の方をじっと見つめながら、小さく愛らしい口を、ぱくぱくとさせる。

　十九になったイリスと、いつの間にか彼女よりも年下になってしまった育ての親。

　これから、説明しないといけないことが山積みだなと、俺は少しだけげんなりと苦笑いしたが、心眼のおかげで最低限の説明で済みそうだなと、思い直す。

「待たせて、すまない」

　心の内が見え過ぎてしまうせいで、これまで沢山思い違いをした俺とイリスだったが、そのおかげで、こうして再会することが出来た。

　さて、後はこの物語をハッピーエンドで締めくくるだけだ、な。

　俺は地下への階段を下り始めた数人の気配に気を引き締めながら、彼女に笑いかけた。

「ただいま、イリス」
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　驚き一色に染まったイリスの瞳を、俺は微笑ほほえみながら見つめる。

　さっきまで奥に仄ほの暗ぐらさを宿していた少女の瞳は、俺の姿を見た瞬間、鮮やかに色を取り戻した。

　くしゃくしゃになった顔から大粒の涙を滴らせながら、何が何だかわからないという様子で、イリスは唇を震わせる。

「……どう……いう……ことよ……」

　瞳の端からとめどなく溢あふれ出だす涙は、少女の戸惑いを押し流す。

　弓なりの形の良い眉も、桜色の艶っぽい唇も、ガラス玉のような瞳も、今のイリスには、聖女と呼ばれていた頃の面影は影も形も見られない。

　そこにいたのは、凛りんとした美しさで人々の心を癒した聖女様というより、ただ純粋に喜びと戸惑いに声を上げて泣く、一人の女の子だった。

「あー……話せば……長くなる、な」

　何から話したらいいのかわからず、俺は困ったような苦笑いだけを返す。

　イリスは涙でぐしゃぐしゃになった顔で俺を見つめたまま、言葉を紡ぐ。

「ほんもの……よね……？　きえたり……しないよね……？」

　舌足らずな言葉で、イリスは不安げにそう尋ねる。

　ひんやりと少し冷たい手のひらを俺の頰ほおに重ね、そこに俺がいることを、必死に確かめようとする。

「ああ、本物だ。もう、消えたりしない」

「ほんとう……？　ほんとに……きえない……？」

　片手では物足りなかったのか、今度は両手で、イリスは俺の頰を挟みこむように撫なでる。

　涙で濡ぬれた顔を俺の方に近付け、目と鼻の先に、イリスの艶っぽい唇。

　少女の頰は驚きと戸惑いと興奮からか、微かすかな赤に色づいており、至近距離で見つめられた俺は、心臓の鼓動が速まるのを感じた。

「……ああ、俺は消えない。ここにいるのは、確かにジークフリード本人だ」

「かみさまが……さいごのごほうびで……あ……わせてくれたとかじゃ……ないよね？」

「……俺は、お前を助けに来た。ただ、それだけだ」

　俺が微笑みを返すと、イリスは喉を反らし、何かをこらえるように唇を引き締める。

　それから、温ぬくもりを確かめるように俺の身体からだを両手でぎゅっと抱きしめ、肩に顔を埋うずめた。

　二つの柔らかな膨らみが顔に押し付けられ、少女が動く度、形を変える。

「もぅ……はなさない……！　ぜったい……はなさない！」

　微かな痛みを感じるほど、イリスは俺を強く抱きしめる。

　部屋中に響き渡るような声で、甘過ぎて窒息しそうになるような言葉を叫ぶ。

「なにが……あっても……もう……はなさないから！」

　溢れ出す涙は、俺の肩を湿らせる。

　それはきっと、今まで俺が彼女に与えてしまった悲しみと寂しさで。

「……ごめんな、遅くなって」

　そのままイリスはしばらく、とめどなく溢れ出す涙で、俺の肩を濡らし続けた。

　声を震わせ、時折嗚お咽えつを漏らしながら、不安と後悔を押し流すように、大粒の雨を俺だけに降らせていく。







「……うぅ……うぅ……どうして私より……若くなってるのよお……」

　あれからしばらく。

　ようやく落ち着いたのか、俺の前にちょこんと座り、イリスは赤く腫れた瞼まぶたを擦こすりながら、そんなことを尋ねる。

　声はまだ震えていたが、それでも幼児のように泣なき喚わめいていたさっきよりかは随分マシで、イリスは少し恥ずかしそうに俺から視線を外している。

「お前には見えるだろ？　一体何があったのか」

「……わかるけど……わかるけど……意味がわからないじゃない！」

　イリスは怒っているように、プイと顔を逸そらす。

　けれど頰は照れくさそうに真っ赤に染まっていて、きっと、さっきの無意識の告白を恥ずかしがっているのだろうと推測した俺は、やれやれと後ろ髪を搔かく。

「まあ、世の中……不思議なこともあるらしい」

「……よかったね」

「ん？」

「生きて還かえれて、よかったね！」

　また、イリスは怒ったように声を張り、俺から顔を逸らす。

　さっきまであんなに素直だったくせに、どうやら今は恥ずかしさと照れくささの方が勝って、あなたが還って来てくれて嬉うれしいと、言えないらしい。

　今更隠してもどうしようもないだろと、俺は苦笑いを返すばかりだったが、そんな少女の不器用な態度も、今では愛らしい。

「……ねえ、いつから聞いてたの？」

「ん？」

「……わ……私の独り言……」

　視線をきょろきょろと泳がせ、俺のコートの裾を、縋すがるようにつまむ。

　俯うつむいて表情を隠そうとしてはいるが、少女は耳まで真っ赤に染まっており、ドギマギと揺れ動く感情が、手に取るようにわかった。

「……俺に言いたいことが、沢山ある……ってところから、かな」

　そう答えると、イリスはビクンと肩を震わせ、目を回したようにこちらに向かってうつ伏せに倒れこむ。

　俺は慌てて、少女の身体を抱きとめた。

「だ、大丈夫か？」

「……それって……全部じゃない」

　見られたくないのか、真っ赤に上気した顔を両手で覆い、イリスは恥ずかしさとやるせなさを吐き出すように、唸うなるような声を発する。

　よほど、俺に全て聞かれていたというのがショックだったらしい。

　俺は腕の中で行き場のない感情を爆発させる少女を見下ろしながら、苦く笑う。

　しばらくそうしているかと思えば──

「……ふふ……ふふふ」

　今度は身体を小刻みに震わせながら、イリスは笑いをこぼし始めた。

　俺は少し心配になって、

「イリス……？」

　彼女に呼びかける。

　けれどイリスは返事をせずに、肩の震えだけを大きくし──

「あっははは──」

　口を大きく開けて、幸せそうに笑い始めた。

　腕の中のイリスは吹っ切れたように、晴れやかな表情で俺を見つめ、

「私は、あなたが好き」

　飛び切り素直な表情で、飛び切り素直な言葉を俺に投げかける。

　虚を衝つかれた俺は、思わず眉を顰ひそめてしまう。

　そんな俺を見て、再びイリスはおかしそうにころころと笑う。

「……どうしたんだ、急に？」

「いやあ、もう隠してもしょうがないなあって。全部聞かれていたのに、今更隠しても私が馬鹿みたいなだけだなあって。そんなことを考えていたら、急におかしくなって」

　幸せそうな顔で、イリスは笑う。

　少女につられ、俺の表情も自然と綻んでいく。

「……そう、か」

　少女は、言いたくても言えなかった言葉を、もう一度伝えるように。

「イリスは、ジークフリードが好きです」

　流れ星に願い事を三回唱える時のように、やけに早口で、やけに忙しく。

「イリス・ラフ・アストリアは、ジークフリード・ベルシュタインが好きです」

　少しだけ照れくさそうに、けれど晴れやかに笑いながら、永遠に伝えられないと思っていた思いを、言葉に乗せる。

「……三回も言うこと、ないんじゃないか？」

「世の中、やらなかったことを後悔する人は沢山いるけれど、やり過ぎたことを後悔した人はいないって言うじゃない？」

「……好きにしろ」

「うん、私はあなたが好き」

　笑顔でそう返す少女の頰は、やはりまだまだ照れくさそうに赤く染まっていて、俺はだんだんとこちらに近付いてくる気配に意識を配りながら、イリスを見つめ返す。

「……イリス、もうすぐ──」

　少女の肩を少しだけ押し戻し、俺はこれからのことを伝えようとする。

　そうすると、イリスは何もかもわかっているという表情で──。

「わかってる。もうすぐ、ここに敵が来るんでしょ？」

「ああ、そうだ」

「仕方がないなあ……じゃあ、少しだけ敵に、あなたを貸しておくね。……ごめんね、ジーク……私今、力を殆ほとんど使えないの……だから、手伝ってあげられない」

　申し訳なさそうに、イリスは頰を人差し指で搔く。

「何か、あったのか？」

「ううん……ジークが死んじゃったのがショックで、魔法が殆ど使えなくなっちゃって……というより、さっきまで心眼が使えなくて、心も見えなくなっていたんだけど……あなたの顔を見たら、見えるようになったの。だから多分、もうそろそろ魔法も使えるようになると思うんだけど……」

　予想通りの返事に、俺は苦笑いがこぼれる。

「わかった、お前は俺の後ろに隠れていろ」

「特等席で、見てるわ……。そうだジーク、敵はどうやら、あなたに恨みを持っている奴らしいわ……だから、気を付けて」

「……俺に恨み？」

「ええ……あなたを大賢者から追放した作戦にも、参加していたそうよ」

「……安心しろ、もう、同じ過ちは繰り返さない。お前をこんなに苦しめたんだ、一瞬でけりを付けよう」

「本当、頼もしい。ジーク、好き」

　イリスが抱き着くように俺の胸に顔を埋めた時、固く閉ざされていた入口の扉が、ゆっくりと開いた。

　さあ、誰だかは知らないが、イリスを苦しめた罰を、しっかりと受けてもらおうじゃあないか。





[image: まーく]






「安っぽいドラマは、その辺で終わらせてもらえるかしら？」

　重厚な扉の向こうから現れたのは、長身の女だった。

　背中の方にまで及ぶ光沢のついた銀色の髪を靡なびかせ、血のように赤いドレスに身を包み、全てを見透かしたような薄ら笑いを浮かべている。女の背後には三人の男たちが佇たたずんでおり、そのうち一番背の高い男は、瞳に肉食獣のような威圧感を宿していた。

　闇の中、明らかにこちらを見下すように笑う女を睨にらみ上げながら、俺はイリスを抱き寄せる。

「……あら、いい表情をするじゃない。生意気な男の子は好きよ。初めまして、聖女様を救いに来た坊や。良いシーンだったわね。囚とらわれのお姫様を救いに来た、王子様みたいだったわ」

　女は、狂気を孕はらませながら、表情を醜く変化させる。

「路地で男を屠ほふったり、結界を解いて見せたり、門の前で失敗作を刺し殺したり」

　まくしたてるように、女は饒じよう舌ぜつに、知る由もないはずの事実を告げる。

　それは、昼からの俺の行動を全て把握していることを意味していた。

　その時俺は不意に、ある可能性に気が付いた。

　脳を駆け巡る稲妻のような電流。

　今までの妙な出来事と幸運に必然性を与える、たった一つのピース。

「そう……か」

　突然発動したギアス。

　城の見張りである門番の不在。

　内部に侵入してから、一度も敵と出会わないという幸運。

　それら全てを合理化する、その全てを肯定する、たった一つの可能性。

　銀色の髪、そして、全てを見通す《千里眼》とも呼ばれた能力。

　──そうか、お前は。

　光の届かない地下室。立ち込める闇の中から、俺はマナを集中させる。

「おい女……お前はどうして、イリスを攫さらった。こんな地下に監禁して……お前たちの目的はなんだ」

　女は、冷ややかな眼まな差ざしをこちらに向けた。

「……どうしてそれを、あなたに教えないといけないの？　……でもまあ、教えておいてあげる。私は完璧な勝利のみを理想とする。……全てを語った後、ゆっくりと料理してあげる。その方が、あなたの間抜け面も拝めそうだしね」

　過去を振り返るように、女は顎を指先で撫なでる。

　狂喜を孕はらんだ瞳が、大きく見開かれる。




「……それはね、イリス・ラフ・アストリアが、ジークフリードの愛まな娘むすめだからよ」




　唇を妖あやしく舐なめとりながら、女は話を続ける。

「初めはね、殺そうと思っていた。黒い鷹たかからの命令なんて私にとってはどうでもいい。だから、城に監禁しておけなんて命令を無視して、殺そうと思っていたの」

　紡がれる言葉は。

「けどね、イリスの顔を見た瞬間、そんな考えは吹き飛んでしまった。愛する男に先立たれ、絶望に染まるその表情を見ていると……殺しちゃうのは、勿もつ体たいないと思っちゃったの。もっともっと、後悔と絶望に染まるその姿を、この目に収めておきたいと思ったの！」

　病的なまでの。

「地下室で魂が抜けたようなその姿を見ているとね、身体からだ中の細胞が歓喜に震えるの！　私は確かに、あの男に勝ったんだと、あの男に……ジークフリードに復ふく讐しゆうを果たしたんだと!!」

　俺への執着を表していた。

「……それが理由よ。わかった、坊や？」




「……何故なぜお前は、そこまでジークフリードを恨む」

「あの男は、私に初めて恐怖という感情を植え付けた。支配者であるこの私に、ルーシェ・ディオラシ・ストリリバーに、ただの人間である男が……許せるはずがない……ッ！」

　やはりお前は、あの女か。

　百年戦争。エメリアを含む連合国を幾度となく苦しめた、同盟国側の美しい魔女。

　別名──千里眼の女神。

　敵の位置を寸分たがわず完璧に把握する常軌を逸した能力で、百年戦争の中盤、同盟国側の勝利を揺るぎないものにした、天才。

　俺が現れるまで、英雄の名を恣ほしいままにしていた、銀髪の女。

　戦場から逃げ出した、臆病者。

「……どうしたの。私の正体を知って、恐怖で凍り付いちゃったかしら──？」

　瞬間。女の全身から、火山が溶岩を噴き上げるようにマナが溢あふれ出だす。

　銀の長髪がぶわりと持ち上がり、両手に二本の短剣が出現した。

　女はそのまま地面を蹴り、猛スピードでこちらへと──いや──違う。

　ルーシェの全身から迸ほとばしるオーラは、急速に静まっていく。

　背後に佇んでいた男の一人がゆらりと身を躍らせ、俺の方へと地面すれすれを滑空するように駆けた。

　一番左側にいたずんぐりとした体形の、表情の薄い、肌が浅黒い男だ。

「馬鹿ねえ、わざわざ私があなたごときの為ためにマナを使うと思ったかしら？」

　足払いをするように、男は右手の長剣で俺たちの足元を滑り込むように斬り上げる。

　イリスを奥に突き飛ばし、しゃがみ込んで跳躍すると、鋭い剣先は行き場なく虚空を彷徨さまよった。

　跳躍の最さ中なか、俺は扉側にいるルーシェと男たちにも注意を払いながら、右手にブレードを召喚する。

　思考を、戦闘に切り替える。

　瞳に、屍しかばねの山を築き上げた底知れない闇が満ちる。

　──斬る。

　冷徹な雰囲気を全身に纏まとい、俺は刃やいばを握りながら、一瞬で間合いを削る。

　光のない、ただ目の前の敵を殺す機械のような相手の瞳に、動揺と戦せん慄りつが浮かび上がる。

　俺はそのまま敵の懐に潜り込み、有無を言わさぬ速さで斬撃を叩たたき込んだ。

　部屋に血の雨を降らせながら、敵は扉側まで吹き飛んでいく。僅かに両の手足を痙けい攣れんさせた後、男は動かなくなった。

「……どうした、恐怖で凍り付いたか？」

　肩を震わせながらも、その場から全く動こうとしない千里眼の女神に、俺は冷たく言い放つ。

　ルーシェはしばし沈黙した後、微かすかに微笑ほほえんで、合図をするように顎をしゃくった。

　その瞬間。背後にいた一人の男の瞳に、複雑な感情が入り込む。

　それはこれから決死の特攻を行う兵士のように、帰還を許されない者たちの、決意と諦観を表しているように見えた。

　何か、わけありなのだろうか。

　獣のような眼光を崩さぬ長身の男を背後に残し、男は歯を食いしばりながら、敵地に特攻をする戦士が如ごとく、俺の方へと地面を蹴り突進する。

　俺はその行動に疑問を抱きながらも、構わず、剣を走らせる。

　道を邪魔する者は、誰であろうと屍へと変える。

　戦争中、俺はそうやって生きてきた。そうであるから、生き残ることが出来た。

　今更、敵に情けや同情など与えない。

　だが、敵の肉体を剣先が通過するまさにその瞬間──。

「……ジーク……待って……ッ！」

　不意に、背後から俺の行動を制止するように、イリスの叫び声が響く。

　しかし、俺の剣は止まらない。男はさっきと同様に、ものの数秒で肉塊へと姿を変えた。

　銀髪の女はやはり冷たい表情のままだ。

「どうした、イリス」

「……ジーク……あの二人は……あの二人は……ルーシェ……ッ！」

　イリスが言いい淀よどみ、女を睨にらみ付つけた瞬間、奴は肩をぞわりと震わせる。

　そのまま、哄こう笑しよう。

　まるで策に嵌はまったこちらを嘲あざ笑わらうかのように、女は表情を歓喜と狂気で染める。

　異様な光景だった。

　既に敵は、四人のうち二人が死亡した状況。

　どうしてこの状況で、笑う余裕がある。

「楽しいショーを見せてくれてありがとう、坊や」

「……どういう意味だ」

「そのままの意味よ。楽しい舞台を、美しき予定調和を見せてくれてありがとう」

　女は自身の顎を撫でながら、口元に全てを見透かしたような笑みを浮かべる。

　予定調和だと──まさか。

「あの二人には初めから、死んで来い──って命令してあったの。良い散りざまだったわね……特に一人目は、演技だと思えないくらい切迫した表情で……よほど家族が心配だったのかしら」

　恍こう惚こつとした表情で、女は歓喜に声を震わせる。

　他人の生き死にを支配する驕おごりと快楽に、銀髪の女は悍おぞましく表情を狂わせる。

　そこで、完全に理解した。

　あの二人は、黒い鷹の構成員ではない。

　あの二人は──。

「無関係な人間を巻き込んだのか……ッ！」

「あら、ようやく気が付いたの？　そうよ。あの二人は私たちの仲間じゃないわ。あの二人はね、ついこの間見つけた、私の玩具おもちや。家族を人質にとってね、命令に背いたら、殺すと脅してね。よかったわね、坊や。あの人たちの家族を守れて。まあもっとも──」

　──もう殺した後なんだけどね。

　ルーシェは右手を払う。

　長身の男はこちらに向かって猛烈な勢いで突き進む。黒の髪をなびかせるその姿は、まさに弾丸。薄暗い闇の中、残像を残し、稲妻のような速度で俺の命を刈りに来る。

　さっきまでの生なま温ぬるさは、微み塵じんも感じられない。

　実力は、間違いなくＡランク。

「どうしたの、ショックで動けなくなった？　坊やに〝本当〟の人殺しは早かったかしら？」

　棒立ちを続ける俺に、女は蔑むような言葉を放つ。距離を詰め、目の前に黒髪の男が迫る。表情の薄い男は、短く──。

「──じゃあな」

　と言葉を吐き捨て、俺の右肩を目掛け、剣先を振り下ろす。

　ルーシェは、もう戦いは終わったと言わんばかりに、髪の毛を指でくるくると遊ばせている。

　この世界全てが、緩やかに静止していく。

　敵の動きが、ルーシェの勝ち誇った表情が、表情を変えぬ男が。

　全てが一枚の静止画のように、止まって見えた。

　そして、次の瞬間。全身の肉という肉が切り刻まれるような音が弾はじける。

　紛まぎれもない、断末魔。豪ごう奢しやな一室に、細切れになった人間の塊が、不気味な血の川を流した。

「……お前は、本当に噂うわさ通りだな」

　瞳に怒りと哀れみだけを映し、俺は女を殺意の眼まな差ざしで射止める。

　ブラッドの瞳が、金色に輝きだす。

「……馬鹿な……」

　ルーシェは肩を震わせ、今度こそ驚きよう愕がくしていた。

　一体目の前で何が起こったのか、全く理解出来ないと、その表情は物語る。

「ショックで動けなくなった、だと？　……ルーシェ、俺の両手はとっくに血で染まっているんだよ」

　何かを守るには、何かを捨てなくてはならない。

　悪魔に勝利するには、自らも悪魔に魂を売るより他にない。

　そんなことは、もう、嫌というほど思い知っている。

「……どうした、両足が震えているぞ？」

　俺は、先からまだ生温かい血が滴るブレードを握りながら、ルーシェの方へ歩み寄る。

　銀髪の女は唇を震わせ、一歩後あと退ずさりした。
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　たった今目の前で起こった出来事に、ルーシェは驚愕していた。

　組み上げてきたはずのパズルが、崩壊した気分だった。

　少年の剣けん戟げきに肉塊と化した黒髪の男──アインハルトは、間違いなくＡ級ランクの魔法使いだ。

　対して灰髪の少年は、結界で感知したマナの通り、せいぜいＣ級ランクが良いところ。

　番狂わせなど、万が一にも起こりえない。

　ルーシェは、結界に特殊な細工を施している。

　それは、結界の内部に自身の意識を滑り込ませることによって、それを解除しようとした者のマナを、探知するというもの。

　千里眼を持つ彼女にのみ可能な芸当。

　つまりあの結界は、外敵を排除する防壁であると同時に、敵のマナを鑑定する測定器でもあったのだ。

　そして、今回。結界を解除した灰色の髪の少年のマナは、間違いなく自然界にもありふれた、平凡な種類のものだった。

　マナには使う者によって独特の色が存在し、その希少性と魔法使いとしてのランクがある程度リンクしている。

　であるからこそ、ルーシェはたった今まで悠然と構えていられたのだ。

　万が一にも自分が負けるはずがないと、確信を持っていられたから。

（一体、どういうことだ。あの力は、一体どこから湧いてきた）

　まだ、ルーシェは気付いていない。自身のマナを使わず、大気中のマナを使用する、傑物の存在に。

　目の前にいる少年が、自身が最も恐れた相手である、ジークフリードであるということに。

「……さっきから何をぶつぶつと言っている、ルーシェ」

　灰髪の少年は瞳に凍えるほどの冷たさを宿しながら、こちらを見据えていた。

　全身からは、周囲の空間が震えていると錯覚を起こすほどの殺気が滲にじみだしていて、背後で身を潜める聖女でさえ息を吞のむような闘気を辺りに振りまいている。

　それは、ただの少年が纏うことの敵かなわない、幾度となく死線を潜くぐり抜ぬけた歴戦の戦士のみが発することを許される、強者の殺気。

（……こいつ……何者だ）

　先ほどの剣捌さばきと、このオーラ。間違いなく、ただの少年ではない。

　目の前の人物は、英傑と呼ばれる種類の人間だ。

　姿を隠そうとしても、必ずおせっかいな誰かが見つけ出し、国中にその名を轟とどろかせてしまうような。隠かくれて生きることを望んでも、世界がそれを許さない。

　そんな、常軌を逸した傑物。

（……だが）

　ルーシェの頭の中に、この少年に該当するような人物は、影も形も見当たらない。

　これほどの力を持っているのだ。思い当たる人物がいるのが、当然というもの。

　しかし、記憶の引き出しをいくら探っても、このような少年に心当たりはない。

　それが彼女の思考を更に混乱させる。

　そして、この場でルーシェが行った苦し紛れの鑑定によって、その困惑はますます深まることとなる。

「……体内マナ、ゼロ……だと？」

　天を突くような衝撃に、思わず唇から声が漏れ出る。

　理解不能な事実に思考が漂白され、時が止まる。

　相手の体内マナを読み取る鑑定魔法──身体からだの中に眠る潜在マナの量を可視化することによって、魔法使いとしての実力を正確に測定する魔法──は、間違いなく正常に発動したはずだ。

　あの少年が吸血鬼であることは既に織り込み済みだった。

　だから、それに驚きはない。しかし、体内マナがゼロとはどういうことだ。

　ルーシェはこの時まで、自身が構築した結界による測定器に、何らかの欠陥があったのではないか、と予想していた。

　その欠陥によって、少年の実力を見誤ってしまったのだ、と。

　しかし、事実は彼女の想定の遥はるか上を行く。

　体内マナが──ゼロ。

　それは、魔法の源であるマナが、体内に存在しないことを意味している。

　つまりこの少年は、そもそも原理的に魔法の使用が不可能であるはずなのだ。

「……そんな馬鹿な……どういうことだ……ッ！」

　しかしそんな原理原則など、先ほどの戦闘を見れば全くの無意味であることは明らかだ。

　この少年は目にも留まらぬ速さで魔法によって具現化された剣を振り抜いてみせた。

　そして、いとも簡単にＡランクであるアインハルトを亡き者にした。

　それこそが、ゼロという鑑定結果が誤っていることの証明。

（一体、どんな魔法を使った……ッ！）

　額からは彼女の焦りを表出するように、汗が零こぼれ落ちる。

　焦燥感と激しい困惑に、思考の回路が混乱する。

　確信していたはずの勝利が、手のひらからするりと逃げ出していく。

「……お前は、何者だ……ッ！」

　脳に充満した疑問は、口から溢あふれ出だす。

　マナを持たず、けれど膨大なマナを使う、そんな人物は──。

　いや、待て。

　まさか、まさか、まさか。

　その時ようやく、ルーシェはある可能性に気付く。

　目の前の少年が一体何者なのか、あり得ない答えに辿たどり着つく。

　体内にマナを宿さず、最強の名を恣ほしいままにした、天才。

　ジークフリード──またの名を──ゼロの大賢者。




「そんな馬鹿なッ……お前は……お前は死んだはずだッ!!」




　祈りにも似たルーシェの叫びが、地下室の薄闇に溶ける。

　そうだ。あの男は、確かに死んだはずだ。

　ジークフリードはギルバルド・フォン・ユーリィに魔封じの呪印を施され、哀れにも森に放逐された。

　ルーシェの千里眼は結界の防壁を突き破ることは出来ない。千里眼で見通せるのは、結界の張られていない領域に限る。

　それ故に、ジークフリードが絶命した場面を、ルーシェはこの目に収めたわけではない。

　だがそれでも、あの男は還かえらずの森と呼ばれている脱出不可能の領域に、誰も抜け出せたことのない、樹海の森に──。




「……悪いな、ルーシェ。まだ、地獄に行くのは早かったみたいだ」




　少年は、ルーシェに一歩一歩にじり寄る。

　彼から離れるように、銀髪の女は一歩一歩背後に後退していく。

　どうして目の前にジークフリードがいるのか、理解が及ばない。

　そもそも、ジークフリードは壮年になっているはずだ。対して、目の前に現れたのは、どこからどう見ても、十代の少年。

　それも、吸血鬼──いや、待て。

　その時ようやく、ルーシェは真相に辿り着いた。

　一体何が起こったのか、あの後、森で何があったのか。

　だが、それでも。

　脳が理解しても、心が、それを拒絶する。

「……そんな馬鹿な……そんなこと、あり得ない……あり得ない……あり得ない……ジークフリードは……ジークフリードは……私が殺したんだ……ッ！」

　髪を搔かきむしりながら、醜くそう吠ほえる姿は、まるで駄だ々だをこねる子供のよう。

　ルーシェは完全に我を失っており、信じたくない現実と、けれど信じぬわけにはいかない事実の前に、精神が錯乱する。

「ルーシェ……俺も、お前を死んだと思い込んでいたよ」

「……何？」

「戦争の後、どこかで野垂れ死んだのだと思っていた。まさか、生きていたとは。……というより、今の今まで忘れていたよ。だから、ここまで恨まれていたとは、完全に想定外だ」

　ジークフリードから紡ぎ出されるその言葉は、まるでルーシェなど眼中になかったと切り捨てているようで。

「……お前が俺を恨むのは勝手だ。いくらでも恨めばいい。……だが、イリスを傷つけた罪だけはしっかりと償ってもらう」

　野垂れ死んだと思い込んでいただと？

　忘れていただと？

　いくらでも恨めばいいだと？

　精神の均衡を崩した千里眼の女神は、そんな彼に、再び激しい憎悪を滾たぎらせる。

「どうした、ルーシェ……肩が震えているぞ」

「……ジークフリードォォォォ！」

　目の前の憎き男を跪ひざまずかせてやろうと、ルーシェはありったけの魔力を放出する。

　豹ひようが獲物の喉元に嚙かみつくがごとく、ジークフリードに向かって、跳躍する。

　憎い。

　目の前の男が。

　この私のことを愚弄する少年が。

　遥かなる高みからこちらを見下ろすような。こちらを蔑むようなその瞳が。

　だから──。

「殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやるッ!!」

　吐き出される憎しみは、明確な殺意を持って、空間全てを黒く塗りつぶす。

　しかし──。




「もう一度、恐怖を植え付けてやろうか……今度は、二度と立ち上がれないくらいに」




　金に光る眼光とその声は、今まで接したどんなものよりも恐ろしく。

　ルーシェは、空間全てが赤黒い何かに上塗りされていくような錯覚を覚える。

　果てしない恐怖と絶望に、身体が硬直していく。

　奥歯が震え、涙が溢れ出してくる。

「……ぅ……グゥゥゥウウウウウウウウウウウウウウッ！」

　自分を鼓舞するように、かき乱された心を落ち着けるように、その叫びは腹の底から絞り出される。

「私はルーシェ・ディオラシ・ストリリバー。優れた人間であり特別な人間であり選ばれた人間。だから、他人の生き死にを自由にもてあそぶ権利がある。狂わせ、絶望させ、恐怖させる……私は支配する側の人間なのッ!!」

　それは、ルーシェの虚むなしい驕おごり。

　自分自身を保つための、必死の強がり。

　だが、言わずにはいられない。言わないと、精神の均衡を保つことが出来ない。

　震える歯を何とか食いしばり、銀髪の女は狂った表情で少年と睨にらみ合う。

　自身の中に湧き上がる恐怖の感情を何とか抑え込み、空中で拳を固く握りしめる。

　逃げ出しそうになる自分自身を必死に抑え込み、憎き男を葬り去ろうと、剣を振り上げる。

「お前は俺が怖いんだろ？　逃げても、いいんだぞ」

　だが──。

「……ぉ……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　宙に浮いたルーシェの身体は突然方向転換し、少年の背後で佇たたずんでいたイリスの元へと突進する。

　限界だったのだ。

　ジークフリードの全身から発せられる闘気と圧力。

　それをこれ以上真正面から受け止め続けることに、彼女の精神は耐えきれなかったのだ。

　心の奥底から無限に湧いてくる恐怖という感情を、抑えきれなくなったのだ。

　二十年前のように、ルーシェは再び逃げ出したのだ。

　だが、それは。

　矛先をジークフリードから、彼の愛まな娘むすめへと変更するという選択は。

　この場において──悪手以外の何物でもなかった。

　金に光る彼の双そう眸ぼうは、更にその輝きを増す。




「……俺の娘に……手を出すなぁぁああッ！」




　戦争を終結させた英雄の怒声。娘を守る、父親の高潔。

　最悪の油を注がれたジークフリードの炎は、爆散するかのごとく燃え上がる。

　空間が震えていると錯覚を起こすほどの怒気が、異様な殺気が、地下室を覆いつくす。

　その瞬間、蛇に睨まれた蛙かえるのように、ルーシェの身体からだは完全に硬直した。

　激しい殺意と憎悪だけに支配されていた彼女の意識は、彼の激情によって、どこかに連れ去られる。

　ルーシェの剣はイリスに届くことなく、跳躍した身体は空中で撃ち殺された野鳥のように、醜く床に落ちた。

　体液をまき散らし、白に剝むかれた両の瞳は、何もない虚空を見つめている。

「……臆病者が」

　意識の混濁するルーシェに、その言葉は届いたのか。

　二十年越しの戦いは、互いの指先にすら触れることなく、決着した。
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「……おい、起きろ」

　俺は気絶したルーシェの髪を摑つかみ、左右に揺する。

　決着は付いたが、まだこいつには肝心なことが聞けていない。こんなところで寝てもらっては困る。

　乱暴に揺すると、ルーシェは呻うめき声ごえを上げながら、ゆっくりと瞼まぶたを開けた。

「……ぉ……ぉぉ」

「おい、ルーシェ。お前に聞きたいことが──」

　だが、俺の顔を見た瞬間。

「……ぁ……ああああああああああああああああああああああ！」

　余程俺の存在がトラウマだったのか、ルーシェは叫び声を上げ、両手で頭を守るように押さえ込み、蹲うずくまってしまう。

　舌打ちをし、俺は奴の銀の髪を摑み上げ、こちらを振り向かせた。

　両目からは止とめ処どなく涙が溢あふれ出だしており、顎はがくがくと震えている。

「おい、ルーシェ。聞け」

「お前は……死んだはずだ……お前は……死んだはずだ……そうだ……ジークフリードは死んだ……死んだはずなんだ……」

　意思の宿らぬ瞳で、ルーシェは壊れたようにそう繰り返す。

　すると、その声を打ち消すように、イリスの怒声が響き渡った。

「ジークが簡単に死ぬはずないでしょうが！」

　背後から現れたイリスは、俺の首元に両手を回し、背中に胸を押し付け、身体からだをこちらに預ける。

　それはまるでルーシェに俺たちの仲を見せつけているようで、その場違いな行動に俺は少しだけ苦笑いをした。

「……イリス・ラフ・アストリア……ッ！」

　オッドアイの聖女を見た瞬間、ルーシェの瞳に、再び意思の光が滾たぎる。

　聖女を睨にらみ上げ、ルーシェは言葉を吐き捨てる。

「何よその目は……羨ましくたって、代わってあげないから」

「小娘が……ッ」

「ええそうよ、私はこの人の娘。あなたみたいな厚化粧のおばさんとは違うの。よくわかってるじゃない」

「……貴様……」

「……あなたって可か哀わい相そうね。あなたの心……憎しみと劣等感だけで、何の思い出もなく、空っぽ。好きな人とか、いなかったの？」

「私を……愚弄するなぁぁああああああああああああああ！」

　ルーシェの叫びが、薄暗い室内に溶ける。

　イリスは、哀れむような眼まな差ざしで、そんな女を見下ろした。

「仕方ないじゃない。あなたは負けたんだもの」

「ルーシェ、答えろ。どうして黒い鷹たかは、お前にイリスを攫さらうように命令したんだ」

　この女は、言った。

『初めはね、殺そうと思っていた。黒い鷹からの命令なんて私にとってはどうでもいい。だから、城に監禁しておけなんて命令を無視して、殺そうと思っていたの』

　つまり、イリスを監禁したのは、ルーシェの私怨である以上に、黒い鷹からの命令であったのだ。

　何故なぜ黒い鷹はルーシェにイリスを監禁するように命じたのか、知っておく必要がある。

「……私が負けるなんてあり得ない……あり得ない……あり得ない……」

「答えろ、ルーシェ……黒い鷹は、イリスを連れ去って一体何をしようとしていたんだ」

「……ジークフリードが生きてた……そんなはずない……これは夢……夢……夢……」

　俺は狂ったように同じ言葉を繰り返す奴の髪を乱暴に摑み、視線を合わせる。

　語気を強め、放心状態のルーシェに睨みを利かせた。

　その瞬間。心ここにあらずだったルーシェの瞳に、恐怖の炎が再燃した。

　瞳に涙を浮かべ、怯おびえに支配されたように全身を小刻みに揺らす。

「……答えろルーシェ、お前たちの目的はなんだ」

「────ひっ……」

「早く言え」

「知らない、知らない。本当だ！　何故聖女が必要なのか、私は何も知らされていない！」

「……何？」

　何も知らされていないだと。

「ただ、大事な鍵だから手荒く扱うな、と……私が知っているのはそれだけだ！」

「大事な鍵とは、どういう意味だ」

「知らない！　本当だ、本当に私は何も知らない！」

「……本当か」

「横に聖女がいるのに、噓うそなど吐つかない！」

　俺は横にいるイリスを一いち瞥べつする。聖女は奴の瞳をじっと見つめた後、小さくこくりと頷うなずいた。

「どうやら、噓は吐いていないみたいよ」

「……そうか」

　イリスの心眼は、心の内を読み取る。

　だが、誰しもの心を完全に解読することが出来る、というわけにはいかない。

　初めて会った人間の心を、完璧に読み取ることは出来ない。

　だが、そうであったとしても、聖女の前ではどんな噓偽りも通用しない。

　それを見越して、あえて何も知らされなかったのだろうか。

　……この女も、所詮捨て駒……か。

「では、この場所は。城の中で出会った奇妙な黒い物体の正体はなんだ」

「あ、あの黒い生物は、人体実験の……失敗作よ」

　ルーシェは額に汗を滲にじませながら、唇を舌で舐なめる。

　人体実験の被験者……やはり、か。

「ここは、第一研究所で作り上げた不老不死の薬を、実際に人間に投与する実験場。あの黒い物体は、不老不死の成り損ない……哀れな出来損ないよ」

　第一研究所とは恐らく、隠かくれの林の地下にあった、あの場所のことだろう。

　不老不死の成り損ない。

　ということは、やはりあいつらは元人間……か。

「……面白いことにあの子たち、理性を失っているくせに、記憶だけは残っているらしかった！　あなたが城門の付近で殺した子は元門番だったのよッ！　化物になっても仕事のことは忘れてなかったのかしらね！　ははは、面白いでしょう！」

　唇を震わせながら、ルーシェは表情を狂気で染め上げる。

「この城には殆ほとんど人がいないでしょう？　それはね、全部全部、私が実験材料にしたから。敵も味方も構わず。薬を投与するとね、呻うめき声を上げながら、ドロドロに溶けていくの！　助けて助けてって、泣なき喚わめきながら!!」

　俺に対する恐怖と、サディスティックな本質とがごちゃ混ぜになったような表情。

「……下げ衆すが」

「ええ、私は下衆よ。でも、あなたはどうなの！　戦争とは言え、罪のない人間を何万人も殺してきて、今ものうのうと生きながらえる、あなたの方がよっぽど化物なんじゃないのッ！」

「……ジークを、あなたなんかと一緒にしないでッ！」

「イリス」

　俺は前に出ようと身を乗り出したイリスを片腕で制止する。

「人を殺して何も感じないのは、化物だけだ。正解だよ、ルーシェ」

　俺は剣を奴の首元に振り上げる。

　血走ったルーシェの双そう眸ぼうは、俺をこのまま地獄に連れていくと言っているように、薄闇の中、確かな狂気を光らせている。

　俺は奴を見下ろしながら、その恨みのこもった表情を、記憶に刻み付ける。

　何も知らないこいつを、生きながらえさせておく理由はない。

　──戦争が生んだ怪物は、俺がここで葬り去る。

「ははははははははははははははッ！　良かったわね、また大好きな人殺しが出来て！」

　俺は、剣を振り下ろした。

　奴の首は俺の方を真まっ直すぐに見つめたまま、ごろりと、床に転がり落ちた。
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　城を後にした俺とイリスは、山道を二人で歩いていた。

　森の中は深い闇に包み込まれていて、時折遠くの方から獣の鳴き声が響く。

　イリスは何か思うところがあるのか、俺に身を寄せながらも、城を出てから口をつぐんでしまっていて、何も話そうとしない。

　だが、山道も中腹に差し掛かった頃、突然イリスは立ち止まった。

　涙で潤んだ瞳で俺の方を真っ直ぐに見つめ、言葉を紡ぐ。

「……人を殺して何も感じないなんて、噓ばっかり」

　うるうると潤んだ瞳と、顰しかめっ面はまるで俺を責めているようで。

　俺はそんな少女に可愛かわいらしさを感じつつ、苦笑いをしながら、「すまん」と小さく言葉を返す。

「一人で何もかも抱え込んで……背負わなくていいものまで、全部背負おうとして……本当に、あなたは不器用な人！」

　口をへの字にして、イリスはぷんと桜色の頰ほおを膨らませる。

　朧おぼろげな月明かりに照らされる少女は、思わずドキリとするほど美しくて。

　その時俺は、彼女をとても愛いとおしいと感じた。

　そんな俺の感情が伝わったのか、顔を顰しかめていたイリスは、みるみる内に頰を真っ赤に染め上げる。

　顔を背け、腕を組み、反対側に向かって声を張る。

「ちょっ……い、今はお説教の時間なんですけど」

「すまん」

「……反省しなさい」

「いや、二年前より綺き麗れいになったと思ってな。思わず見み惚ほれてしまった。親の欲目……かな」

「────えっ」

　ちらりとこちらを振り返ったイリスの顔は、さっきよりも遥はるかに赤みが増していて。

　そのまま時が止まったように、俺の方をじっと見つめる。

「……イリス？」

「もう……ばか！」

　再び時の動き出したイリスは再びプイと顔を背け、無理やりに声を張り上げる。

　俺は苦笑しながら、「すまん」と返した。

「……」

「イリス？」

「……ねえ」

「ん？」

「……も、もう一回言って」

「何をだ……？」

「に、二年前より……き、綺麗になったって……」

「二年前より、綺麗になったな」

「────ッ！」

　顔を両手で覆いながら、イリスは声にならない叫びを上げる。

　それから、まるで呪文を唱えるように、同じ言葉を何度も繰り返す。

「……違う……違う……今はお説教タイム……お説教タイム……」

「どうした？」

　俺がそう尋ねた瞬間、

「ジーク！」

　イリスは俺の名前を声高に叫び、こちらを真っ直ぐに見つめた。

　頰はまだ赤みが引いていない。

　けれど、少女の表情は真剣そのもので、瞳も少し潤んでおり、俺は何も言わず彼女を見つめ返した。

「あなたはいつも、一人で全部背負おうとする。あなたが背負う必要のない荷物まで、全部全部、肩に担いでいこうとする！」

「……」

「そのくせ、絶対に辛つらいとか苦しいとか言わないでおこうと、固く決意してる！　……それが、唯一の罪滅ぼしだと思っている」

「……」

「あなたは世界のどこかで誰かが被っている不幸を、心の底から悲しむことが出来る優しい人……そして、その全てを救えないことも、どこかで切り捨てなきゃいけないこともちゃんとわかっている……思慮深い人」

「……」

「そんなあなたが決めたことだもの、私はそれを否定しない……否定出来るはずがない！」

　けどね、とイリスは優しく俺の頰に触れた。

　眦まなじりの端には、美しい涙の線が出来ている。

「……私は、あなたに救われた。だから私には、あなたに恩を返す義理がある」

「……イリス」

「だから、本当に苦しい時は私に──なんて言っても、どうせあなたは一人で突っ走っていっちゃうんでしょ？　知ってる、頑固者」

　再び、イリスはぷいと頰を膨らませる。

　突然の誹そしりに、俺は思わず苦笑いがこぼれる。

　それから、イリスはとても優しい表情になって──、

「……だからね──」

「──お、おい」

　何を思ったのか、俺の首元を両手で優しく摑つかんだかと思うと、そのまま自分の胸元に、俺の顔を埋うずめさせた。

　柔らかな感触と仄ほのかに甘い香りに、頭が少しくらくらとする。

「……こうやって、無理やり甘えさせてあげる」

「……」

「だ、だってほら……今は私の方がお姉さんだし……？　肉体的に……」

「……」

「ちょ……ちょっと……何か言ってよ」

　自分でやっていて恥ずかしくなったのか、イリスの胸の高鳴りが、文字通り胸から伝わる。

「イリス」

「な、なに？」

「……ありがとう」

「……うん」

　優しい少女の呟つぶやきが、俺だけに聞こえてくる。

「ねえ、ジーク……今日は、月が綺き麗れいだよ」

「……残念ながら、お前がこの腕を解ほどいてくれないから、見えない」

　苦笑いしながら俺がそう返すと、イリスは少しだけ寂しそうに笑った。

「……じゃあ、見なくていいや」

「……なんだ、それ」

「……私にとって一番大切なことは、ジークが幸せだってことー」

「……やっぱりお前の言っていることは、よくわからないな」

「負けを運命付けられた女の矜きよう持じ、よ。感謝しなさい」

「……ありがとう、イリス」

「……うん」

　そうして夜の森に、穏やかな時間が流れていく。
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　ねえジーク。

　私、あなたがまだ私のことを……娘としか思えないこと、ちゃんとわかってるよ。

　やっぱり、イリスのことは女として見ることが出来ない。

　だから、ごめんって……心の中で謝ってること、ちゃんと伝わってるよ。

　本当に、ジーク……あなたは酷ひどい人だね。

　こんなにあなたが大好きで、あなたのことを考えると夜も眠れないような乙女を……振っちゃうんだから。

　言葉には出さなくても、心の中で、残酷な事実を告げてしまうんだから。

　あーあ、この目が視みえ過ぎなければ、もう少し夢見心地な気分でいられたのかな……。

　……でも、いいの。

　私はもう、それでもいいの。

　昔は、今みたいにあなたが私の気持ちに応えてくれないことを、もどかしく思った。

　どうしてって、あなたが見ていないところで、何度も何度も涙を流したりした。

　……本当は大好きなのに、大嫌いなんて噓うそを吐ついたりした。

　けどね、ジーク。

　私は思うの。

　きっと私は、あなたがこんな人だから。

　こんな風に私をいつまでも不器用に娘として愛して、昔救えなかった、たった一人の女の子をいつまでも忘れることが出来ないような人だから。

　私は、あなたを好きになったんだと思う。

　もしもあなたが今みたいな人じゃなくて、もっともっと器用な人だったら。

　私はこんなにも、あなたを好きになったかな？

　あなたは何でも器用にこなしているように見えて、でも実はとっても不器用で……。

　そして。

　私はそんなあなたを好きになった。

　そんなあなただから、好きになった。

　だからね、あなたの良いところも悪いところも、全部私が愛してあげる。

　いらないって言っても、無駄だよ。

　私はね、もう後悔はしないようにするって決めたの。

　私に好かれたのが、運の尽きだったね。

　大人しく、幸せになりなさい。





[image: まーく]






「……やっと帰ってこられたな」

　ようやく視界に現れた孤児院に、俺は感慨深くそう呟いた。

　ここを出た時は真夜中だったが、既に夜は明け始めており、東の空は薄青い。

　帰って来るまでの間、俺たちは失った二年間を埋めるように、様々なことを語り合った。

　俺の言葉は話す前からイリスに伝わっているはずだが、俺の口から直接聞きたいという彼女の要望で、自分の身の上をイリスに話した。

　ティアの話をする度に、『……会っていきなり妹を主張するのはどうなのよ……』と若干不機嫌そうにぼやいていたが、そのすぐ後、何か腑ふに落ちたように『……あ、じゃあ私も姉を主張すればいいのか……悪くないわね。……これからはお姉ちゃんて呼んでもいいわよ』と頰ほおを赤らめながら腕を組んで来たので、俺は苦笑いを返すより他はなかった。

「……本当に、ありがとうね。ジーク」

「いや、たいしたことな──」

　礼に対し俺が返答しようとした時、唐突にイリスの唇が頰に触れた。

　虚を衝つかれた俺が彼女を振り向くと、イリスは悪戯いたずらっぽい表情で笑いながら、今度は反対側の頰にキスをしてきた。

　俺は苦笑する。

「……なんだ、いったい」

「助けてくれたお礼。そう言えば、まだ何もしてなかったなーと思って」

「さっき顔を胸元に押し付けたのは、礼じゃないのか？」

「……あれはお説教の一環、よ」

　そう言って、イリスは髪の毛をいじりながら少しだけ頰を赤らめた。

「随分至れり尽くせりなお説教だな」

「……だって、しょうがないじゃない。私はあなたが好きなんだから」

　俺の腕をぎゅっと摑み、身体からだを寄せながら、イリスは俺の耳元で恥ずかしそうに囁ささやく。

　苦笑いしながら俺は「そうだったな」と返事をした。
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「お兄様ー！」

　孤児院の敷地に足を踏み入れた瞬間、目の下に少しクマの出来たティアが、俺の元へ一目散に飛び込んできた。

　走ってきた勢いで俺の腰をぎゅっと摑み、それから何を思ったのか急に恥ずかしそうに顔を赤らめて、飛び跳ねるように俺から手を離した。

　後からアリスに聞いた話だが、みんなが寝静まった後も、入口の前で夜通し俺のことを待っていたらしい。

「……あ……す、すみません！　つい勢いで……」

「俺たちのことを待っていてくれたのか？」

「……は、はい……。……すみません、お兄様を信頼していると言ったのに、どうしても不安で……」

　上目遣いで俺を見上げながら、ティアは瞳を潤ませた。

　俺は少女を安心させようと、髪を優しく押し撫なでる。

「ありがとう、ティア」

「……そんな、私は待っていただけです」

　ティアが泣きそうな顔でそう答えると、横からイリスが笑いながらため息を吐く。

「いいのよ、待っているだけで。ジーク……ゼロは女の子を待たせておくのが趣味なんだから」

「それは、嫌味か？」

「……嫌味なんて言うはずないじゃない、わ、私はあなたが好きなんだから」

「さっきからそればっかりだな」

「……だって好きなんだもの」

　顔を赤らめながら、イリスはボソリと呟く。

　確かに大胆な愛の告白を俺に聞かれた手前、もう隠しても仕方がないのかもしれないが、こう至近距離で何度も何度も言われるとこっちが少し照れくさい。

　俺が苦笑いを浮かべていると、ティアはイリスをぽかんと見つめた後、唐突に表情を蒼あおく染め上げた。

「え……え……す……好きとは……好きとはどういうことですか？」

「お、おい。どうした、ティア」

「そ、そ、そ、そ、そちらの方が、い、イリス様ですか？」

　明らかに動揺しているティアを尻目に、イリスはまるで見せつけるように俺の腕を取った。

　身体を寄せ、ティアを見下ろし、にこやかな笑みを作る。

「ええ、そう。私がイリス……好きっていうのは、多分あなたが考えている通りの意味よ」

「と、と、と、と、と、言いますと？」

「愛してる……ってこと」

「────」

　ティアはまるで魂の抜けたような顔で、口をぽっかりと開ける。

　それから泣きそうな顔になり、なんとか自分を落ち着かせようとしているのか、胸の前に手を置き、震える唇で言葉を紡いだ。

「……そ、そ、そ、そうですか」

「ちなみに、どうやらこの人も私を愛しているみたい」

「え……？」
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「さっき、いっぱい抱いてもらったの」

「え……？」

「おい待てイリス、それは少し意味合いが──」

　確かに俺はイリスを愛しているが、それはやはり娘としてであって、少し意味合いが──そう言おうとした時、ティアの方から何かが壊れる音が聞こえたような気がした。

「あ……あ……あ……」

　ティアは顔面を蒼そう白はくにさせながら、俺たちの方をがらんどうになった瞳で見つめている。

　それからしばらく呆ぼう然ぜん自失の表情で沈黙したかと思うと、「お兄様がそれでいいなら、私は……私は……」と呟つぶやき、ぎこちない動作で孤児院の方へと戻っていった。

　その姿を見ながら、「……少しやり過ぎちゃったかも」と独り言を呟くイリス。

　さてこれからどうしようかと、俺はげんなり苦笑いを浮かべるほかなかった。
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「イリスお姉ちゃん！」

「……うわあああああああああああああん！」

「お姉ちゃん……お姉ちゃん……」

　孤児院の中に入ると、俺たちの帰宅に気付いた子供たちが、まるで雪崩のように押し寄せてきた。

　イリスは子供たちに揉もみくちゃにされながらも、一人一人優しく抱きとめる。

　子供たちもイリスも皆、眦まなじりには涙を浮かべていて、俺はせっかくの再会を邪魔しないよう、こそっとその横を通り抜け、先に奥へと入ってしまおうとした。

「お兄ちゃん、お疲れ様」

　廊下の角を曲がると、まるで俺がそう来ることをわかっていたように、アリスがにっこりと可愛かわいらしい笑みを浮かべていた。

　俺はアリスの金色の髪を優しく撫でる。

「ただいま、アリス」

　アリスは俺を労ねぎらうように親指を立てて、「流石さすがはお兄ちゃん」と歯を見せて笑った。

　俺が無言で笑みを返すと、アリスは何かを思い出したように「あっ」と声を発する。

「それはそうとさ……お姉ちゃんどうしちゃったの？　急に家の中に戻ってきたかと思ったら、奥の部屋で膝を抱えて蹲うずくまってるんだけど」

「ああ、まあ……ちょっと色々あってな」

　俺が苦笑いを返すと、アリスは小さな顎に手を置いて、「これは事件の匂いがするね……」と深刻そうな顔をした。

　それから気持ちを落ち着けるように大きく深呼吸し、真剣な表情で俺の方を真まっ直すぐに見つめ返す。

「ねえ……お兄ちゃん」

「……どうした？」

「……実はね、言わなくちゃいけないことがあるの」

　来たか、と。

　俺は海のように青々と揺れるアリスの瞳を、正面から受け止めた。







「……で、話とはなんだ？」

　周囲に誰もいないことを確認して、俺はアリスにそう尋ねる。

　あれから俺たちは孤児院を裏口から出て、裏庭に降りた。

　きっと他の人には聞かれない方がいい。そう思い、俺が場所を変えようと提案したのだ。

　朝の空気はまだひんやりとしていて、アリスは少しだけ寒そうに、手のひらを摩さすり合わせている。

「あの……先に訊きいておくけど」

「なんだ？」

「……アリスのこと、もうわかっちゃったりする？」

　恐らく、城でアリスのことをルーシェに訊いたか、と言いたいのだろう。

　アリスが何故なぜカークライドの城を出て、ローラルでホームレスをやっていたのか、その理由を俺がもう知ってしまったか、と尋ねているのだ。

「……いいや。偶然絵を見てしまったが……それ以外は何も知らない」

　アリスに一体何があったのか。俺はあえてルーシェには尋ねなかった。

　きっと、俺に知られたくないことなのだと思うし。後で必ず話す。そう言った少女の言葉を信じて、アリスから告白してくれるのを待とうと思ったのだ。

「……そっか。やっぱりお兄ちゃんは優しいね」

　目を伏せ、アリスは震える右手を左手で押さえる。

「……実はね、ずっとお兄ちゃんたちに黙っていたことがあるの」

　金髪碧へき眼がんの少女は大きく深呼吸し、俺の瞳を真っ直ぐに見つめた。

　ぎゅっと唇を嚙かみ、それから視線を逸そらすようにやや俯うつむいて、

「……アリスは……お兄ちゃんに、謝らないといけないことがあるの」

　と、押し殺した声を発した。

　謝らないといけないこと……か。

　俺は黙って、少女の告白だけに耳を傾けた。

「……アリスはね、お兄ちゃんたちと一緒に付いていくと、迷惑がかかるってわかってたのに……仲間に入れてくれって頼んだの」

　金色の髪は、朝の風にそよぐ。

　斜め下を向いたまま、アリスは俺と目を合わせようとしない。

　そのまま、しばしの沈黙。

　どうして迷惑がかかるのか、俺から尋ねはしなかった。アリスから話してくれるのを、待とうと思った。

　少女は自分を鼓舞するように奥歯を嚙みしめて、再び口を開く。

「……昨日ね、アリスはイリス様を攫さらった銀髪の女の人がどこにいるのか、知っていたでしょ？」

　イリスが攫われたことに気付いた時、アリスは言った。

『イリス様はね、多分カークライドのお城の中にいると思う』

　俺は少女の不安げな瞳を見つめながら、静かに頷うなずく。

「……あのね……昔色々あって……アリスはずっと、あの女の人に見張られていたの。……知り合いだったの。だからね、ピンと来た。……多分イリス様を攫ったのは、あの人なんだって」

　昔、何があったのか。どうしてアリスがルーシェに見張られていたのか。

　俺は黙って、少女の言葉だけに意識を集中させる。

　声を震わせながら、アリスは続けた。

「……見張られていたってことはね……アリスと一緒にいると、お兄ちゃんたちにまで迷惑がかかるかもしれないってことでしょ？　……実際ね、山の中で化物に襲われた。あれはきっと、アリスがいたからだと思う。アリスがいたから、銀髪の女の人は……あのお城から、化物をアリスたちの元へ……」

　昨日、俺たちはイリスの元へ向かう途中、黒い化物に襲われた。

　カークライドの城には、結界が施してあった。

　つまり、あの化物が城の外へ出るには、結界を解除する必要がある。

　黒い何かには、結界を解除出来るほどの知能も、魔力も感じられなかった。

　どうやってあの化物が結界を破ったのか、ずっと不思議だった。

　……なるほど、確かにルーシェがアリスの元へ化物を送ったと考えれば、全て辻つじ褄つまが合う。

「……本当は、もっと早く話すべきだった。アリスがお兄ちゃんに仲間に入れてって頼んだ時に、このこともちゃんと説明するべきだった。アリスと一緒にいると、良くないことが起こるかもって。……けど、本当のことを話したら、絶対に仲間に入れてもらえない気がして……お兄ちゃんたちには話さなかったの。けど、お兄ちゃんたちは凄すごく良い人で。……こんなに素敵な洋服をくれて、ご飯まで食べさせてくれて……だんだん、噓うそを吐ついている自分自身が、嫌になって……辛つらくなって……」

　俺とティアとアリスと。三人で焼き鳥を食べた時、この子は突然泣き出した。

　あの涙にはきっと、様々な思いが込められていたのだろう。

「……本当に、今まで黙ってて……ごめんなさい」

　アリスは、涙をこらえるような表情で、笑う。

　少女の懺ざん悔げに、幕が降りる。

　そろそろいいか、な。

　今まであえて黙っていた俺は、小刻みに身体を震わせる少女を、優しく抱きしめた。

　驚いたように首をもたげるアリスに、俺は微笑ほほえみを浮かべる。

「……言いたいことは、本当にそれで全部か？」

「……え？」

「なあ、アリス。お前は一番肝心なことを、まだ俺に隠している」

「そ、そんな。アリスはちゃんと全部……」

「……どうしてルーシェがお前を見張っていたのか。昔、一体何があったのか」

　俺がそれを口にした瞬間、少女の表情が強こわ張ばる。

　自らの過去を、アリスは意図的に語るのを避けている。

　何もかも自分一人で抱え込んで、たった一人悪者になって、物語に幕を引こうとしている。背負わなくていいものまで、背負おうとする。

「……城で家族の絵を見た。……きっと、辛いことが沢山あったんだよな。それを語るのは……お前にとって、とても辛いことなんだと思う。だけどな、一人で抱え込むよりも、誰かに話した方が楽になる。安心しろ。たとえお前にどんな過去があったとしても、俺はそれを受け止める」

　城の廊下で見た肖像画。

　額に収まった一組の家族。文字通り、幸せを絵に描いたような、家族の風景。

　……壊れてしまった、過去の幻。

　俺は、アリスを強く抱きしめる。

　幼い少女の身体からだは、手足は、棒きれのように瘦せていて。

　俺は果てしなく広がっている空をやるせなく見つめながら、震える少女の背中をさすってやる。

「……もう、お前一人が苦しむ必要はない。……一人で、何もかも抱え込む必要はないんだ。なあ、アリス」

　微笑みながらアリスの髪を優しく撫なでてやる。

　俺の方を見上げた少女の瞼まぶたからは、大粒の涙が止めどなく溢あふれ出だしていた。

　そっとそのきらきらした雫しずくを指で拭ってやると、決心がついたように、アリスは涙に濡ぬれた瞳で俺の方を真っ直ぐに見つめた。

「……きっかけは、二年前」

　辛そうに声を震わせながら、アリスはそう切り出した。

　俺は無言で少女の言葉に耳を傾ける。

　アリスは語る。

　一人娘である自分が、性質たちの悪い病気にかかったこと。

　当時アリスは祖父母と両親の家族五人と何人かの使用人とともに暮らしていて、祖父は何とか孫の病気を治そうと、様々な医者を連れて来たこと。

　けれど、その誰もが、アリスの病を治すには至らなかったこと。

　そうして、最終的に祖父が行き着いたのが──黒い鷹たかだったこと。

　黒い鷹という組織は、医療技術に秀でていると噂うわさされている。

　人体実験を辞さないその姿勢から、表の世界の病院よりも、医療に対する知見が深いと言われているのだ。

　勿もち論ろん、これは単なる噂だ。真偽のほどは、わからない。

　だが、縋すがるものが他になければ、それは希望に映ってしまうだろう。

　アリスの祖父は、不正を許さない清廉潔白な人物だったと聞く。

　そんな男が、黒い鷹に頼るのだ。悪魔に魂を売ってでも、幼い孫を助けたかったのだ。

　心の内を想おもい、俺は奥歯を嚙みしめた。

「……黒い鷹の人たちはね、治せるって言ったの。アリスの病気は、治せるって。……けど、その為ためには吸血鬼の研究をする必要があるって。だから、それに協力しろって」

　アリスは、続ける。

　黒い鷹はアリスの命と引き換えに、ある交換条件を持ち掛けた。

　それは、カークライドの城を、不老不死の秘薬を創るための実験場として提供するということ。

　当時黒い鷹は実験場を探しており、カークライドの城は人目につかない森の中にあったことから、実験を行う場所としてはこれ以上ないほどだった。

　だがそれは、カークライド家にとって苦渋の選択だった。

　けれどアリスの家族は、屋敷の人間には手を出さないという約束で、その条件を受け入れた。

「…………けど、やっぱり……そんな約束、信用するべきじゃなかった」

　腕の中、当時の出来事が蘇よみがえったのか、アリスは身体を大きく震わせた。

「……一番最初の違和感は、門番のおじさんが……毎日アリスに大丈夫かってお見舞いに来てくれていた優しかったおじさんが、急に来なくなったこと。……アリスは病気だったから、外に出られなくて……だからね、どうして来ないのかなって……不思議に思ってたの。そしたら何日かして、薬が出来たって……銀髪の女の人が……それで、その薬を飲んだら、少し身体が楽になったの」

　アリスの眦まなじりから零こぼれ落ちる涙が、俺の肩を濡ぬらしていく。

　腕の中で震えるアリスの身体を、俺は強く抱きしめる。

「……そしたらね、次はね……お母さんが来なくなったの。お母さんがね、アリスの部屋に来なくなったの。お父さんに聞いたら、お母さんは今風邪で部屋を出られないって。……アリスは馬鹿だから、何も疑問に思わなかった。……そしたらまた何日かして、女の人は薬を持ってきたの。飲んだら、また、身体が楽になった。その次は、お祖ば母あちゃんが。それからは、お父さんが。……だんだんアリスの部屋に来る人が減って……けど、アリスの病気だけは治っていったの」

　アリスは、なおも言葉を紡ぐ。

　まるで悪夢を見ているような瞳で、まだ過去になり切れていない現実に、全身を震わせる。

「流石さすがに、アリスも変だと思った。何か良くないことが起きているのは、わかった。だからね、ある日アリスはこっそり部屋を抜け出して……地下室に行ってみたの。薬のおかげで、アリスの病気はもう大分楽になってたから、地下の階段を下って、奥に行ってみたの。お祖父じいちゃんがね、前に黒い鷹の人たちは地下にいるって言ってたから。……そしたらね……そしたら」

　アリスは、言葉に詰まる。

　奥歯を強く嚙かみしめて、悔しさと、後悔の涙を流す。

「……銀髪の女の人と……お祖父ちゃんだった人がいたの。真っ黒で、ドロドロになりかけていた……お祖父ちゃんだった人。……女の人はね、笑いながらアリスに説明した。これは吸血鬼の成り損ないだって。けれど生命力の源だから、心臓にある核を凝縮させると、良い薬が出来るんだって。……アリスね、そこでやっとわかったの。自分が飲んでいた薬が……一体、何から……誰から出来ていたのかってッ！」

　腕の中で震えるアリスの身体を、俺は強く抱きしめる。

　こんなことが、許されていいのか。

　いや、許されていいはずがない。

「……銀髪の女の人はね、アリスに言ったの。お前は人殺しだって。お前が病気になったから、大切な家族は犠牲になったって。……全部、お前が悪いんだって」

　腹の底から、激しい怒りが込み上げる。

　この子が一体何をした？

　こんな小さな身体で、どうして大人でも耐えられないような理不尽と必死に戦わなくてはならないんだ。

「もう何がなんだかわからなくなって……すっごく、怖くなって……アリスはね、お城から逃げ出したの。……最後に、逃げられないぞって……女の人が笑ってたのが、すごく、記憶に残ってる」

　わかっている。

　アリスのような子が──決してゼロにはならないこともわかっている。

　だが、それでも俺は────。

　俺は、幼い少女の身体を抱きしめる。

　頭上には青々とした空が広がっているのに、アリスの足元には、ぽつりぽつりと、悲しみの雨が降る。

「言葉の意味がわかったのは、その少し後。……薬ね、とてもよく効いたみたいでね。アリスはすっごく元気になったの。……何とか町に辿たどり着ついて、その後お兄ちゃんがやっつけてくれた三人組に捕まって……辛かったけど、あの女の人から逃げられたと思うと、少しだけ心が楽で……けど、女の人はまた、アリスの元に突然現れたの」

　昨日の、賊との会話を思い出す。

　真夜中、賊の元に現れた銀髪の女。

　あれは、賊の背後にいたアリスに、逃げられないと、お前を見ていると、無言で圧力を──いや、もしかすると、全て偶然なのかもしれない。

　ルーシェは死んだ。もう、真相を確かめる術すべはない。

「……アリスが付いていくとね、お兄ちゃんたちに迷惑がかかるってわかってた。……けど、もうアリスは何かに怯おびえながら生きるのが嫌で……お兄ちゃんは、アリスを救ってくれるような気がして……本当に、ごめんなさい。今まで黙ってて、本当に、ごめんなさい」

「お前はイリスが捕まっている場所を俺に教えてくれたじゃないか。どうして謝る。お前が謝る必要なんてない」

　今ならわかる。どうしてあの時、アリスは俺にイリスについて尋ねたのか。

　どんな人だったかなんて、場違いな質問をしたのか。

　恐らくアリスは、俺の正体に薄々気付いている。

　ルーシェは強い。あの時アリスは、俺が本当にジークフリードなのか、城に送っても平気なのか、試そうとしたのだ。

「……もしかしたら、アリスが病気にならなければ……黒い鷹があの屋敷に住みつかなければ……。イリス様だって……連れ去られなくても……済んだかもしれない。だからね、アリスは謝らないといけないの……みんなみんな、アリスのせいで不幸になって、自分一人だけ助かって、助かろうとして……アリスは、最低なの」

　泣きじゃくる少女の口からはとめどなく後悔の言葉が溢あふれていき、アリスの身体をズタズタに切り裂いていく。

　アリスの言葉は、支離滅裂だった。

　冷静に考えれば、アリスに責任などあるはずがない。

　だが、家族の命を背負うには、この子の背中は小さすぎたのだ。

　今、アリスはその重みに潰されそうになっている。

　もう死んでしまった家族への罪悪感から、自分自身にナイフを突き立てて、何とか精神の均衡を保とうとする。

　やめろ、アリス。これ以上……そんな悲しいことを言わないでくれ。

「……お前は悪くない。そんなもの、お前が背負う必要はない」

「……けど……けど……アリスは……」

「……もう何も言うな。お前は悪くない」

　そうやって、鼻をぐずぐずと鳴らしながら、アリスが首を左右に小さく振っている時だった。

「あー、もう！　辛気臭いったらありゃしないわ！」

　癇かん癪しやくを起こしたような叫び声とともに、裏の戸口が勢いよくバタリと開いた。

　そこにいたのは、さっきまで子供たちに揉もみくちゃにされていた、イリスだった。

　どうやらさっきからそこにいて、話を聞いていたらしい。我慢できなくて、飛び出してきたのだ。

　イリスは早歩きでこちらまで来た後、アリスを見下ろしながら、大きくため息を吐つく。

「……イリス」

「ほんっと、あなたって口下手ね……セリフはいちいちカッコいいんだけど、回りくどいったらありゃしないわ。まあ……そこが好きなんだけど」

　イリスは少し赤くなった頰ほおをポリポリと搔かく。

　俺は「すまん」と苦笑いを返す。

　イリスは、アリスと目線を合わせるようにしゃがみ込む。

「さっきから自分のせいだ自分のせいだって……後悔ばっかりして……まるで、ちょっと前の誰かさんと一緒」

　ちょっと前の誰かさん……それはお前のことか、イリス。

　アリスは涙でぐしゃぐしゃになった顔で、イリスを見つめ返す。

「……けどアリスは……アリスのせいでみんな不幸に……」

「あーもう。またそうやって自分を責める」

「だって……」

「本当に反省が必要な時はね、他人がちゃんと責めてくれるの。ねえ、アリス。あなたの両親は、お祖父ちゃんやお祖母ちゃんは、あなたのことを責めた？」

　イリスは安らかな微笑ほほえみを浮かべ、アリスにそう尋ねる。

　少女の瞳から、堰せきを切ったように再び大粒の涙が溢あふれ出だす。

「……うう……ん……責めなかった……。最期にお祖父ちゃんは……化物になりながら……ごめんって……一人にして、ごめんって……アリスに……」

　化物になりながらも、未いまだ孫のことを想おもう。

　それは、とても美しい家族愛であり、それだけに、遣やる瀬せ無なさが込み上げる。

「ほらね。ねえ、そこの口下手なお兄さん。あなたはアリスのことを憎んでる？」

「……いいや、全く」

　イリスは満足げに笑みを浮かべた後、戸口の方に声を張る。

「……さっきから陰でこそっと見ているそこの嬢ちゃんは、どう思ってる？」

「……！」

　その声に反応して、先ほどイリスが登場した扉から、少し申し訳なさそうにティアが現れる。

　……お前もいたのか。

　俺は苦々しく笑いながら、少女の方を振り返った。

「すみませんお兄様……盗み聴きするつもりではなかったのですが……」

「ああ、もう。いいのよそんなことは。……それより、どう思ってるの？」

「……私も、アリスちゃんを責める気は全くありません。私はアリスちゃんが好きです。どんな事情があろうとも、それだけは変わりません。だから、安心してください」

　イリスは嬉うれしそうにうんうんと頷うなずいて、再びアリスと視線を合わせる。

「これでも、まだ自分を責める？」

　アリスは、無言でイリスを見つめ返す。

「ま、安心しなさい。そうやって誰かのために死ぬほど後悔出来るような優しい子はね、きっと最後には幸せになれる。世界はそういう風に出来ているの」

「……本当？」

「ええ。どんな物語だってそうでしょう？　どんな物語でもね、主人公は最初不幸だって決まってるの。……けど、最後には幸せになる。だから、あなたも大丈夫。いつかあなたを幸せにしてくれる人が、きっと現れる」

「……アリスを、幸せにしてくれる人……」

「そうよ。ま、それまでは気長に後悔していなさい。いつか、辛つらい過去が笑い話に変わる日が、きっと来るから」

　そう言って、アリスを優しく抱き寄せる。

　アリスはその後もしばらく泣き続けたが、その表情はまるで憑つき物ものが落ちたように、どこか清すが々すがしさを感じさせた。

　優しい子は、最後には幸せになる。世界はそういう風に出来ている。

　それは、とても甘く美しい……噓うそだ。

　苦労者が報われるのは物語の中だけの話で、現実はそう甘くはない。

　優しい弱者は、非情な強者の食い物にされる。

　それが、この世界の現実だ。

　そんな風に死んでいった者を、俺は数えきれないほどこの目で見てきた。

「……本当に本当？　アリスも……いつか幸せになれる？」

「ええ、本当よ。そこにいる、口下手なお兄さんにも訊きいてみなさい」

　アリスは濁りのない純粋な瞳で、俺の方を見上げる。

「……お兄ちゃん……本当？」

「ああ、本当だ」

　……たとえ、今は噓でも。

　俺がこの噓を──真実に変えてやればいい。

「……お兄ちゃんがそう言うなら、間違いないね」

「ああ……俺は噓を吐かない」

　俺は、少女の笑顔を胸に刻み付ける。

　この笑顔を、裏切らないように。

　この笑顔を、忘れてしまわないように。

「……ありがとう。ジークフリードさん」

　アリスのように悲しい涙を流す子供が、いつかゼロになるように──。
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「……豪勢だな」

　目の前のテーブルに続々と運ばれてくる料理を眺めながら、俺は目を丸くしていた。

　色とりどりの野菜が使われたサラダや、食欲をそそる匂いを薫くゆらせる肉料理などが、長テーブルに所狭しと並べられる。

　窓から差し込む光は既に橙だいだいに色付いており、料理を暖かく照らしている。

　あれから俺とイリスは子供たちの勧めで少し仮眠を取った。

　そしてついさっき、隣の部屋から香っている美お味いしそうな食事の匂いで目を覚ましたのだ。

　それほど疲労は感じていなかったが、どうやら中々疲れていたらしい。

　昼過ぎには起きるつもりだったが、寝過ごしたのはもう十数年振りだ。

　イリスはそんな俺を見ながら、『私が隣にいたから、安心したんじゃない？』と、やけに嬉しそうに頰を緩ませていた。

　同時に、約三十分に一回のペースでティアが扉をこそっと開けてこちらの様子を確認していたことを眉を顰ひそめながら話し、俺は苦笑いを返すばかりだった。

「さて、料理も席も埋まったところで、いただきましょうか。みんな、用意してくれてありがとう」

　イリスはテーブルの子供たちを見まわしながら、小さく頭を下げる。

　端に座っていた小さな女の子が「大丈夫、特に今回はお姉ちゃんが手伝ってないから味も──」と言いかけて、隣の少女に口を押さえられる。

　そう言えばイリスは料理が苦手だったなと、俺は隣の席で眉間に皺しわを寄せる聖女を横目に見、吹き出しそうになるのを何とかこらえた。

「こ、今回はね、アリスちゃんやティアお姉ちゃんも手伝ってくれたんだよ。特にティアお姉ちゃん凄すごいの、包丁の使い方がとっても上手なの！」

　どこからか、話題を変えるようにそんな言葉が飛んでくる。

　俺の横に座っていたティアは少しだけ気恥ずかしそうな笑みを作る。

　ちなみに俺の右隣にはイリス、左にはティアが陣取っている。アリスはティアの隣に座っており、さっきから俺たちの様子をどこかにやけ顔でちらちらと覗のぞき見みていた。

　今朝イリスに会った際は絶望したような表情を浮かべていたティアだったが、あれから何らかの心境の変化があったのか、今は普段の落ち着きを取り戻していた。

「お前、料理が得意だったのか」

「……はい。お兄様のお口に合うかどうかは……わかりませんが」

「お前も疲れているだろうに……ありがとうな」

「私は全然大丈夫です！　……お兄様が美お味いしいと言ってくだされば……それだけで十分です」

「……はいはい。仲睦むつまじい兄きよう妹だいの会話はその辺にして、そろそろいただきましょう」

　ティアとの会話に、イリスが少し不機嫌そうに横よこ槍やりを入れる。

　俺は苦笑いしながら「そうだな」と返事をした。

　ティアは少しむっとした顔でイリスを見つめていたが、俺は気付いていないふりをした。

「さて……みんな手を合わせて、いただき──」

「ちょっと待ってお兄ちゃん！」

　再び横槍が入る。

　今度は、孤児院で俺を最初に出迎えてくれたエリンだ。

　少女は椅子から立ち上がり、俺の方へと小走りに向かってくる。

　何事かと、目を丸くしていると──。

「……お兄ちゃん……本当に今回はありがとうございました。お姉ちゃんを助けてくれて。お礼を言うのが遅れてごめんなさい。本当に……本当に、ありがとう！」

　目の前まで来て、ちょこんと頭を下げる。

　それを合図に、他の子供たちも椅子から立ち上がり、俺に向かって声を張った。

「ありがとう！」

「ありがとうお兄ちゃん！」

「……ありがとう」

「ありがとう！」

　胸の内に、温かいものが広がっていく。

　自然に、表情が綻んでいく。

「……こちらこそ、料理を用意してくれてありがとう。大変だっただろ？」

「ううん、全然！　ティアお姉ちゃんもアリスちゃんも手伝ってくれたし、特に今日はイリスお姉ちゃんがいなかったから余計に──」

　そう言いかけた少女が、再び隣の女の子に口を押さえられる。

　イリスを横目に見ると、物凄く複雑そうな顔で唇を尖とがらせていた。

「……私だって、私だって……」

「イリス？」

「……まあいいわ。私からも、本当にありがとうね」

　イリスは少し朱に染まった頰ほおで、俺の方を上目遣いに覗き込む。

「いいんだ。お前が無事なら、それだけで」

「……ゼロ」

　そのまま、俺たちが見つめ合っていると──。

「……ううっ……せ、せっかくの料理が、さ、冷めてしまいますよ！」

　今度は、ティアから横槍が入る。

　俺は苦く笑った後、「そうだな」と返答した。

「さあ、みんなもう一度席に戻ろう。今日は本当にありがとう」

「……さて、じゃあ気を取り直して……」

「「「いただきます！」」」

　こうして、楽しい食事会が始まる。

　橙だいだい色いろに染め上げられた外の世界は、俺たちの絶えない笑い話とともに、だんだんとその色を変えていく。

　俺はみんなと楽しく笑い合いながら、しなくてはならない話をいつするべきか、頭の片隅で考えていた。







　和気あいあいとした会話が、緩やかな時間とともに流れていく。

　料理はもうあらかた食べ終わっており、みんな、各々会話に集中していた。

　それは祭りの後のように、どこか切ない雰囲気を醸し出している。

　俺はそろそろあの話を切り出そうと、イリスに話しかけた。

「なあ、イリス……少し、話があるんだ」

「……わかった」

　そう言って、イリスは席を立つ。

　俺の考えが伝わったのだろう。

「……お兄様？」

「すまんティア、すぐに戻る」

　不安げにこちらを覗くティアに断りを入れ、俺はイリスの後に続く。

　ティアは何か言おうとしたが、俺の雰囲気で察してくれたのか、「……わかりました」と口を閉じた。

　子供たちに話を聞かれてしまわないように廊下に出た俺たちは、しばらく無言だった。

　イリスは壁にもたれながら、どこか神妙な顔つきで斜め下を見つめている。

　気まずい雰囲気が流れる。

　だが、伝えないわけにはいかない。

　俺は声のトーンを落とし、イリスに話を切り出した。

「……俺はこれから、自分が昔所属していた傭よう兵へい団へ向かおうと思っている」

　かつて、俺が所属していた傭兵団。

　養父に拾われた俺が、生きる術すべを教わった場所。

　ギルバルドからエメリアを取り戻す。

　その為ために、どの道を選択するのが最善か、ずっと考えていた。

「……エメリアを取り戻す為、俺は王宮に戻る必要がある。……そして、ギルバルドの正体と、奴の目的を暴かなくてはならない」

　今の俺であれば王宮の結界を強行突破し、ギルバルドを討つことも可能だろう。

　だが、それではいけない。

　ギルバルドの正体と、奴の目的を明らかにしないことには、真の解決には至らない。

　事件の全貌を明らかにしないまま犯人だけを殺しても、第二第三のギルバルドが現れるだけだ。

　そうさせない為にも、一体奴が何者なのか、何故なぜあのような事件が起こったのか、調査する必要がある。

「……そしてその為には、出来る限り正規の方法で王宮へ侵入したい」

　王宮へ向かう正攻法──それは国王に騎士として登用されることだ。

　そして、騎士として採用されるには、名のある傭兵団の推薦状を貰もらう必要がある。

　推薦を貰った後、一定期間城で試験や訓練を受け、騎士として相応ふさわしいと認められれば、正式に登用されるのだ。

　今の俺は若返っている。

　ゼロがジークフリードであることに気付く人間は、イリスのような《心眼》持ちでなければ、まずいないだろう。

　内部に侵入し、ギルバルドについて調査する。

　そして、言い逃れ出来ない証拠を集め、敵の正体が判明したところで、今度は俺が正体を明かす。

　奴の疑惑は、そのまま俺の潔白の証明になる。

　恐らく、ギルバルドは言いがかりだと喚わめき散らすだろう。

　だが、そこでイリスの出番だ。

　歴代随一の聖女によって俺の無実とギルバルドの噓うそが証言された時、果たして観衆はどちらを信じるか。

「……イリス、今回お前は黒い鷹たかに攫さらわれた。……おまけに、敵の目的は不明だ。再び、いつ襲ってくるかもわからない」

　ルーシェは何故イリスが攫われたのか、知らないと言っていた。

　であればやはり、いつ敵に襲われるかは、わからない。

　イリスは強い。並みの魔法使いが相手では、歯が立たないだろう。

　だが、それでも。黒い鷹は脅威だ。

　俺の側そばにいるのが最も安全だというのは、自明。

「……そして、俺の計画を成しえる為には、必ずお前の力が必要なんだ。……俺と一緒に、来てくれ」

　イリスが俺の無実を保証してくれないことには、いくら俺が証拠を集めたとしても、徒労に終わる可能性が高い。

　この計画には、聖女の力が必要不可欠だ。

　俺は、イリスの瞳を真まっ直すぐ見つめた。

　彼女はそんな俺の視線を僅かに外し、小さな声でぽつりと呟つぶやく。

「……わかってる。あなたの考えは、よくわかる。力になってあげたい。……けど、私には子供たちが……ここで、帰りを待っていてくれた、子供たちが」

「……イリス」

「……ごめんなさい。わかってる……今何をするべきか、わかってる……けど……」

　イリスは声を震わせ、黙ってしまう。

　孤児院にいるのは、親を失った子供たちだ。

　その子たちにとって、イリスは母親同然だろう。

　イリスは、優しい子だ。

　……やはり、一緒には来てくれない……か。

　そう思い、俺が視線を外した時だった。




「行ってあげなよ、イリスお姉ちゃん」




　廊下の向こう側から、明るい声が響く。

　見るとそこには、孤児院の子供たちが集まっていた。

「……エリン……それに、他のみんなも……」

「……そのお兄ちゃんは、お姉ちゃんにとってとっても大事な人なんでしょ？　だったら、悩む必要なんかないよ」

　晴れ晴れとした笑顔で、イリスを見上げる子供たち。

　青銀の髪の少女は、泣きそうな顔で彼女たちを見つめ返した。

「……けど……あなたたちは……」

「私たちのことは大丈夫！　イリスお姉ちゃんが思ってるよりも、しっかりしてるんだから！」

　子供たちは、飛び切りの笑顔で歯を見せて笑う。

　彼女たちなりに、こうなることがわかっていたのだろう。

　きっとさっきの食事は、お別れのパーティーだったのだ。

「……でも……でも……」

　イリスは首を小さく左右に振りながら、声を震わせる。

　それを見て、子供たちは笑顔のまま、少し呆あきれたようなため息を吐ついた。

「私たちは大切な人に……もう二度と会えないけど、お姉ちゃんは違うんでしょ？　だったら、迷う必要なんかないよ」

「……エリン」

「大好きな人と一緒にいるのが一番幸せに決まってるんだから、お姉ちゃんは自分の気持ちに素直になればいいの！」

「……ありがとう。みんな、ありがとう」

　子供たちと抱き合いながら、イリスは瞳に涙を浮かべていた。

　そんな彼女の雰囲気が伝染したのか、さっきまで笑顔だった子供たちも、皆泣きそうな顔でイリスに抱き着いていた。

　俺は邪魔をしないように、そおっと廊下を離れる。

　そのまま俺は入口の扉を開け、外に出た。

　しんと静まり返った夜の森を、頭上の月が柔らかく照らしている。

　さて、いよいよ準備は整った、な。
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「……静かだな」

　深夜、俺は孤児院の遊具に腰かけながら、一人ぽつりと呟く。

　木材とロープで構成された手造りのブランコが小さく揺れ、涼やかな風が吹き抜ける。

　あの後、俺は一度孤児院の中に戻った。

　それからゆっくりと風呂に浸つかり、イリスやティア、アリスたちと会話を楽しんだ。

　そして夜も更け、そろそろ寝ようかという話になり──けれど夕方まで惰眠を貪っていた俺は中々寝付くことが出来ず、仕方なく夜風に当たりに外へ出てきたのだ。

「……しかし……なんだったんだ。さっきのは」

　風呂場での出来事を思い出し、俺はため息を含んだ笑い声を漏らす。







　孤児院の風呂はそこそこの広さがあり、俺はせっかくなので子供たちと一緒に入ろうと思った。だが、イリスが「疲れているだろうから今日はゆっくり浸かって」と言うので、一人で風呂に入ったのだ。

　問題が起こったのは、湯舟に浸かりほっと一息吐いていた時だ。

　突然風呂の扉が開いたと思ったら、前をタオルで隠したイリスが現れたのだ。

　わけがわからず、俺は思わず噴き出した。

　今思えば、俺を一人で風呂場へ行かせた段階から、こうしようという計画だったのだろう。

　イリスは脱衣場で少し頰を赤らめながら、

『……だ、だって……昔よく一緒に入ったじゃない……』

　と、聞いてもいない言い訳を始めた。

　確かにそれは事実だが、もう十年も前の話だ。流石さすがにその理屈はおかしい。

　しばらくイリスと、

『だ……だって、私はあなたの姉よ。別にいいじゃない。少しくらいお姉ちゃんに甘えなさい』

『……お前の弟になった覚えはないし、仮に弟でも十九の姉とは風呂に入らない』

『強がらなくてもいいの、ジーク。私はあなたが好きなんだから』

『……よくわからないが、今回は決して強がってるわけじゃない』

『さっき私と一緒にお風呂に入りたがってたじゃない、隠しても見えてるわよ！』

『……それは捏ねつ造ぞうだ』

　と、口論していると今度はティアが現れた。

　恥ずかしそうに真っ赤に染まった顔で俯うつむきながら、前をしっかり隠すためタオルの端をぎゅっと握りしめ、

『……あ……あの……イリス様が入るなら……私も……あの、私もその……一応妹なので』

　と、消え入りそうな声で呟く。

　どうやら、イリスに対抗しようとわざわざ風呂場まで来たらしい。

　後から聞いた話だが、風呂場に向かうイリスの足取りが妙に軽やかだったので、後を付けてきたようだ。

　その後、案の定ではあるが、イリスとティアはしばらく脱衣場で口論していた。

　何を話していたかはあまり覚えていない……が、どちらが俺の髪を洗うとかそんな話をしていた気がする。

　二人のやり取りを傍はた目めに見ながら、俺は勘弁してくれと苦笑いで湯船に浸かっていた。

　すると、再び脱衣場の扉が開く。

　アリスだ。

　風呂場の前が妙に騒がしかったので、様子を覗のぞきに来たらしい。

『……お姉ちゃんたち……何してるの？』

　その言葉を合図に、場の空気が凍る。

　そのまま永遠のような時間が流れたかと思うと──。

　イリスは悔しそうに唇を嚙かんで、ティアは首筋まで真っ赤になって、二人はいそいそと脱衣場を出て行った。

『……もしかして、なんか悪いことしちゃったかな？』

　二人を見送った後、アリスは申し訳なさそうな顔をしていたので、とりあえず気にしなくてもいいと、俺は礼を言っておいた。







　……と、こんなことがあったのだ。

「……しかし、イリスは仕方がないとして……ティアも、か」

　ブランコに揺られながら、俺は小さく苦笑いをする。

　イリスが現れてから、ティアは妙に積極的になった気がする。

　以前であれば、俺と一緒に風呂に入ろうとしてくることなど、あり得なかっただろう。

　俺がイリスに取られてしまうと、焦っているのだろうか。

　あの子には、もう家族がいない。

　妹なりに、思うところがあるのかもしれないな。

　そんな風に俺が黄昏たそがれていた時──。

「……お兄様」

　孤児院の扉がゆっくり開いたかと思うと、中からティアが現れた。

　俺を見つけた少女は少し嬉うれしそうに、こちらに向かって歩いてくる。

「……どうした。寝付けなかったか？」

「……すみません。そういうわけではなかったのですが、トイレに起きた時、お兄様が部屋にいらっしゃらなかったので……」

　どうやら、俺がどこにもいなかったので、心配になって探しに来たようだ。

　俺は少女の可愛かわいらしい憂鬱を想像し、少しだけ苦笑いをする。

　ティアは何か思うところがあるのか、俺の前でもじもじと身体からだを揺らしながら、俯うつむいている。

　イリスの寝衣を借りているせいで、ティアの服はサイズがあまり合っておらず、開はだけた胸元から白い肌がよく見える。

　俺は、そんな普段より煽せん情じよう的な彼女から、僅かに視線を逸そらした。

「……あの……ブランコ……隣に座っても、いいですか？」

　ようやく口を開いたかと思うと、ティアは俺の隣のブランコを指差して、そんなことを尋ねる。

　頷うなずくと、少女は嬉しそうに隣のブランコへと腰を下ろした。

　深夜。俺とティアのブランコが、ゆらゆらと揺れる。

　そのまま、またしばらく無言。

「……あの……さっきはすみません。せっかくイリス様とお二人で……その……な、仲良く……その……わ、私が邪魔をしてしまって……」

　恐らく、風呂場での出来事について言っているのだろう。

　俺は小さく笑った後、ゆっくり首を左右に振った。

「……あれはイリスの独断だ。寧むしろ、お前が来てくれて助かった。だから、気にしなくていい」

「そ、そうですか……それは、良かったです」

　ティアは少しだけ安心したような表情を浮かべた。

　そして、再び沈黙が流れる。

「……あの」

「ん？」

「……あ……いえ……」

「？」

　ティアは何か言いたげに口を開いたが、俺が少女の方を振り向くと、また黙ってしまった。

　しかし、そのすぐ後。

　ティアは決心が付いたように両手をぎゅっと握りしめる。

　いつもより少しだけ大きな声で、言葉を紡いだ。

「……最初……もしかしたら、私は邪魔なんじゃないかと……そう思ってました」

　こちらを真まっ直すぐに見つめるティアの瞳は少しだけ潤んでいて、一瞬ドキリとしながらも、俺は少女を見つめ返す。

「……イリス様と会話をされているお兄様はとても楽しそうで……私は、いない方がいいんじゃないかと……」

　それは違う。

　俺が否定しようとすると、先にティアが口を開く。

「けど……部屋で色々と考え込んでいたのですが……たとえお邪魔だったとしても……それでも、私はお兄様のお側そばにいたい……そう思ったんです」

　ティアはブランコに揺られ、困ったように微笑ほほえみながら、俺の方を見つめた。

「……きっと、これは単なるわがままです。……だって、私は何の役にも立っていません。イリス様と違って、お兄様が私を連れていく理由は……ありませんから」

　俯きながら、ティアは遠慮がちに微笑みを浮かべている。

　静寂な夜に、少女の言葉だけがこだまする。

「……けど、それでも側にいたいんです。私は、あなたの側にいたいんです。……あなたの側じゃなきゃ……嫌なんです」

　ティアはブランコから立ち上がり、まるで今の自分を見られたくないというように、背中を向けたまま、手のひらをぎゅっと握りしめる。

「……だから、もう少しだけ……側にいてもいいですか？」

　その言葉は風に乗って、俺の心を甘やかに溶かしていく。

　俺は震える少女の背中を見つめながら、小さく笑った。

「……さっきお前は、俺がお前を連れていく理由がない、と言ったな」

「……はい。私、役立たずですから……役立たずなりに、自覚はしているんです」

　寂しそうに、ティアは笑う。

　俺はブランコから立ち上がる。

「それは違うぞ。お前は十分、役に立ってる」

「……そんな、だって……私は何も……」

「お前がいると、場の雰囲気が和やかになる。お前がいると、料理も美お味いしく感じられる。お前がいると、必ず帰ってこようと……そんな気持ちにもさせられる」

「──」

「……役に立っていないなんて、そんな悲しいことを言うな。お前が側で笑っているだけで、俺は心が安らぐんだ。だから、お前は自分のいたい場所にいればいい。……遠慮はするな、お前は俺の妹なんだろ？　好きなだけ、わがままを言え」

　ぽんと、俺は少女の肩に手を置いた。

　ティアは涙でくしゃくしゃになった顔で、こちらを振り返る。

「……本当ですか？　本当に……側にいてもいいんですか」

「ああ、本当だ」

「……わがままも、言ってもいいんですか？」

「ああ、好きなだけ言え」

「じゃあ、じゃあ……」

　もじもじと俯きながら、ティアは上目遣いでこちらを仰ぎ見る。

「……ティ……ティアが一番かわいいよと……言ってください」

「……んん？」

「……そして出来ればその……ぎゅ……ぎゅっと……抱きしめながら……」

　真っ赤に染まった頰ほおと、恥ずかしそうに身体を揺らすその姿はやけに煽情的で、俺は一瞬心臓がドキリとする。

　ティアはとろんとした瞳で、なおもこちらを見つめ続ける。

　これは、断れる雰囲気ではなさそうだ。

　俺はやれやれと苦笑いして、火ほ照てったティアを抱きしめる。

　胸に顔を埋うずめる少女の身体はやけに柔らかく、仄ほのかに甘い香りが鼻び腔こうをくすぐった。

「……ティアが一番かわいいよ」

「……もう一回言ってください」

「……ティアが一番かわいいよ」

「……今度は耳元で囁ささやいてください」

「……ティアが一番かわいいよ」

「……今度は────」

　こうして、夜は更けていく。

　最終的に俺はティアから血を吸われ、その後少し冷静になった彼女から謝罪を繰り返された。

　ティア曰いわく、あの時はどうかしていました、とのことらしい。

　……本当にどうかしているなと、俺は苦笑いを返すばかりだった。
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「さーて、みんな荷物は持った？」

「はーい！　イリスお姉ちゃん！」

「持ったよー！」

「持った持ったー！」

　早朝、子供たちのはしゃぐ声が孤児院の広場に響く。

　太陽が空で眩まぶしく輝く。

「ゼロも忘れ物ないー？」

「ああ、大丈夫だ」

「私も大丈夫です、お兄様！」

「アリスも大丈夫だよー！」

　子供たちはイリスが留守の間孤児院を守ると言い張ったが、流石さすがにまだ幼い子供たちだけを置いておくわけにはいかないので、知り合いの教会に預けるのだという。

　とりあえずアリスと子供たちを預け、それから俺たちで傭よう兵へい団を目指すのだ。

「……すまないな、アリス。移動ばかりで」

「ううん、全然平気。寧ろ、ピクニックみたいで楽しいよ！」

　アリスは屈託なく笑う。

　イリスにアリスにティアに、それから子供たち……こんな賑にぎやかな移動は、確かにちょっとした遠足のようだ。

「……んんー？　ねえ、ティア……あなた、昨日何かいいことあった？」

　俺とアリスが会話をしている横で、イリスがティアを訝いぶかしげに見つめている。

「……な、何もないですよ！」

「……まあいいわ。次は私の番だからね」

「……い、一体なんの話ですか！」

「自分が一番よくわかってるんじゃない？」

「……ううっ……お兄様、イリス様は女の子には優しいと言っていたのに……全然優しくありません……」

　今にも泣きそうな顔で、ティアは俺に縋すがりつく。

　俺は、やれやれと苦笑いだけを返す。

　……さて、次の目的地はかつて俺が所属した傭兵団だ。

　まだ養父は生きているはずだが……果たして俺であることに気付いてくれるだろうか。

　最後に会ったのは、二十年以上前だ……な。
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　完全に寝てしまったジークは、私の側そばで、すやすやと寝息を立てている。

　私はと言うと。もう真夜中なのに、心臓は強く脈を刻み続け、完全に目が冴さえてしまっている。




　──……今日だけは、私が眠るまで……側にいて欲しいの。




　さっき言った自分の言葉が、何度も何度も頭をぐるぐると回る。

　これは、最後のわがままだ。

　聖女になる前に、もう一度だけ、彼の温ぬくもりを感じたくて。

　今まで散々素っ気なく振舞ってしまったけれど。

　それでも。

　どうしても、もう一度だけ彼の体温を感じていたくて。

　私は、わがままを言った。

『……ねえ、ジーク……起きてる？』

　目の前で寝息を立てるジークに、小さく私は問いかける。

『……』

　返事は、なかった。

　寝たふりをするような人ではないから、きっと、本当に寝ているのだろう。

　私が側にいるのに、すっかり寝てしまっているのだ。

『……私はどきどきして眠れないのに……やっぱりあなたにとって私は、ただの娘なんだね』

　少しだけ、悪口を言ってみる。

　どうせ寝ているのだから、伝わらないのは承知。

　だけど。伝わらないからこそ、普段は心の奥底に隠している、素直な言葉を告げてみる。

『……ねえジーク。好きだよ』

　とびきり小さな声。起きていたって、聞こえないくらい。

『……ねえジーク。私はあなたが好きだよ』

　私の言葉が、私の耳だけに届く。赤い顔が、もっと真っ赤に火ほ照てる。

　もしかしたら、伝わっているかも。

　そう思うと緊張して、だんだん声が震えてくる。

　身体からだが、熱くなってくる。

『……イリスは、ジークが好きだよ』

　三回も、言ってみた。まるで、流れ星に願い事をする時みたいに。

　けれど。

　目の前にいるジークは眉一つ動かすことなく、私の言葉は彼の心に届くことはない。

　当たり前だ。寝ているのをわざわざ確認したじゃないか。

　もしかしたら伝わるかもなんて、期待している方がどうかしている。

　だけど──。

『……ねえジーク……好きだよ』

　頰ほおに口づけをした。

　それでもいつか伝わるようにと、願いを込めて。

　私は素直じゃないから、随分時間は、かかりそうだけど。
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　みんなで山道を歩きながら、私は懐かしい過去を振り返る。

　子供たちの笑い声を聞きながら、ジークと過ごした六年間を、素直になれなかった日々のことを、思い返す。

　あの頃の私は、いつも、苛いら々いらしていた。

　どうして、あの人は私の想おもいに気付いてくれないんだろう。

　どうして、私を女として見てくれないんだろう。

　どうして、素直に好きと言えないんだろう。

　そんな風に、どうしてどうしてと、自分自身に問いかけて、けれど答えなんて出てこなくて。いつもいつも、ジークに見当はずれの八つ当たりをしていた。

　顔を合わせても、つんと澄ました顔をして。

　話しかけられても、無視したりなんかして。

　そのくせ、彼が見ていないところでは、信じられないくらい素直になったりして。

　とにかく、ジークを困らせるようなことばかりした。

　そうすれば、彼の気を引けるんじゃないかと、私はそう思っていたのかもしれない。

　けど、ジークはただ困ったように悲しそうな顔をするだけで。

　心の奥で、ごめんと、謝らなくてもいいのに謝ったりなんかして。

　そんな彼を見ていると、強がってる自分自身が情けなくなって。

　……増々、素直になんかなれなくなって。

「……ほんと、馬鹿だな」

　空回りばかりする過去の自分を振り返り、私は自嘲するように小さく笑う。

「……どうした、イリス。何かあったのか？」

　優しすぎる私の大好きな人は、心配そうな顔をしている。

「本当に、私はあなたのことが好きなんだなあって、再確認しただけよ」

　恋は盲目だ。

　心眼だって、何の役にも立たない。

　相手のことが好きであればあるほど、何も見えなくなって、どんどん、馬鹿になっていく。

「……わ、私も……お兄様のことが……す……好きです！」

　したり顔の私と、苦く笑うジークが見つめ合っていると、ティアが横よこ槍やりを入れる。

　ここにも、馬鹿がもう一人。

　どうやら、私に対抗意識を燃やしているらしい。お兄様だなんて、生意気な。

「……ふーん。実は私、ゼロと二人っきりでお風呂に入ったことがあるのよ。おまけに、身体を洗ってもらったの」

　ちなみに、十年ほど前の話だ。

　勿もち論ろん、私が大人になってから、二人きりで入ったことなんてない。

　昨日は失敗したから、今日明日中に押しかけてやろうと思っているけれど。

「……わ、私だってある……ような気がします！」

　一瞬絶望したような表情になった気がしたけれど、何とか持ちこたえ、ティアは頰を膨らませる。白銀の髪は太陽に照らされて、美しく光り輝いている。

「気がするって何よ。要はないんでしょ。素直に負けを認めなさい」

　勝ち誇ったように、私はティアを覗のぞき込む。

　身体の小さい吸血鬼の女の子は、悔しそうに奥歯を嚙かみしめた。

　それから、何か思いついたように、思案げな表情をする。




「負けを認めるのはイリス様の方です……き、昨日……お兄様はティアが一番かわいいと言ってくださいましたから！」




　胸に、凍えそうなほど冷たい風が吹き抜けた。

　一番かわいいとジークが言った？

　ティアの真っ赤な瞳を覗き込む。どうやら、噓うそを吐ついてはいないようだ。

　昨日、二人の間に何かあったのには気付いていた。

　けど、何よ、それ。

　ティアが一番かわいいと言うって、どういうシチュエーションよ。

　え、もしかしてジークはこういう幼い感じの女の子の方が好みなの？

「……ジ……ゼロ……私の眼めを見なさい」

　いてもたってもいられず、私はことの真偽を確認しようとする。

　やれやれと苦笑いをするジーク。

「……」

　心眼で、心の内を覗く。




　──……ティ……ティアが一番かわいいよと……言ってください。




　……なるほど、確かに言っている。けど、どちらかと言うと、言わされている……という感じだ。私は、ほっと胸を撫なで下ろした。

「……ティア、自分から言わせたくせに、言って貰もらったって、あなたは随分ずるい子ね」

「イリス様だって、すっごく昔の話なのに、お風呂に入ったと言っているじゃないですか！」

　ばれていた。

　無言で睨にらみ合う私たち。

　そうしてしばらく火花を飛ばしていると──不意に笑いが込み上げる。

　肩を震わせながら、私は口元を押さえ込む。

「……どうしたんですか？」

　ティアは、少し心配そうにこちらを覗きこんだ。

「……本当に、馬鹿みたいだなあって。そう思っただけ」

　それは半分本当で、半分噓。

　笑い過ぎたからか、はたまた別の理由か。私は、目尻に浮かぶ涙をぬぐう。

　ねえ、あの頃の私。

　あれから随分時間が経たったけど、ようやく私の想いは、ジークに届いたよ。

　すれ違って、傷付いて、遠回りしたけれど。

　やっと好きだって、伝わったよ。

　ただ、好きな人に好きという。

　たったそれだけで。

　側そばにいられるだけで。

「……こんなにも、幸せなんだね」










　　　あとがき




　皆様、またお会いできて光栄です。夏なつ海みです。『ゼロの大賢者』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　一巻が発売された時は春でしたが、今はまごうことなき夏。

　まだ少し肌寒く、上着を欠かさなかったあの頃とは、随分状況が変わってしまいました。

　生なま温ぬるい扇風機の風に当たりながら、この文章を書いています。

　いやあ、時間が経たつのは早い。




　実はこのあとがき、私にとっては二回目のあとがきなのです。一巻で一回、二巻目だから二回、という意味ではないです。

　純粋に、『ゼロの大賢者』の二巻として書いたあとがきで、二回目という意味です。

　察しの良い方はもうおわかりかもしれません。

　そうです。消えてしまったのです。データが。

　私が朝からさっきまで（ちなみに今これを書いているのは深夜の四時です）ひたすら考えて、再考に再考を重ねたあとがきが、ほんの三十分ほど前に消えてしまったのです。

　それはもう、跡形もなく。塵ちり一つ残さず。

　担当様に、読者の皆様に、自分の想おもいを綴つづったあとがきが、消えてしまったのです。

　きっかけは些さ細さいなことでした。コピーしようとして、間違って消去。スマホのメモ帳機能を使っていたので、復元も出来ず。

　深夜のテンションで、無心になって書いていたので、細かな内容も思い出せず。

　正直、割とくだらない内容だったのですが（太陽が好きとか嫌いとか、この間巨大な黒い虫が視界を横切ってきて悲鳴を上げたとか、今考えると消えて正解かもしれません）、それでも自分なりに……よし、これで行こうと納得出来たもののはずでした。

　それを皆様に見せられなかったことが、たまらなく悲しいです。

　原稿を書いている時に同じことが起こらなくて良かった……！と、前向きに考えることにします。

　そう言えば、今これを書いている最中に思い出したのですが、小学生の頃にも似たようなことがありました。

　確かあれは小学校高学年の九月、夏休みの宿題を提出しようとした時です。

　鞄かばんの中を漁あさる私は、あることに気付きます。

　……あれ、やったはずの宿題がない!?　どこ行った!?

　教科書とプリントでごった返したランドセルをいくら覗のぞいても、そこに宿題は見当たりません。絶対に昨日の夜入れたはずなのです。夏休み最後の三日間を使って仕上げた、汗と涙の結晶だったのです。それが、どこにもない。何故なぜ。

　仕方なく、夏海は先生に言いました。

「先生すみません、宿題を忘れました」

「やったんだよな？」

「やりました。明日持ってきます」

　やったんだよなと言った先生の眼めが猜さい疑ぎ心しんに満ちていたのを子供心に感じていましたが、明日持ってくればいいや、そう思っていました。それで誤解も解けるだろうと。

　しかし。帰宅し、宿題を探し始めた夏海は愕がく然ぜんとします。どこにもない。何故。あんなに頑張ったのに!?

　結局深夜まで探しましたが、見つかりませんでした。

　次の日、夏海は先生に言いました。正直に話しました。

「先生すみません、どうやら失なくしたようです」

　別に怒られはしませんでした。先生は何もかも悟ったような表情をしながら、半笑いで頷うなずきだけを返しました。本当にやったのに！

　結局あの宿題は、未いまだに見つかっていません。間違いなくランドセルに入れたはずです。なのに、どうして消えてしまったのでしょうか。

　夏海はこのエピソード、夢があって好きです。誰も触れていないはずの宿題はどこへ行ったのか。願わくば、謎は謎のまま、犯人が見つからないことを祈ります。




　ここからは謝辞を！

　担当編集のＯ様。もう一体何から感謝していいのかわからないほどご迷惑をかけまくりですが、本当に今回もありがとうございました！　……本当にありがとうございました！（大事なことなのでry）

　イラストレーターの吉よし田だ様。すっっっばらしいイラストを、今回もありがとうございました！　担当様から挿絵の一枚が送られてきた時、夏海は丁度近所にあるお店の階段を下っている最中だったのですが、その出来があまりに素晴らしかったので、そのままスキップして階段を踏み外し、悲鳴を上げるという事件がありました。ティアもイリスもアリスもみんな可愛かわいい！

　そして、最後に読者の皆様。こうして二巻が出せたのは、間違いなく読者の皆様の応援のお陰です。

　こうして手にとっていただき、本当に、ありがとうございます。

　またお会いできれば、この上ない喜びです。


夏海 ユウ


















電子書籍特典　書き下ろし短編『ゼロの帰りを待つティア』







　静けさに満ちた真夜中の空を見つめ、私はぎゅっとペンダントを握りしめました。

　お兄様に頂いた、灰色のペンダント。

　それを強く握りしめながら、落ち着かない自分の心に、大丈夫だと言い聞かせます。

　ゼロ様は、お兄様は、イリス様を救いにお城へ向かわれてしまいました。

　イリス様を攫った女の人は、とても強いらしいです。

　ですが、帰って来るかどうか、不安なわけではないです。お兄様はお強い方なので、きっと、今回も何事もなかったような顔をしながら、ここに戻って来てくれると、私は信じています。

　では──。

「一体私は、何がこんなに不安なのでしょう……」

　自嘲するように、私は小さく笑います。

　心配事なんて何もないはずなのに、気付けば私はいてもたってもいられなくなって、孤児院から抜け出してきてしまいました。

　孤児院の庭。月の光に照らされる遊具。そこに一人不安気に佇む私。

　お兄様は中で待っていろと仰ったのに、言いつけを守らずにこそこそと外まで出てきた私。

「……早く帰ってきてください、ゼロ様」

　そんな風に、私が切実な思いを言葉にした時──。

「……お姉ちゃん、こんなところにいたの？」

　孤児院の扉がゆっくりと開く音がして、私は背後を振り返ります。

　眠い目を擦りながら、こちらを覗くアリスちゃんと目が合いました。

「……アリスちゃん、どうしたんですか？」

「いや、さっきトイレに起きた時、部屋にお姉ちゃんがいなかったから、どこに行ったのかと思って。……ちょうど夜風にも当たりたかったから、外に出てみたの」

　アリスちゃんは笑顔を作りながら、私の方へ歩いてきます。

　どうやら、心配をかけてしまったみたいです。私は小さくごめんなさいと返事をしました。

「ううん、大丈夫。それよりさ、お姉ちゃんはどうしてここにいるの？」

　無邪気な微笑みを浮かべるアリスちゃん。

　自分でもその問に答えの出せなかった私は、困ったような顔をするしかありません。

「……どうしてでしょう」

　私のため息が、夜の闇に溶けます。

　どうして私はここにいるのでしょう。こんなに不安なのでしょう。いてもたってもいられないのでしょう。……自分でも、よくわかりません。

　そう答えると、アリスちゃんは不思議そうな顔をしました。

「……あれ、アリスはてっきりお姉ちゃんは大好きなお兄ちゃんのことが心配で、いてもたってもいられなくなって外へ出てきたと思ったんだけど……違うの？」

　特に悪気はなさそうなアリスちゃん。

　……それでは私が上手に待てが出来ない犬のようではないですか。いや、事実そうですし、その認識に間違いはないのですが。

　いや、でも違います。確かに私はいてもたってもいられなくなって外に出てきてしまいましたが、決して心配なわけではないのです。お兄様は絶対に帰ってきます。そこに、不安はありません。

　けど──。

「……心配……なわけじゃないんです。私はお兄様を信頼しています。負けるとか帰って来ないとか……そんなこと、何一つ思っていないんです……」

「けど、不安なんだ？」

「……はい」

　心配事は何もないはずなのに、胸の内側で私を苛む不安。

　これは一体、何が原因なのでしょう。

　深いため息とともに私が頷きを返すと、アリスちゃんは腕組をして、何か考え込むような仕草をします。

　それからしばらく唸った後、答えを導き出せたように、小さく手のひらをポンと叩きました。

「わかった。……お姉ちゃんは、多分不安なわけじゃないんだよ」

「え？」

「お姉ちゃんはね、イリス様が羨ましくて羨ましくて仕方がなくて……だからこうして、わざわざ外に出てきたんだよ」

　きょとんと眼を丸くする私に、アリスちゃんは話を続けます。

「多分お兄ちゃんは、イリス様と二人きりで帰ってくるよね。でね、歩きながら、二人で色んな話をすると思うの。昔ああだったとか、今はこうだとか。とにかく、二人で笑いながら、楽しくお喋りするんだよ」

　アリスちゃんの話に合わせて、頭の中にその光景が浮かび上がります。

　数年ぶりに再開したお兄様とイリス様。一体二人は、どんな会話をするのでしょうか。

　そんなことを考えていると、胸の内側にあった不安が、どんどんと大きくなっていきます。

「お姉ちゃんはね、そんなイリス様に、滅茶苦茶嫉妬してるんだよ。お兄ちゃんは自分のものなんだって、早くイリス様に言いたくて、仕方がないの。仲良く帰って来るお兄ちゃんとイリス様の間に入って、この人は私のものですって、早く言いたいんだよ」

「……私は、そんなに嫌な子でしょうか」

　そう言いつつも、一理あるなと思ってしまう私。

　結局、私は嫉妬しているだけなのかもしれません。

　最後に自分を選んでくれれば良いと言いつつも、どうしてもお兄様が他の女の人と一緒にいることが気になってしまう。

　私はそんな、少し面倒くさい女なのでしょうか。

「ま、大丈夫だよお姉ちゃん。なんか、イリス様とお兄ちゃん喧嘩してるみたいだったし、よくわからないけどイリス様は素直じゃない性格っぽいから、お兄ちゃんを取られたりしないって」

　アリスちゃんはそう言って私の肩を小さく叩くと、孤児院の中へと戻っていきました。

　一人取り残された私。吹き抜ける、肌寒い夜の風。

「……早く帰ってきてください、お兄様」

　そして出来れば、寒かったなと、抱きしめてください。我慢しきれなくて、私から抱き着きそうな予感はしますが。
















カバー・口絵・本文イラスト／吉田依世
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ゼロの大だい賢けん者じや２




～若わか返がえった最さい強きよう賢けん者じやは正しよう体たいを隠かくして成なり上あがる～

【電でん子し特とく別べつ版ばん】
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